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『
フ
ラ
ン
ス
・
百
科
全
書
』

の
基
本
的
立
場

河

章

西

数
年
前
、
北
海
道
大
学
・
文
学
部
で
は
、
そ
の
辞
書
資
料
室
の
備
日
間
と
し
て
、

「
フ
ラ
ン
ス
百
科
全
書
』
第
三
版
、
全
三
九
巻
を
購
入

し
た
。

こ
の
余
り
に
も
有
名
で
、

フ

か
っ
、
余
り
に
も
読
ま
れ
る
こ
と
の
少
な
い
と
桑
原
武
夫
氏
の
嘆
じ
た
書
物
の
現
物
を
手
に
し
て
、

河西

ラ
ン
ス
思
想
史
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
の
一
人
と
し
て
、
憧
れ
の
高
峯
を
前
に
し
て
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
た
ち
の
よ
う
な
一
種
の
感
慨

を
禁
ず
る
こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

『フラ γス・百科全書』の基本的立場

従
っ
て
、

『
百
科
全
書
』
の
研
究
に
と
り
か
か
っ
た
動
機
と
い
う
場
合
に
も
、
私
自
身
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
丁
度
、
山
が
そ
こ
に
あ
る

か
ら
登
る
と
い
う
登
山
家
た
ち
の
理
由
と
い
さ
さ
か
似
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
思
想
史
の
こ
の
巨
大
な
峯
は
、

し、

ペコ

か
は
登
ら
ず
に
す
ま
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
現
代
思
想
を
論
ず
る
も
の
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
、
フ
ラ
ン
ス
草
命
の
時
期
に
そ
の
源
泉
を
求
め
る
の
で
あ
る
が
)
、
革
命
の
生

み
の
親
え
ち
の
哲
学
思
想
や
、
宗
教
観
、
社
会
思
想
、
科
学
思
想
、
芸
術
論
等
々
が
、
そ
の
多
様
性
を
損
わ
れ
る
こ
と
な
し
に
集
大
成
さ

一
つ
の
統
一
へ
と
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
百
科
全
書
』
の
う
ち
に
は
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
、
と
く
に
そ
の
自
然
学
の
展
開
と
克
服

フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら

れ、を
通
じ
て
達
成
さ
れ
た
、

フ
ラ
ン
ス
近
世
思
想
史
の
不
滅
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
が
見
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
時
に
、

ず
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
思
想
が
、
そ
こ
に
源
を
見
出
し
、
そ
の
継
承
と
展
開
と
し
て
自
ら
を
示
し
う
る
と
こ
ろ
の
、

フ
ラ
ン
ス
草
命

1 
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の
哲
学
の
、
近
代
精
神
そ
の
も
の
の
、
そ
の
上
昇
期
の
頂
点
に
あ
っ
た
近
代
市
民
階
級
の
世
界
観
の
、
最
も
純
度
の
高
い
表
現
が
見
出
さ

れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
峯
を
究
め
る
こ
と
な
し
に
「
近
代
』
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
「
近
代
』

を
把
え
る
こ
と
な
し
に
は
、
現
代
を
も
充
分
に
は
語
り
え
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

2 

ま
た
、
現
代
に
お
け
る
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
や
中
国
で
の
草
命
、
が
、

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
精
神
の
継
承
で
あ
り
、
展
開
で
あ
り
、

にす問
、)時

そ
の
乗
り
超
え

で
あ
る
と
す
る
な
ら
tま

「
神
聖
家
族
』
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
が
、
そ
の
基
本
的
図
式
を
描
き
出
し
て
い
る
よ
う

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
哲
学
は
、
今
日
の
革
命
の
哲
学
の
源
泉
と
し
て
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
い
か
え
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
以
前
の

最
も
進
ん
だ
唯
物
論
が
そ
こ
に
は
見
出
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

リ
ヴ
ォ
ー
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
哲
学
と
は
、

一
七
五

O
年
の
時
点

で
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
も
の
の
考
え
方
に
他
な
ら
ず
、
内
容
的
に
言
う
な
ら
ば
、

(
4
)
 
る
。
こ
の
こ
と
は
言
い
か
え
れ
ば
、

「
百
科
全
書
・
プ
ラ
ス
・
ル
ソ

I
』
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

「
デ
ィ
ド
ロ
・
プ
ラ
ス
・
ル
ソ

l
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
源
泉
と
し
て
の
『
フ
オ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
・
プ
ラ
ス
・
へ

l
ゲ
ル
』
は
、

『
デ
ィ
ド
ロ
・
プ
ラ
ス
・
ル
ソ

l
」
に
そ
の
原
型
を
持
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
機
で
、

こ
の
膨
大
な
文
献
の
山
に
立
ち
向
う
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
私
自
身
が
こ
の
時
、
基
礎
知
識
と
し
て
所
持

し
て
い
た
も
の
は
、

わ
ず
か
に
、
京
大
の
人
文
科
学
研
究
所
が
桑
原
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
示
し
た
「
フ
ラ
ン

ス
百
科
全
書
の
研
究
」
(
一
九
五
四
年
)
と
、

同
じ
く
小
場
瀬
卓
三
氏
の
主
宰
の
も
と
に
科
学
研
究
費
に
も
と
づ
く
共
同
研
究
の
成
果
と
し

て
著
わ
さ
れ
た
「
デ
ィ
ド
P

研
究
」
(
上
巻
の
み
、

一
九
六
一
年
)
、

お
よ
び
、

そ
の
「
デ
ィ
ド
ロ
・
自
然
の
解
釈
に
関

同
じ
小
場
瀬
氏
が
、

「
テ
ィ
ド
ロ
の
哲
学
と
方
法
)
」
、
ま
た
、
前
記
の
「
神
聖
家
族
」
に
お
け
る

マ
ル
ク
ス
の
基
本
的
見
解
や
、
一
ア
ボ

l
リ
ン
の
「
唯
物
論
史
』
で
の
デ
ィ
ド
ロ
の
把
え
方
な
ど
を
挙
げ
う
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

す
る
思
索
』
の
醗
訳
(
創
一
万
選
書
)
の
巻
末
に
附
し
た
論
文
、

桑
原
氏
ら
の
研
究
を
除
い
て
は
、
主
と
し
て
デ
ィ
ド
?
を
中
心
と
す
る
研
究
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
『
百
科
全
書
」
の
諸
項
目
、

と
く
に



デ
ィ
ド
ロ
執
筆
の
部
分
に
触
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、
デ
ィ
ド
ロ
の
諸
著
作
に
も
り
こ
ま
れ
た
デ
ィ
ド
ロ
の
思
想
か
ら
出
発
し
て
、
そ
れ
を

手
掛
り
に
、
そ
れ
ら
の
項
目
を
把
握
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

て
浮
び
上
ら
せ
る
と
い
う
点
で
は
不
満
足
と
い
う
他
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
パ
ン
セ
誌
に
現
わ
れ
た
諸
論
文
は
、

「
百
科
全
書
」
そ
の
も
の
の
特
徴
を
全
体
と
し

「
百
科
全
書
』
刊
行
の
二
百
年
記
念
に
当
る
一

九
五
一
年
頃
、

ユベ

l
ル
、

ル
・
グ
ラ
ら
の
先
駆
的
な
仕
事
を
乗
り
越
え
て
、

『
百
科

全
書
」
そ
の
も
の
の
新
し
い
全
体
像
へ
の
摸
索
の
は
じ
ま
り
を
つ
げ
て
い
た
が
、
こ
の
方
向
は
、

抜
翠
」
(
一
九
六
二
年
〉
に
至
っ
て
、
一
つ
の
自
覚
的
な
方
法
に
結
実
し
た
。
ブ
ル
ー
ス
ト
は
、
そ
の
画
期
的
な
研
究
、

科
全
書
』
の
な
か
で
、
「
百
科
全
書
」
の
諸
思
想
を
、
ま
さ
に
「
百
科
全
書
』
の
諸
項
目
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
中
か
ら
の
み
つ
か
み
出

す
と
い
う
や
り
方
の
出
発
点
を
、
前
記
の
抜
率
集
の
序
論
に
お
い
て
、
ソ
ブ

l
ル
が
簡
潔
に
示
し
た
態
度
の
う
ち
に
求
め
て
い
る
。

リ
ヴ
ォ
ー
や
、
プ
レ
イ
エ
の
「
哲
学
史
』
す
ら
も
が
、

ソ
ブ
l
ル
の
、

「
百
科
全
書
テ
キ
ス
ト

「
テ
ィ
ド
ロ
と
百れ

ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、

ま
た
、

「
百
科
全
書
」
そ
の
も
の
の
諸
項
目
に
ふ

河西

れ
る
こ
と
を
回
避
し
、
わ
ず
か
に
、
ダ
ラ
ン
ベ

l
ル
の
『
序
論
』
や
、

「
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
」
の
項
な
ど
へ
の
言
及
の
み
に
止
め
て
い
る
の
を

考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
桑
原
氏
ら
が
す
で
に
一
九
五
四
年
と
い
う
時
点
で
、

『
百
科
全
書
』
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
取
組
ん
で
い
た
と

『フラン九・百科全集』の基本的立場

い
う
こ
と
は
大
い
に
賞
讃
さ
れ
て
し
か
る
、
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、

「
百
科
全
書
」
を
、
そ
の
成
立
に
参
加
し
た
諸
思
想
家
の
思
想
の
単
な
る
加
算
と
し
て
把
え
る
こ
と
を
や
め

て
、
む
し
ろ
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
諸
項
目
そ
の
も
の
の
分
析
と
、
総
合
に
も
と
守
つ
い
て
、
生
き
た
、
統
一
的
な
「
百
科
全
書
」
の
思
想
を

発
見
し
、
そ
れ
を
、
そ
こ
に
参
加
し
た
あ
の
多
様
な
思
想
家
群
の
諸
思
想
の
把
握
の
鍵
と
し
て
逆
に
利
用
す
る
と
い
う
途
が
、
こ
の
「
百

ま
た
、
そ
れ
が
革
命
の
哲
学
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
巨
大
な
影
響
力
に
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

科
全
書
」
が
果
し
た
世
界
史
的
な
役
割
に
も
、

で
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
桑
原
氏
ら
の
業
績
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
い
く
つ
か
の
不
備
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
も
、

さ
し
あ
た
り
、
わ
れ
わ

れ
の
研
究
の
基
礎
と
し
て
、

ま
た
出
発
点
と
し
て
利
用
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

3 
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そ
れ
故
、
私
自
身
が
、

『
百
科
全
書
」
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
当
っ
て
み
て
、
重
要
と
思
わ
れ
る
項
目
や
、
多
く
の
頁
数
を
さ
い
て

4 

い
る
項
目
等
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
作
業
を
始
め
る
に
当
っ
て
も
、
桑
原
氏
ら
の
業
績
の
、
そ
の
較
述
と
、

ま
た
と
く
に
、
そ
の
巻
末
の

主
要
項
目
の
一
覧
表
と
を
さ
し
あ
た
り
の
手
掛
り
と
し
て
利
用
し
て
、
そ
れ
に
、
ソ
ブ

l
ル
、
ブ
ル
ー
ス
ト
ら
の
新
し
い
研
究
を
参
照
し

な
が
ら
、
ま
ず
気
づ
い
た
点
か
ら
補
正
を
加
え
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
今
後
の
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
こ
こ
で

こ
の
よ
う
な
補
正
の
作
業
で
あ
る
。

ま
ず
行
な
お
う
と
す
る
の
は
、

「
百
科
全
書
』
の
主
要
と
思
わ
れ
る
諸
項
目
の
選
択
に
当
っ
て
み
て
、
な
に
よ
り
も
先
ず
痛
感
さ
れ
た
の
は
、

デ
ィ
ド
ロ
の
巨
大
な
影
で
あ
る
。

こ
の
辞
典
全
体
を
覆
う

『
百
科
全
書
』
全
体
の
中
で
、

い
わ
ば
扇
の
か
な
め
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
な
諸
項
目
、
こ
の
辞
典
全
体
の
姿
勢
を
明
確
に
示
す
の
に

ダ
ラ
ン
ベ

l
ル
、
お
よ
び
ジ
ヨ
ク

l
ル
の
一
一
一
人
に
限
ら
れ
る
。

適
し
て
い
る
よ
う
な
諸
項
目
の
執
筆
者
は
、

ほ
と
ん
ど
デ
ィ
ド
ロ
、

他
に
も
重
要
な
項
目
は
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、

ノレ

ド
ル
パ

γ

ク
や
、

ケ
ネ

I
、
ヴ
オ
ル
テ
l
ル、

ソ

l
、
モ
ン
マ
ル
テ
ル
ら
の
重
要
人
物
が
執
筆
し
た
も
の
も
入
っ
て
い
る
。

ル
ソ

l
執
筆
の
、
経
済
(
同
S
き
さ
符
)
の
項
や
、

ヴ
オ
ル
テ
l
ル
執
筆
の

例
え
ば
、

音
楽
(
〉
尚
喜
々
宮
内
)
そ
の
他
の
音
楽
関
係
の
項
目
、

ケ
ネ

1
執
筆
の
小
作
農

(F3混
同
町
、
)
、
穀
物

(ES)、
明
証
性
(
守

E
Sの
項
、
ド
ル
パ
ッ
ク
執
筆
の
冶
金
学
(
足

Est-議
員

(ESSEb、
僧
侶
(
ミ

3)、
神
権

政
治
(
同

J
E
R
E号
)
な
ど
の
諸
項
目
、
さ
ら
に
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
執
筆
の
た
だ
一
つ
の
項
目
た
る
趣
味

(
Cむ
と
)
の
史
、
終
始
匠
名
で

グ
リ
ム
の
絞
情
詩
(
吋
見
送
町
守
江
志
向
)
の
項
、
ま
た
、
無
神
論

歴
史
(
問
主
ミ
豆
、
想
像
力

Z
S
Q
h
s
a
N
.
S
)、
フ
ラ
ン
ス
語
(
吋

1
Sち
な
)
な
ど
の
諸
項
目
、

参
加
し
た
チ
ュ
ル
ゴ
の
市
場
(
町
庄
司
)
、
存
在
(
同

h
S
H
S
S
な
ど
の
項
、

(者
)
(
h
S
F
Kど
と
な
さ
同
)
、

普
(
N
W
H
S
)

な
ど
を
は
じ
め
、
形
市
上
学
関
係
の
数
多
く
の
項
目
を
分
担
し
た
イ
ヴ
オ
ン
神
父
の
執
筆
し
た



法
律
学
(
ト
ミ
旬
、
g
h
N
S
Q
)、

(C守
口
町
ね
た
.
。
誌
)
、
代
理
人
(
凸
σさ
さ
ひ
)
、

官
職

(
Q
5
4同)、

責
務

諸
項
目
、

政
治
的
法

(
F
R
M
7
0
$々
豆
、

フ
ラ
ン
ス
法

(
U
3
N
.
H
H
v
d
A
S
)、

裁
判
(
ト
ミ
S
等
々
、

主
と
し
て
法
律
学
関
係
の
諸
項
目
を
一
手
に
引
き
受
け
た
観
の
あ
る
ブ

シ
ェ
・
ダ
ル
ジ
執
筆
に
か
か
る
諸
項
目
、
補
巻
の
編
者
と
な
り
、

ま
た
、
批
評
(
町
、
N.N企
Nhm)
な
ど
の
重
要
項
目
を
も
書
い
た
モ
ン
マ
ル

テ
ル
の
関
係
し
た
諸
項
目
、

美
学
(
阿
川
MHphH帆QNhm)
な
ど
を
書
い
た
ズ
ル
ツ
エ
ル
執
筆
の
項
目
、

カ
ル
ヴ
イ
ニ
ス
ム

教
会
(
岡
崎
史
認
可

(
h
Q
m
c
Sなミ世間)、

キ
リ
ス
ト

(hp江
主
、
さ
ら
に
精
神
(
同
寺
「
た
)
、

カ
ト
リ
ッ
ク
性

(
h
b
S
O
N
S
S
な
ど
、
神
学
、

人
間
性

人
間
学
(
み
ミ
マ
。
、
O
N
C
E同)、

動
物
界

(
b
s
s
p
.
S
、

(
同
程
遠
お
お
定
)
、

宗
教
関
係
の
多
く
の
項
目
を
受
持
っ
た
マ
レ
執
筆
の
諸
項
目
な
ど
な
ど
、

こ
の
「
百
科
全
書
』
の
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
重
要
項
目
と
し
て
、
既
に
一
定
の
評
価
を
獲
得
し
、
無
視
で
き
ぬ
発
言
力
を
持
ち
つ
づ
け
て
い
る

も
の
の
少
く
な
い
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

し
か
し
他
方
、
こ
れ
ら
の
諸
項
目
を
、

た
と
え
ば
デ
ィ
ド
ロ
執
筆
の
次
の
よ
う
な
諸
項
目
、

河西

技
術
(
ヘ
マ
円
)
、
政
治
的
権
威

(bRHC3N弘
、
足
徐
々
刊
誌
)
、
農
業

(
h
hミ
SNHNミ
ペ
)
、
幸
福
(
切
S
E
N
R
)、
確
実
性
(
心
ミ
N.HNhhp)、
キ
リ
ス
ト

教
(
内
守
宣
言
誌
な
sh)、
市
民

(
Q
Nミ
S
)、
神
々
(
同
)
帆
S
N
)、
自
然
権

(
U
3た
お
お
宮
2
3、
折
衷
主
義
(
同
町
内
向
尽
な
さ
司
)
、
百
科
全
書
(
同
団
N
G
B

エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
(
岡
、
片
足
込
ひ
き
肉
)
、

『フランス・百科全集』の基本的立場

円

hohvhn叫帆町)、

ギ
リ
シ
ャ
人
の
哲
学

(HVENS-h叫S
C
2
Q
)、

ホ
ッ
プ
ス
者
豆
学

天
才

(cstu同)、
不
寛
容

(NSSNhEWN町
内
)
、
非
宗
教
的
(
同
ミ
町
内
合
NKRN)、

ジ
エ
ジ
ュ
イ
ッ
ト

(
b
s宮)、

(
旬
。
志
な
さ
町
)
、
人
間
(
向
。
さ
さ
町
)
、
非
唯
物
論

(
N
S
Sむ
な
な
れ
と
な
さ
&
、

ニ
ス
ム

(
&
E
Sな
さ
同
)
、
日
本
人
の
哲
学
(
吋
ENoh-h安
佐
官
g
b
)、

正
、
不
正

Q
S
F
p
k
g
h
h
)、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

(
n
P
R
S
b
p
h
S町
)
、
立
法
者

(hhhミ
む
庶
民
、
)
、
自

J

ジ
ヤ
シ
セ

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

(bsh』

町、
v
「民

hH)
、
ユ
ダ
ヤ
教
句
史
、

s
hミ町)、

ラ
イ
ブ
ニ

y

ツ
哲
学

(hs.EN.HN帆
お
お
ひ
さ
&
、

由
l
市
民
的
、
自
然
的

(
h
&
q
N
h
父
宮

.F国
S
E
E
N
N
S、

(hohF同)、

習
慣
(
〉
内
定
足
立
)
、

ロ
ッ
ク

論
理
学

マ
l
ル
プ
ラ
ン
シ
ュ
哲
学
(
足
b
N
S
E芯
与
さ
沼
町
)
、

ゼ
の
哲
学
(
吋
ENoh-
足
。
h
a室
内

S

与
え
号
ミ
豆
、
自
然
的
(
ミ
ミ
N有
名
、
出
生
(
匂
qb間同豆、

自
然
法

(
hミ
お
お
さ
立
た
同
)
、

箸
修

(hNhhHh)
、

(hoh川公刊誌)、

モ

情
念
(
、

b
R
S
)、
平
和
(
吋
ミ
h

門
)
、
政
治

ベ
リ
パ
ト
ス
学
派
の
哲
学

(~uENg-
均九「
N.2

哲
学
(
者
)
(
吋
~HRNCSKvpwlMマ
ト
守
)
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
(
見
お
芯
ミ
h
S同)、

学(句。円札同一札口凶器)、

5 



多
神
論
(
吋
。
守
H
F
凡なミ町)、

権
力

(
p
a
d
s
J
、

6 

先
入
見
(
出
岳
町
内
段
、
a
N
.
0
3
)
、

慎
重
さ

(NVHJRb可
N
S、

人文科学論集

出マ

bhbhHN.h於お芯町)、

(吋

3M守
E
F
i
h民
間

)

、

摂

理

(
3
6
1怪
奇
問
)
、

(NVNh『
-RNS)、
懐
疑
論
哲
学
(
、
注
目
2
・
H
V
ハミベ
F
。
3
S
H
N
h
g
~山内町、
H
S刊
誌
)
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
哲
学
(
H
Vいて

hbb唱
え
h
S同
)

、

推

ロ
ー
マ
人
の
哲
学
(
吋
ト
氏
。
h
h内mhNN。
s
b
s
h
)、
サ
ラ
セ
ン
人
の
哲
学

(NVE--NOM-
丸町
h
h叫Q
1
E
h
s
h
。
N
h
h
ミ
~vg)、

特
権
(
中
守
芯
川
町
周
)
、

予
言
(
者
)

生
産
可
否
、
Nh円円
N.S)、

権
力
(
吋
忠
良
お
お
町
内
)
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

理
性
(
勾
R
8
3
)、

論
(
勾
足
h
o
g
S
N
S
H
)
、

ス
コ
ラ
哲
学

(NvrNoh-
川山内
pohbhH&NR)、

ぬ
c
q
b
H企
刊
誌
)
、
主
権
(
守
刊
誌
認
可
Q3ah)、

感
情
(
匂
き
た
さ
き
そ

感
覚
(
句
SSHN.S)
、

社
会
(
切
。
門
徒
$
、

ス
ト
ア
哲
学

(bo開門帆
h
S同)、

ソ
ク
ラ
テ
ス
哲
学

(~vb民Noh-

ス
ピ
ノ
ザ
(
句
、
.
き
MS)、

自
殺
(
匂
ミ
ミ
丸
町
)
、

ト
マ
ジ
ウ
ス

(吋
~v。
s
a
e
h
)、
暴
君
(
同
J
U

官
、
お
お
)
、
真
理
(
認
ミ
尽
)
、
真
ら
し
さ
(
て
SN.な
お
さ

~
v
N
S
S
等
々
々
。

ま
た
、
ダ
ラ
ン
ベ

l
ル
執
筆
の
次
の
よ
う
な
諸
項
目
、

絶
対
(
い
~
は
と
ど
)
、

空
気
(
九
段
、
)
、

一
科
学
の
他
の
科
学
へ
の
応
用

代
数
学
(
与
合
匙
豆
、
熱
(
ロ
E
N
S「)、

演
緯
(
同
)
恥
h

刊誌円
H3誌)、

作
用

(
h
R
3お)、

分
析

(
k
g
b
守
主
、

レ3 イ司、、
N ， "t.. 

;;; ~ 
N 円

ーの ゼζ叫
可 - '" 

ii' ι~ 
~"-'" ~ 、;t。
;::! 

~ 
~ 
=志
向

h 炉、
N s 
F、
内

;:" 

守、吋

;:， 
~ 
やも

1 
~ 、

天
文
学

(
b
s
dき
さ
主
、

学
院

(Cr凡
な
町
内
)
、
デ
カ
ル
ト
哲
学

(nh刷、手

発
見

(
b
h
g
R足立町)、

定
義

(
U
A
h
ミ
53)、

学
院
哲
学

(NurNoh-
丸
町
、
阿
川
町
。

ε、

物
体
(
向
。
♀
h
)

、

動
力
学
(
己
、
お
お
さ
公
定
)
、

証
明

(
b
h
s
g
h円、ミ帆
S
)
、
辞
典

科
学
の
原
理
(
国
m
s
s
h
h同2
3
.
S
Q
M
)、

(UN.町立。冶足「内)、

実
験
的

(同町
h門
交
え
さ
き
宮
内
)
、
火
(
吋
S
)、
力
(
句
。
「
S
、
ジ
ュ
ネ
l
ヴ

(
C
S宮
内
)
、
重
力

(C
ミ
d帆H
R
3誌
)
、
幾
何
学

(
C
E
S
を
dk)、
無
限
(
H
A
H
叫豆、

磁
気
(
ミ
bhah与
さ
同
)
、
数
学
(
〉
を
か
さ
む
忌
豆
、
物
質

(hhR寺
町
)
、
力
学
(
ミ
ミ
s
S
R町
)
、
運
動
(
足
。
s
s
s
s、
自
然

(
F
E
S、

二
1
ト
ン
哲
学
(
弓
ミ
き
え
き
同
)
、

オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ム

(
C
h
g
sひき肉)、

光
学

(OKV及室町)、

振
動

(
O
h
R
N
E
S
S
、
永
久
の

(NvqB

MRH緊
急
、
物
理
学
(
吋
~
q
h
a豆
、
比
例
(
吋
3
3
3
h
g
)、
質
(
む
NhaE恥
)
、
反
射
(
見
A
F
B
-
S
)、
体
系
(
手
同
町
や
さ
町
)
等
々
々
。

ま
た
、
ジ
ヨ
ク

l
ル
執
筆
の
次
の
よ
う
な
諸
項
目
、

(むな「)、

意
識
(
良
心
)
(
n
g
h円
tugs、
身
体
(
向
。
1
Y
P
R
Sねな)、

結
果
(
同

h
g、
自
然
的
平
等
(
同
室
内
N.

尽
さ
言
ミ
ロ
同
)
、

国
家

(bbH)、
自

犯
罪

(
q
s
h
)、
民
主
制

(
b
h
s
R
S号)、

概
念

(
c
g
R
Y
N
.
S
)
、

欲
望

エ
ゴ
イ
ス
ム
(
岡
崎
。
言
言
)
、
隷
属
(
阿
川
同
町
内
bdbh川町)、



然
状
態
(
忠
良
H
h
b
g
E
豆
、

フ
ラ
ン
ス

(~118町
内
)
、
美
食

(
C
S下

ギ
リ
シ
ャ
(
の
み
町
内
)
、
戦
争

(CNhhミ
同
)
、
英
雄
(
司
令
豆
、
産
業

(
F
b
h
h
N
ミ
h)
、
租
税

(
N
S官同)、

日
本
(
佐
官
三
、
政
治
的
自
由
(
ト
&
q
N弘、
C
E
S
S
)、
文
学
(
じ
た
m
E
E
2
)、
法

(
h
S
、
不
幸
(
足
色
町
民
「
)
、
医
学
(
〉
由
民
R
S
h
)、
君

主
制
(
〉
h
o
g
-与

た

)

、

道

徳

(

ミ

c
s
p
)
、
貴
族
(
〉
♂
2
3
h
h
)
、
対
象

(
C
と
S
、
オ
ペ
ラ

(ohvhミ
)
、
同
位
者

罰

(NV丘
、
柏
町
)
、
絵
画

(NV町S
H
R
2
)
、
思
想

(Nvshh向
)
、
父
(
吋
守
町
)
、
人
民

法
王
権
(
、
足
h
h
g
n町、お札
vbp)
、
宗
教
(
河
内
N
P叫帆

S)、
共
和
制

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

(
同
尽
き
官
)
、
能
力

(
H
t
R
N
h
N
S
、
家
族
(
同
廿
む
さ
ね
守
)
、

ミ
ミ
民
民
同
町
)
、
政
府

(
C
S
2
3
Gお
S
H
)
、

貨
幣
(
足

S
きた)、

紙
百
byq)、

(FNhkv守
)
、
詩
、
詩
人

(
~
u
c
b
S
F
H
V忠
豆
、

(~ν

ミヨ)、

祖
国
(
吋
ミ
豆
町
)
、

罪
百
九
円
と
)
、

父
権

G
O
R
S号
、
ね
た
遺
品
、

(勾
h
v
h
守
内
一
帆
意
向
)
、
革
命
(
見
守
。
N
R
H
3
お)、

ロ
シ
ア

(NNNh
む
た
)
、
賢
者

(hbh町内)、

迷
信
(
句
史
、
同
誌
な

.SS、
同
情
(
ぬ
い
て
き
』

g
S
E、
税
(
叫
〕
b
N
m
)
、
寛
容
(
同
J
C
た
ミ
司
N
S
、

徳
(
京
ミ
Nh)
、
生
命

(
5
5
等
々
々
、
|
|
こ
れ
ら
は
、

サ
ロ
ン

(hbNN03)
、
科
学
(
句
三
§

S
、
感
覚

(
h
s
h
)
、
性

(
い
宮
町
)
、
無
智
の
世
紀
(
匂
松
町
宮
、
合
き
ミ
ミ
同
)
、

単
位
(
門
旨
定
)
、
価
値
(
て
と
S1)、
虚
栄
(
て
お
ミ
.5、

い
ず
れ
も
、
多
岐
に
わ

た
る
膨
大
な
執
筆
項
目
中
の
ご
く
一
部
の
、
比
較
的
目
に
つ
く
諸
項
目
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
ー
ー
と
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
執
筆
部

河西

ま
た
、
そ
れ
ら
の
項
目
が
「
百
科
全
書
』
中
で
占
め
て
い
る
位
置
か
ら
見
て
、

分
の
量
と
質
に
お
い
て
、

一
見
し
て
明
ら
か
な
差
違
に
気

『フランス・百科全集』の基本的立場

づ
か
ず
に
す
ま
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

図
式
的
に
言
え
ば
、
デ
ィ
ド
ロ
の
執
筆
項
目
は
哲
学
関
係
が
多
く
、
そ
の
中
核
部
分
は
哲
学
史
を
含
む
哲
学
全
般
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
、
社
会
思
想
、
宗
教
思
想
、
芸
術
、
技
術
等
の
か
な
め
を
な
す
諸
項
目
が
附
け
加
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
周
辺
に
、
他

の
百
科
全
書
的
な
諸
項
目
が
配
列
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ダ
ラ
ン
ベ

l
ル
で
は
こ
れ
と
対
照
的
に
、
自
然
科
学
関
係
の
諸
項
目
、

と
く
に
、
力
学
を
は
じ
め
と
す
る
諸
科
学
の
総
括
的
な
説
明
が
そ
の
分
担
部
分
の
中
心
を
占
め
、
そ
の
周
辺
に
、
科
学
的
精
神
に
基
づ
く

旧
思
想
へ
の
鋭
い
批
判
の
項
目
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ヨ
ク
l
ル
の
執
筆
項
目
は
、
デ
ィ
ド
ロ
以
上
に
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、

そ
の
分
担
の
中
心
は
道
徳
思
想
、
及
び
、
社
会
科
学
と
哲
学
、
道
徳
と
の
接
点
を
な
す
よ
う
な
部
分
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に
、
政

治
学
関
係
の
諸
項
目
、
宗
教
批
判
を
含
む
宗
教
的
な
諸
項
目
、
そ
れ
に
文
学
、
芸
術
関
係
の
項
目
が
附
け
加
わ
り
、
そ
れ
ら
全
体
に
劣
ら

7 
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ぬ
比
重
で
百
科
全
書
的
な
諸
項
目
が
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

8 

『
百
科
全
書
』
全
体
が
、

到
来
し
た

『
哲
学
の
世
紀
』

の
全
て
の
知

そ
し
て
、
デ
ィ
ド
ロ
が
そ
の
目
的
と
し
て
規
定
し
た
よ
う
に
、

の
最
も
組
織
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
と
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
核
を
な
す
べ
き
哲
学
思
想
の
形
成
は
、
以
上
の
分
担
区
分
か
ら
見
て

も
、
デ
ィ
ド
ロ
の
任
務
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
後
に
へ
l
ゲ
ル
が
、
よ
り
高
い
純
度
で
示
し
え
た
よ
う
な
、
時
代
の

諸
知
識
の
哲
学
的
統
一
と
い
う
理
念
の
、
近
世
に
お
け
る
最
初
の
現
わ
れ
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、

へ
l
ゲ
ル
の
「
哲
学
的
百
科
全
書
』
の
よ
う
に
神
学
的
な
純
化
を
完
了
し
て
い
な
か
っ
た
が
故
に
、
逆
に
、
諸
科
学
・
技
術
の
生
の
ま
ま

の
内
容
が
豊
か
な
形
で
そ
こ
に
は
遍
在
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
ダ
ラ
ン
ベ
l
ル
の
分
担
し
た
諸
項
目
は
、
デ
ィ
ド
ロ
の
、

「
百
科
全
書
』
や
、
『
哲
学
」
や
、
「
懐
疑
論
」
、
「
折
衷
主
義
」
、
『
感
覚
』
、
「
理
性
」
、
「
真
理
」
、
「
確
実
性
』
、
「
ロ
ッ
ク
」
、
「
キ
リ
ス
ト
教
」
、

等
々
の
諸
項
目
に
対
す
る
補
足
に
他
な
ら
ず
、

『
物
体
』
、

『
ニ
ュ
ー
ト
ン
哲
学
』

「
物
質
」
、

「
力
学
」
、

そ
の
「
序
論
』
や
、
「
自
然
』
、

等
々
は
、
こ
の
『
百
科
全
書
』
の
哲
学
的
中
核
た
る
「
理
性
の
哲
学
』
へ
の
科
学
の
側
か
ら
の
補
強
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
補
助
的
な
役
割
は
、
ジ
ヨ
ク

l
ル
の
仕
事
に
お
い
て
一
層
具
体
的
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
『
ギ
リ
シ
ャ
人
の
哲
学
」
、
「
フ
エ

ニ
キ
ア
人
の
哲
学
」
、
「
日
本
人
の
哲
学
」
等
々
を
書
く
デ
ィ
ド
ロ
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
ギ
リ
シ
ャ
』
、
「
フ
エ
ニ
キ
ア
』
、
『
日
本
」

な
ど
を
受
持
つ
ジ
ヨ
ク
l
ル
の
仕
事
は
ま
さ
に
前
提
作
業
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
ま
た
、
「
感
覚
」
(
匂
司
法

a
s
s
に
先
立
つ
「
感
官
」
志
向
3
h
)

と
、
そ
れ
に
つ
づ
く
「
感
受
性
』

s
s
h
N
V
S
H
h
)

を、

『
哲
学
』
に

つ
づ
く
「
道
徳
』
と
「
宗
教
』
を
、
「
自
由
」
に
つ
づ
く
「
政
治
的
自
由
」
を
、
「
幸
福
』
に
対
す
る
「
不
幸
』
を
分
担
す
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
の
最
も
困
難
な
諸
時
期
を
通
じ
て
、
終
始
一
貫
デ
ィ
ド
ロ
と
行
を
共
に
し
て
、
そ
の
天
才
を
分
ち
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
天
才
の
光
輝
の
届
く
範
囲
に
留
り
つ
づ
け
た
の
が
ジ
ヨ
ク
ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
関
係
は
、

こ
の
意
味
で
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
の
関
係
に
似
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

『
百
科
全
書
」
は
、
宗
教
に
対
す
る
一
貫
し
た
批
判
と
と
も
に
、
現
存
す
る
社
会
制
度
に
対
す
る
同
じ
く
一
貫
し
た
批
判
を
、
そ
の
最
大



の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

さ
き
の
『
哲
学
』

宗
教
に
対
す
る
当
時
に
お

の
宗
教
的
領
域
へ
の
展
開
、

け
る
最
も
整
合
的
な
、
説
得
力
を
持
ち
え
た
批
判
の
仕
事
は
、
デ
ィ
ド
ロ
と
ジ
ヨ
ク
I
ル
が
自
ら
行
な
つ
い
は
。
そ
の
「
哲
学
』
の
社
会
科

学
的
領
域
へ
の
諸
展
開
も
、

一
部
は
、
デ
ィ
ド
ロ
と
ジ
ヨ
ク

l
ル
が
自
ら
や
っ
て
い
る
。

ド
ノレ

さ
き
の
項
目
中
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
、

パ
ッ
ク
の
鋭
い
教
会
批
判
や
、
ケ
ネ
l
の
重
農
主
義
的
経
済
思
想
を
示
す
諸
項
目
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
過
激
さ
の
故
に
、
後
に
は
こ
の
『
哲

学
』
か
ら
は
み
出
て
行
こ
う
と
し
た
ル
ソ
l
の
書
い
た
諸
項
目
に
つ
い
て
さ
え
も
、
こ
の
「
哲
学
』
と
結
び
つ
け
、
こ
の
「
哲
学
』
の
展

聞
と
し
て
把
握
す
る
と
き
に
、

は
じ
め
て
、
そ
れ
ら
を
そ
の
統
一
あ
る
姿
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
そ
の
時
代
に
真
に
持
ち
え
た
意
味
に
お

い
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

「
百
科
全
書
』
全
体
を
覆
う
デ
ィ
ド
ロ
の
巨
大
な
影
は
、
そ
の
諸
項
目
の
う
ち
に
分
け
入

る
一
歩
ご
と
に
ま
す
ま
す
大
き
く
、

ま
す
ま
す
色
濃
く
な
っ
て
行
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

河西

こ
の
よ
う
な
『
百
科
全
書
』
全
体
を
貫
く
も
の
と
し
て
の
デ
ィ
ド
ロ
の
「
哲
学
」
は
、
さ
し
あ
た
り
ま
ず
、
彼
が
ほ
と
ん
ど
一
手
に
引

『フランス・百科全集』の基本的立場

き
受
け
て
書
い
た
哲
学
史
関
係
の
諸
項
目
、

と
く
に
、

「
懐
疑
論
哲
学
』
(
吋
E
N
O
M
-
N
Uい
て
ミ
ト

s
s
s
m
g
守
も
と
.
意
向
)
と
『
折
衷
主
義
』

(同町
N町
内

Hthsm)
な
ど
に
そ
の
姿
を
現
し
出
し
て
い
る
。

「
百
科
全
書
』
全
体
の
背
後
に

P
・ベ

l
ル
の
「
歴
史
的
、
批
判
的
辞
典
』
が
あ
(
目
、
そ
こ
で
の
懐
疑
主
義
は
何
よ
り
も
先
ず
、
『
十
七

世
紀
の
形
市
上
学
』
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
デ
ィ
ド
ロ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
百
科
全
書
』
の
「
哲
学
』
は
、
こ
の
系
譜
に
立
つ
が
故
に
、
『
た
だ
既
存
の

政
治
的
制
度
や
、
既
存
の
宗
教
と
神
学
に
た
い
す
る
闘
争
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
十
七
世
紀
の
形
而
上
学
お
よ
び
一
切
の
形
市
上
学
、

デ
ィ
ド
ロ
の
、

」
と
に
デ
カ
ル
ト
、

マ

I
ル
守
フ
ラ
ン
シ
ュ
、

ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
の
形
而
上
学
に
た
い
す
る
、
同
じ
よ
う
に
公
然
と
し
た
断
乎
た

「
フ
ラ
ン
ス
の
機
械
的
唯
物
論
が
、
デ
カ
ル
ト
の
形
而
上
学
に
反
対
し
て

る
闘
争
』
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

9 
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そ
の
自
然
学
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
が
放
に
、

ま
た
、
そ
の
自
然
学
の
継
承
が
、

10 

「
医
師
ル
・
ロ
ア
と
と
も
に
は
じ
ま
り
、
医
師
カ
パ

ス
に
よ
っ
て
そ
の
頂
点
に
達
し
、
医
師
ラ
メ
ト
リ
ー
が
そ
の
中
心
に
い
る
」
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
時
期
の
唯
物
論
は
生
理
学

的
、
医
学
的
色
彩
を
も
帯
び
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
き
の
『
懐
疑
論
』
と
「
折
衷
主
義
』
の
二
項
目
の
内
容
は
、

全
書
』
の
「
哲
学
』
が
ま
さ
に
、
こ
の
二
つ
の
系
譜
の
継
承
で
あ
る
と
と
も
に
克
服
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

「
百
科

百
科
全
書
家
た
ち
の
こ
の
系
譜
と
の
関
連
は
、
例
え
ば
、
彼
等
が
そ
れ
に
対
す
る
闘
い
を
一
つ
の
使
命
と
感
じ
て
い
た
『
迷
信
』
に
関

す
る
ジ
ヨ
ク

l
ル
の
鼓
述
の
う
ち
に
も
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
最
も
有
力
な
手
掛
り
と
さ
れ
て
い
る
の
は
モ
ン
テ

l
ニユ

に
他
な
ら
な
い
。

イ
ヴ
オ
ン
の
書
い
た
「
無
神
論
者
』
の
項
に
お
い
て
は
、

ス
ピ
ノ
ザ
の
形
市
上
学
的
思
考
に
対
す
る
ベ

l
ル
の

ま
た
、

批
判
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
他
方
、
デ
ィ
ド
ロ
の
『
哲
学
』
を
こ
こ
か
ら
の
み
導
き
出
す
こ
と
も
ま
た
決
し
て
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
『
ピ
戸
ニ
ア
ン

ま
た
は
懐
疑
論
者
の
哲
学
』
の
項
で
の
、
懐
疑
論
に
対
す
る
デ
ィ
ド
ロ
の
態
度
は
か
な
り
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
で
あ
お
r

懐
疑
の
う
ち
に
単
に
最
も
確
実
と
信
じ
て
い
た
も
の
の
破
壊
の
み
で
は
な
く
て
、
「
理
性
の
使
用
に
際
し
て
の
一
種
の
節
制
」
と
い

い
わ
ば
デ
カ
ル
ト
的
な
意
味
で
の
方
法
と
し
て
の
懐
疑
を
見
出
す
こ
と
に
デ
ィ
ド
ロ
は
努
め
て

う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
を
見
出
す
こ
と
、

い
る
。
『
百
科
全
書
」
全
体
を
貫
く
デ
カ
ル
ト
的
理
性
へ
の
信
頼
は
、
多
く
の
人
の
指
摘
す
る
『
百
科
全
書
』
の
「
哲
学
』
の
第
二
の
重
要
な
特

徴
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
哲
学
が
自
然
に
お
い
て
確
認
し
、
形
市
上
学
に
お
い
て
確
認
に
失
敗
し
た
理
性
的
諸
原
理
の
、
社
会
的
次
元
で
の

確
認
が
こ
の
「
百
科
全
書
』
に
他
な
ら
な
い
。
「
百
科
全
書
』
が
た
と
え
ば
宗
教
的
諸
原
理
へ
の
批
判
を
試
み
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ

は
つ
ね
に
理
性
と
良
識
と
い
う
規
準
に
訴
え
つ
つ
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
デ
カ
ル
ト
哲
学
」
の
項
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
自
体
が
デ
ィ
ド
ロ
で
は
な
く
ク

l
ル
テ
ベ
神
父
に
委
ね
ら

れ
、
ま
た
、
同
神
父
執
筆
の
部
分
に
補
足
し
て
書
か
れ
て
い
る
ダ
ラ
シ
ベ

l
ル
の
短
い
絞
述
そ
の
も
の
も
、
極
め
て
素
気
な
い
、
突
き
離



し
た
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
肯
定
的
に
眺
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
後
に
ル
・
ロ
ア
(
レ
ギ
ウ
ス
)
が
受
け
継
い
で
行
っ
た
よ
う

な
側
面
だ
け
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

デ
ィ
ド
ロ
自
身
の
「
哲
学
』
か
ら
見
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
は
、
古
く
は
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、
近
世
に
入
つ
て
は
ジ
ヨ
ル
ダ
l
ノ
・
ブ
ル

l
ノ、

ベ
イ
コ

γ
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
、
ホ
ッ
プ
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ッ
、

ト
マ
ジ
ウ
ス
、

マ
l
ル
明
フ
ラ
ン
シ
ュ
ら
と
と
も
に
「
折
衷
主

義
』
哲
学
の
系
譜
の
う
ち
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
系
譜
の
う
ち
に
は
、
さ
ら
に
湖
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
、
プ
ラ
ト
ン
が
、
ゼ

こ
の
「
自
己
の
光
明
を
誰
に
も
従
属
さ
せ
ず
、
自
分
自
身
の
眼
で
見
、
誤
っ
た
事
物

ノ
ン
が
、

さ
ら
に
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
も
が
含
ま
れ
る
。

を
吟
味
な
し
に
認
め
る
危
険
に
身
を
さ
ら
す
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
真
な
る
事
物
を
も
疑
う
と
い
う
、
た
だ
一
つ
の
共
通
の
原
則
し
か
も
た

『
経
験
と
理
性
の
証
言
に
依
ら
な
い
か
ぎ
り
い
か
な
る
こ
と
も
認
め
な
い
』
、
「
思
惟
の
自

ぬ
人
々
の
集
り
』
に
他
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
、

由
』
の
所
持
者
と
し
て
の
折
衷
主
義
者
た
ち
は
、
既
成
の
「
体
系
」
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
な
い
が
故
に
、
先
行
す
る
諸
思
想
の
自
由
な

河西

綜

合

を

実

現

し

て

哲

学

の

歴

史

を

推

進

す

る

。

懐

疑

か

ら

ポ

ジ

テ

ィ

ヴ

な

成

果

を

収

め

て

ゆ

く

と

こ

ろ

の

『
折
表
主
義
』
と
い
う
も
の
を
、
哲
学
の
歴
史
全
体
の
、
ま
た
と
く
に
、
そ
の
「
十
六
世
紀
の
終
り
以
後
』
の
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
重
要

な
思
想
家
を
包
括
す
る
哲
学
史
の
主
流
と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る
こ
の
思
想
史
観
を
、
デ
ィ
ド
ロ
が
受
け
と
っ
た
の
は
、
こ
の
項
で
の
彼

こ
の
懐
疑
論
と
併
行
し
、

『フランス・百科全集』の基本的立場

ブ
ル
ー
ス
ト
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、

デ
ィ
ド
ロ
が
受
持
っ
た
「
百
科
全
書
」
中
の
数
多
く
の
哲
学
史
関
係
の
項
目
は
、
驚
く
ほ
ど
細
部
ま
で
ブ
ル
ツ
カ

l
の
鼓
述
と
対
応
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
ま
た
、
哲
学
的
・
神
学
的
問
題
に
対
す
る
、
こ
の
折
衷
主
義
の
立
場
の
真
に
組
織
的
な
適
用
は
今
後
の
課
題
と

し
て
提
示
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
は
、
こ
れ
ら
の
古
代
の
伝
統
的
な
形
而
上
学
的
折
衷
主
義
と
、
近
世
の
「
実
験
的
哲
学
」
と
は
、
『
組
織
的

の
絞
述
自
身
が
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
J

・
プ
ル
ッ
ヵ
ー
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
。

な
折
衷
主
義
」
へ
と
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
哲
学
も
ま
た
受
け
継
が
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
乗
り

越
え
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ダ
ラ
ン
ベ

1
ル
の
力
学
が
デ
カ
ル
ト
的
自
然
観
に
対
す
る
決
定
的
な
挟
別
で

あ
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
と
の
い
わ
ば
別
の
形
で
の
現
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
。

11 
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そ
れ
故
、
根
本
的
に
は
同
じ
史
観
に
立
っ
た
と
見
て
さ
し
っ
か
え
な
い
ダ
ラ
ン
ベ

l
ル
の
「
序
論
』
の
う
ち
で
、
同
じ
く
「
百
科
全

12 

書
』
の
『
哲
学
』
の
先
駆
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、
ベ
イ
コ
ン
、
デ
カ
ル
ト
、

ロ
ッ
ク
、
ラ
イ
プ
ニ
y

ツ
ら
の
う
ち
で
、

た
だ
ロ
ッ
ク
の
み
が
、
さ
き
の
「
折
衷
主
義
』
の
う
ち
に
組
み
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
唯
一
の
名
前
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
や
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
、

デ
ィ
ド
ロ
の
執
筆
し
た
「
ロ
ッ
ク
」
の
項
を
読
む
と
き
、
彼
が
こ
の
偉
大
な
経
験
論
者
か
ら
受
取
っ
た
も
の
が
よ
く
分
る
。

そ
こ
に
描

き
出
さ
れ
て
い
る
ロ
y

ク
は
、

「
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
」
(
こ
れ
を
デ
ィ
ド
ロ
が
、

理
性
的
キ
リ
ス
ト
教
|

デ
カ
ル
ト
の
弟
子
と
し
て

N

同
与
え
h
H
凡
お
誌
な
さ
向
ミ
叫
h
g
b守
h

同
!
と
訳
し
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
)
を
書
き
、

ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
倍
性
的
認
識
の
基
礎
に
感
覚

を
置
く
と
と
も
に
、
そ
の
感
覚
の
起
源
と
し
て
の
客
観
的
実
在
の
役
割
を
明
確
に
承
認
し
、

さ
ら
に
、
物
質
が
思
惟
す
る
能
力
を
持
つ
こ

と
を
決
し
て
不
可
能
と
は
見
倣
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
恐
ら
く
今
日
の
哲
学
史
に
お
け
る
平
均
的
な
ロ
ッ
ク
像
か
ら
見

て
、
こ
の
戸
ツ
ク
は
余
り
に
も
唯
物
論
的
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
、
こ
の
良
識
と
実
在
論
の
ロ
ッ
ク
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
そ
の

も
の
が
、

「
百
科
全
書
」
の
「
キ
リ
ス
ト
教
」
や
、

「
感
覚
』
等
々
の
項
に
示
さ
れ
る
デ
ィ
ド
ロ
の
「
哲
学
」
そ
の
も
の
の
簡
潔
な
模
写

そ
の
こ
と
は
、
デ
ィ
ド
ロ
そ
の
人
の
、
ま
た
従
っ
て
、
『
百
科
全
書
』
全
体
の
「
哲
学
』
の
源

泉
が
ロ
ッ
ク
に
あ
っ
た
と
い
う
推
定
を
裏
書
き
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ベ
イ
ル
の
懐
疑
主
義
と
、
デ
カ
ル
ト
の
自
然

学
か
ら
「
医
師
ル
・
ロ
ワ
』
を
経
て
『
医
師
ラ
メ
ト
リ
l
」
に
至
る
機
械
的
唯
物
論
の
基
本
線
と
、
さ
ら
に
、
の
ち
の
デ
ィ
ド
ロ
に
明
瞭

な
痕
跡
を
残
す
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
的
汎
神
論
と
、
ヴ
オ
ル
テ
l
ル
ら
を
代
表
と
す
る
理
神
論
の
方
向
と
、
さ
ら
に
は
、
恐
ら
く
デ
イ
ド
ロ
ら

も
読
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
ジ
ヤ
ン
・
メ
リ
エ
の
「
遺
言
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
無
神
論
の
方
向
と
、

に
他
な
ら
な
い
と
い
い
う
る
の
で
あ
っ
て
、

「
百
科
全
書
』
に
流
れ
こ
ん
で
、

い
ず
れ
も
明
瞭
な
地
歩
を
そ
の
う
ち
に
占
め
て
い
る
当
時
の
諸
思
潮
の
綜
合
と
統
一
と
折
衷
の
か
な
め
を
な
す
も
の
は
、

ロ
ッ
ク
哲
学
の

唯
物
論
的
な
諾
側
面
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
デ
ィ
ド
ロ
に
よ
っ
て
実
在
論
的
に
把
え
ら
れ
た
限
り
で
の
ロ
y

ク
の
哲
学
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
言
い
か
え
れ
ば
、

コ
ン
デ
ィ
ア
ツ
ク
を
実
在
論
的
に
克
服
し
た
限
り
で
の
デ
ィ
ド
ロ
そ
の
人
が
、
そ
こ
に
は
現
わ
れ
出
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

『
百
科
全
書
」
の
う
ち
に
こ
そ
、
大
革
命
の
哲
学
の
原
初
的
な
姿
が
あ
る
と
い
う
り
ヴ
ォ

1
の
推
定

」
の
推
定
は
ま
た
、



と
も
一
致
す
る
。

{
7
)
 

マ
ク
シ
ム
・
ル
・
ロ
ア
の
主
張
と
は
こ
と
な
っ
て
、
革
命
の
哲
学
は
ま
さ
に
存
在
し
た
。
革
命
を
リ
ー
ド
し
、
と
く
に

革
命
に
お
い
て
成
果
を
収
め
た
階
層
の
物
の
考
え
方
は
、
そ
の
源
を
ロ
ッ
ク
に
、
あ
る
い
は
、
デ
イ
ド
ロ
に
よ
っ
て
把
え
ら
れ
た
ロ
ッ
ク

の
う
ち
に
持
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
ュ
ベ

l
ル
が
明
ら
か
に
し
、
ブ
ル
ー
ス
ト
が
補
足
し
た
、
『
百
科
全
書
』
の
執
筆
者
群
の
中
心

を
な
し
た
階
層
の
所
在
か
ら
見
て
も
、
ま
た
『
百
科
全
書
』
と
革
命
と
の
聞
に
介
在
し
た
『
イ
デ
オ
ロ

l
グ
」
た
ち
の
思
想
の
諸
性
格
か

ら
推
し
は
か
つ
て
み
て
も
、

『
百
科
全
書
』
は
、
革
命
に
向
っ
て
巨
歩
を
印
し
は
じ
め
た
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
思
想
形
成
の

産
物
と
し
て
の
み
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

五

以
上
の
よ
う
に
見
る
と
き
、
「
百
科
全
書
』
が
バ

1
ク
リ
!
と
ヒ
ュ

l
ム
の
思
想
に
つ
い
て
特
に
項
目
を
設
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ

河西

に
つ
い
て
他
の
項
目
中
で
も
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
多
少
と
も
奇
異
の
念
を
与
え
ず
に
は
い
な
い
。
翻
訳
者
と
し
て
世
に
出
た

デ
ィ
ド
ロ
が
、
ヒ
ュ

l
ム
は
と
も
か
く
と
し
て
、
と
く
に
そ
の
翻
訳
計
画
が
「
百
科
全
書
」
の
刊
行
・
企
画
全
体
の
基
礎
と
な
っ
た
、
チ
エ

『フランス・百科全集』の基本的立場

γ
パ
l
ス
の
「
サ
イ
ク
ロ
ベ
デ
ィ
ア
』
の
う
ち
に
、
明
瞭
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
パ

l
ク
リ
l
の
思
想
の
重
要
性
を
見
逃
す
と
い
う
こ
と

は
あ
り
え
な
い
筈
で
あ
る
。
確
か
に
、
デ
ィ
ド
ロ
は
、
初
期
の
著
作
、
と
く
に
「
懐
疑
論
者
の
散
歩
」
な
ど
で
、
強
く
パ

l
ク
リ
l
に
反
対

し
、
ま
た
コ
ン
デ
ィ
ア
ツ
ク
の
乗
り
越
え
の
た
め
に
は
、
原
理
的
に
は
パ

l
ク
リ
l
批
判
に
ま
で
淵
る
こ
と
の
必
要
を
強
調
し
て
は
い

る
。
さ
き
に
見
た
よ
う
な
ロ
ッ
ク
の
把
握
は
、
当
然
、
ロ
ッ
ク
か
ら
パ

l
ク
リ
l
、
ヒ
ュ

l
ム
へ
と
い
う
展
開
を
彼
に
極
力
拒
否
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、

ロ
ッ
ク
か
ら
の
影
響
が
自
己
の
思
索
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
れ
ば
ら
れ
る
だ
け
、
パ
ー
ク
リ
l
、

コ
ン
J

ア
ィ
ア

ツ
ク
へ
の
批
判
も
ま
た
中
心
的
な
課
題
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
批
判
を
何
に
依
拠
し
て
、
ど
の
よ

う
に
行
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
デ
ィ
ド
ロ
の
唯
物
論
乃
至
は
実
在
論
を
解
く
一
つ
の
鍵
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「百

科
全
室
田
』
の
企
画
が
ほ
ぼ
形
を
と
と
の
え
た
時
期
に
書
か
れ
た
彼
の
「
哲
学
的
思
索
」

(
Z
N
u
s
h
h
a
M
v
r
r
s
k
v
と
室
内
huu)

の
や
や
過
激
な
諸

13 
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断
片
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
、
理
性
と
理
神
論
へ
の
、
そ
し
て
、
彼
自
身
が
そ
の
著
書
を
仏
訳
し
、
ま
た
こ
の
室
田
中
で
も
名
を
挙
げ
た
シ
ヤ

フ
ツ
ベ
リ
l
の
思
想
へ
の
共
感
に
、
そ
の
鍵
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
執
筆
し
た
『
ホ
ッ
ピ
ス
ム
」
の
項
の
終
り
に
お

い
て
、
デ
ィ
ド
ロ
が
行
な
っ
た
ホ
ヅ
ブ
ス
へ
の
批
判
は
、
主
と
し
て
、
自
然
を
良
き
も
の
と
見
る
か
、
悪
し
き
も
の
と
み
る
か
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
の
、
ル
ソ
!
と
ホ
ッ
プ
ス
の
自
然
観
の
比
較
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
ホ
ッ
プ
ス
の
ベ

l
ル
に

14 

対
す
る
誤
解
へ
の
指
摘
と
、

ホ
ッ
ブ
ス
の
、
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
な
い
」
、
無
神
論
す
れ
す
れ
の
神
の
観
念
へ
の
指
摘

を
も
考
慮
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
、
ホ
ッ
プ
ス
の
「
悪
し
き
自
然
主
義
」
を
斥
け
て
、
道
徳
を
も
っ
ぱ
ら
人
間
的
次
元
に
お
い
て
考
え
て
、

正
邪
に
対
す
る
「
道
徳
的
感
覚
』
の
養
成
に
問
題
の
解
決
を
見
て
ゆ
こ
う
と
す
る
、
シ
ヤ
ブ
y

ベ
リ
l
流
の
道
徳
哲
学
の
名
残
り
を
見
う

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
シ
ヤ
フ
ツ
ベ
リ
ー
を
デ
ィ
ド
戸
の
思
想
の
源
泉
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
デ
ィ

ド
ロ
が
シ
ヤ
フ
ツ
ベ
リ
l
の
著
作
の
融
訳
か
ら
彼
の
文
筆
活
動
を
開
始
し
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
も
し
こ
の

方
向
を
辿
る
と
す
れ
ば
、
い
や
お
う
な
し
に
ト
l
ラ
ン
ド
に
行
き
当
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
年
の
デ
ィ
ド
ロ
の
、
と
く
に
ダ
ラ
ン
ベ

ー
ル
へ
の
批
判
に
当
っ
て
採
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
へ
の
傾
斜
と
い
う
も
の
い
v

ト
l
ラ
ン
ド
を
延
長
し
て
ゆ
け
ば
当
然

行
き
当
る
べ
き
地
点
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
一
ア
ィ
ド
ロ
の
唯
物
論
を
当
時
の
唯
物
論
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
区
別
す
る
と
こ

ろ
の
、
運
動
と
一
体
化
さ
れ
た
物
質
の
観
念
に
つ
い
て
み
て
も
、
そ
れ
は
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
に
対
す
る
ト
l
ラ
ン
ド
の
反
駁
と
一
致
す
る
。

デ
ボ
l
リ
ン
の
『
唯
物
論
史
」
は
こ
の
点
を
極
め
て
明
瞭
に
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
一
年
。
ブ
ル
ー
ス
ト
も
ま
た
、
デ
ィ
ド
ロ
の
唯
物
論
の

ト
1
ラ
ン
ド
の
そ
れ
と
の
親
近
性
は
、
大
い
に
可
能
な
推
定
と
見
な
し
て
い
お
r

と
も
あ
れ
、
デ
ィ
ド
ロ
の
唯
物
論
の
源
泉
と
本
性
の
問

題
は
、
な
お
依
然
と
し
て
一
つ
の
ア
ポ
リ
ア
に
止
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、

フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
の
正
統
は
、

マ
ル
ク
ス
の
言
う
よ
う
に
デ
カ

ル
ト
と
ロ
ッ
ク
の
統
一
と
し
て
の
ラ
・
メ
ト
リ
、
ド
ル
バ
ッ
ク
、

お
よ
び
エ
ル
ヴ
エ
シ
ウ
ス
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。
デ
ィ
ド

ロ
の
人
間
観
に
お
け
る
一
貫
し
た
生
理
学
主
義
と
、
医
学
的
知
識
の
重
視
は
、

「
百
科
全
書
』
の
諸
項
目
や
「
図
版
」
に
も
、

ま
た
晩
年

の
「
生
理
学
綱
要
』
の
う
ち
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
デ
ィ
ド
ロ
の
う
ち
に
も
、
こ
の
正
統
が
深
く
侵
透
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
う
れ
r

し



」
こ
で
は
問
題
は
、

ま
た
多
少
と
も
非
正
統
的
で
あ
る
。

「
百
科
全
書
」
の
諸
項
目
に
見
出
さ
れ
る
「
哲
学
」
の
質
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
今
は
、
ロ
ッ
ク
哲
学

か
し
ま
た
、
デ
ィ
ド
ロ
の
唯
物
論
は
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
の
洞
察
に
よ
っ
て
偉
大
で
あ
る
と
と
も
に
、

の
唯
物
論
的
、
な
い
し
は
、
実
在
論
的
解
釈
な
い
し
改
造
に
そ
の
基
本
線
に
か
か
わ
る
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
、

ト
l
ラ
ン
ド
(
あ
る
い
は
メ
リ
d
J
の
思
想
が
重
要
な
役
割
を
果
し
た
か
も
知
れ
ぬ
と
い

こ
の
よ
う
な
解
釈
な
い
し
改
造
に
当
つ
て
は
、

ロ
ッ
ク
ル
」
コ
ン
J

ア
ィ
ア
ッ
ク

う
こ
と
を
推
定
す
る
だ
け
で
満
足
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
桑
原
氏
ら
の
研
究
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ロ
ッ
ク
お
よ
び
コ
ン
デ
ィ
ア
ッ
ク
と
百
科
全
書
家
た
ち
が
、
ど
こ
で
一
致
す
る
と
と
も
に
ど
こ

で
区
別
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
も
、
ま
た
こ
の
一
致
の
限
界
を
生
じ
た
も
の
が
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、

ほ
と
ん
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
「
認
識
』
の
項
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
百
科
全
書
」
の
戸
ツ
ク
へ
の
依
存

は
明
瞭
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
見
た
よ
う
な
諸
観
点
も
ま
た
、
諸
項
目
を
一
べ
つ
す
る
だ
け
で
既
に
明
白
な
の
で
あ
る
。

河西

...... 
J、

『フラ γス・百科全集』の基本的立場

最
後
に
、
主
要
と
思
わ
れ
る
項
目
の
選
定
に
当
っ
て
感
ぜ
ら
れ
た
も
う
一
つ
り
特
徴
は
、
「
百
科
全
書
』
全
体
を
貫
く
骨
骨
ト
で
あ
(
配
。

ダ
ラ
ン
ベ
l
ル
の
「
序
論
」
は
い
わ
ば
こ
の
穏
健
さ
を
代
表
す
る
に
足
る
項
目
の
一
つ
で
あ
り
、
デ
ィ
ド
ロ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
』
の
項
で

の
穏
健
な
批
判
の
路
線
、

『
議
員
」
の
項
で
の
ド
ル
バ
ッ
ク
の
代
議
制
に
対
す
る
温
和
な
見
解
、
そ
の
他
、

と
く
に
社
会
思
想
関
係
の
諸

「
百
科
全
書
』
の
諸
項
目
の
す
ぐ
自
に
つ
く
性
格
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
の
ル
ソ
!
と
「
百
科
全

書
」
と
の
離
反
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま
た
、
後
の
デ
ィ
ド
ロ
の
エ
ル
ヴ
エ
シ
ウ
ス
批
判
を
も
先
取
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
「
百

項
目
の
総
体
的
な
穏
健
さ
は
、

科
全
室
田
』
の
最
大
の
敵
た
る
ジ
エ
ジ
ュ
イ
ッ
ト
に
対
し
て
は
、
ま
た
そ
れ
が
含
ん
で
い
る
迷
信
と
宗
教
的
フ
ア
ナ
テ
ィ
ス
ム
に
対
し
て
は
、

百
科
全
書
家
た
ち
は
か
し
ゃ
く
の
な
い
戦
い
を
い
ど
ん
で
い
る
。

」
の
対
立
と
こ
の
融
和
は
、
恐
ら
く
、
彼
等
自
身
と
、

ま
た
彼
等
を
支

持
し
た
社
会
的
勢
力
と
の
本
性
か
ら
出
て
き
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
後
展
開
さ
れ
た
諸
思
想
か
ら
逆
に
湖

」
の
点
に
つ
い
て
も
、

15 
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っ
て
ゆ
く
こ
と
を
や
め
て
、
出
発
点
と
な
る
べ
き
「
百
科
全
書
』
の
諸
項
目
に
盛
ら
れ
た
諸
傾
向
の
う
ち
に
、
後
の
革
命
の
全
過
程
を
通

16 

じ
て
現
象
す
る
に
至
っ
た
フ
ラ
ン
ス
・
ぜ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
本
質
的
立
場
へ
の
手
掛
り
を
発
見
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

註

山
た
と
え
ば
、
円
、
・

b
S
U
E
E
p
h
-
H
Y
2
3詰
円
。
ミ

S
M
g
E
Z
ゃ
、
ミ

-
T
均
三
尽
き
z
b
h
H
b
s
s
Nぞ
き
町
内
同
-
N
な
ど
。

凶
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
『
力
学
論
』
(
同

JEN.忘
れ
除
、
じ
苔
む
苦
d
R
G
W
H
U
よ
ω)
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
然
科
学
思
想
が
、
デ
カ
ル
ト
流
の
自
然
観
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ト

ン
物
理
学
の
そ
れ
へ
と
移
行
す
る
転
機
と
な
っ
た
画
期
的
な
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
『
百
科
全
書
』
中
の
、
丸
、
お
お

S
S
5
u
吉見町、
w-b詰
右
足
w

ミ
HG芯
5.h言、

等
の
諸
項
目
は
ダ
ラ

γ
ベ
ー
ル
の
思
想
の
要
約
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
デ
カ
ル
ト
的
自
然
観
の
展
開
と
、
克
服
と
の
試
み
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

間
同
門
・
〉
向
島
、
N
U

同
G
R
N
礼
町
内
吋
む
苦
匙
♂
同
)
ミ
H

版
、

ωw
ふ

と

-
u
u
ω
1・
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
こ
の
基
本
的
図
式
は
、
レ

l

ニ
γ
が
、
『
唯
物
論

と
経
験
批
判
論
』
の
巻
頭
で
与
え
た
そ
れ
へ
の
補
足
と
相
ま
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
側
か
ら
の
『
百
科
全
書
』
と
、
と
く
に
デ
イ
ド
ロ
と
に
対
す
る
解
釈
に

一
定
の
枠
を
は
め
る
作
用
を
持
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
『
ソ
ヴ
イ
エ
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
版
、
世
界
哲
学
史
』
の
叙
述
を
一
見
す
る
と
き
に
も
、
(
と
く
に

第
2
巻
、
第
7
章
の

3
)
ま
た
、

C
3
5
F
S
H
-
a
'
E
告
さ
E
e
u
h
N
N
h
ミ
E
F
H
U
2・
所
収
の
デ
イ
ド
ロ
の
項
、
と
・

~Wu--
な
ど
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し

HUへ
口
年
の

NvshhG
誌
で
の
、
『
百
科
全
書
』
二
百
年
記
念
の
諸
論
文
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ソ
プ
ー
ル
や
ブ
ル
ー
ス

ト
ら
の
新
し
い
構
想
が
現
れ
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と
よ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
天
才
的
な
図
式
の
価
値
は
不
朽
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
ソ
ブ

l
ル

や
ブ
ル
ー
ス
ト
ら
の
作
業
が
そ
れ
へ
の
補
足
、
と
き
に
は
修
正
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

凶
久
山
・
見
守

bE丸
山
田

N.hh。号、

ntNbM守』足。
h--H-N刷、
u
h
R
H
h
g
L
q
h
(リ」
vbhyNup
と
く
に
』
守
、
・

ωbbtωω

。

山
前
記
マ
ル
ク
ス
の
基
本
図
式
と
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
l
ニ

γ
ら
の
そ
れ
へ
の
補
足
か
ら
の
、
こ
の
時
期
(
一
九
四
八
年
)
に
お
け
る
最
も
優
れ
た
展
開
と

見
な
し
う
る
こ
の
論
文
の
デ
イ
ド
ロ
観
は
、
わ
が
国
の
デ
ィ
ド
ロ
研
究
者
た
ち
の
考
え
方
を
相
当
に
規
制
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
六
一

年
の
研
究
に
お
い
て
は
、
小
場
瀬
氏
の
考
え
方
は
、
『
機
械
的
唯
物
論
の
枠
を
破
っ
て
、
自
然
弁
証
法
的
洞
察
を
も
含
む
と
こ
ろ
の
代
表
的
唯
物
論
者
』
と
い

ν
ア

リ

ス

子

う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
『
実
在
論
者
な
い
し
自
然
主
義
者
デ
イ
ド
ロ
』
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と
進
化
し
て
行
っ
て
い
る
。
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山
『
百
科
全
書
』
の
研
究
が
、
結
局
デ
ィ
ド
ロ
研
究
に
帰
着
し
た
り
、
ま
た
逆
に
、
デ
ィ
ド
ロ
研
究
か
ら
、
『
百
科
全
書
』
へ
の
入
口
と
導
き
の
糸
を
と
も
与
え

ら
れ
る
と
い
う
例
が
極
め
て
多
い
。
『
デ
イ
ド
ロ
と
百
科
全
書
』
と
い
っ
た
表
題
は
、
例
え
ば
、
ブ
ル
ー
ス
ト
の
前
掲
の
書
物
や
、
旧
く
は
、
ル
・
グ
ラ
の
同
じ

く
前
に
掲
げ
た
書
物
な
ど
の
よ
う
な
研
究
書
の
場
合
に
も
、
ま
た
リ
ヴ
ォ

l
の
そ
れ
の
よ
う
に
哲
学
史
的
叙
述
の
場
合
に
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
フ

ラ
γ
ス
以
外
の
他
の
国
で
も
、
た
と
え
ば
、
最
近
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
展
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
も
、
ダ
ラ
ン

ベ

l
ル
の
『
序
論
』
の
英
訳
を
行
な
っ
た
、

N
N
・
弓
-
FリF
H
G
b守
w

H

対
-
N
N
-
N
N
G
N

ら
の
仕
事
(
一
九
六
三
年
)
な
ど
の
場
合
の
よ
う
に
、
『
百
科
全
書
』
そ
の

も
の
に
『
デ
イ
ド
ロ
の
』
(
勺
ミ
司
ミ
〆
ミ
り
&
同
さ
と
と
い
う
限
定
を
つ
け
て
表
題
と
す
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。
実
際
、
多
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な

多
く
の
思
想
家
群
を
何
と
か
ま
と
め
て
、
執
筆
項
目
を
割
り
当
て
、
調
整
し
た
り
、
相
互
の
違
和
感
や
反
日
を
や
わ
ら
げ
た
り
、
ま
た
出
版
社
ゃ
、
さ
ら
に
は
当

局
と
の
骨
の
折
れ
る
折
衝
に
当
っ
た
り
な
ど
、
編
集
上
の
仕
事
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
に
適
し
た
デ
イ
ド
ロ
と
い
う
人
格
な
し
に
は
恐
ら
く
不
可
能
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
思
想
家
た
ち
の
諸
思
想
を
、
そ
の
多
様
性
を
保
存
し
つ
つ
、
中
心
的
な
あ
る
志
向
の
周
囲
に
配
置
し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
思
想
が
全
体

と
し
て
、
フ
ラ

γ
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
穏
健
で
は
あ
る
が
、
他
方
断
固
た
る
変
革
へ
の
意
志
の
表
現
と
な
り
う
る
よ
う
に
、
内
容
的
に
も
統
一
を
与
え
、

一
貫
す
る
一
つ
の
思
想
の
か
た
ま
り
へ
と
練
り
あ
げ
て
ゆ
く
と
い
う
作
業
を
な
し
と
げ
る
た
め
に
は
、
極
め
て
包
容
力
が
あ
る
と
と
も
に
、
原
理
的
な
問
題

で
は
明
確
で
一
貫
し
た
態
度
を
堅
持
し
う
る
よ
う
な
頭
脳
が
必
ず
存
在
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
デ
ィ
ド
ロ
と
い
う
天
才
が
も
し
存
在
し

な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
『
百
科
全
書
』
が
日
の
目
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
や
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル

な
ど
の
よ
う
な

J
思
想
的
に
も
、
人
間
的
に
も
強
烈
な
個
性
を
持
ち
、
か
つ
デ
ィ
ド
ロ
と
は
肌
の
合
わ
な
か
っ
た
天
才
た
ち
を
、
な
だ
め
、
す
か
し
、
ま
た
離

反
さ
れ
て
も
落
胆
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
誰
で
も
が
掲
げ
出
し
た
く
な
る
よ
う
な
多
く
の
困
難
な
場
面
を
も
、
見
た
と
こ
ろ
や
す
や
す
と
乗
り
切
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
こ
の
仕
事
が
彼
に
適
し
た
も
の
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
無
名
の
一
翻
訳
家
の
う
ち
に
こ
の
能
力
を
見

抜
い
て
、
こ
の
世
紀
の
大
事
業
を
委
ね
た
出
版
者
の
中
心
人
物
ル
・
ブ
ル
ト
ン
の
眼
識
も
ま
た
、
こ
の
限
り
高
く
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

凶
こ
の
項
は
、
ド
ル
バ
ッ
ク
の
執
筆
項
目
中
の
代
表
的
な
も
の
で
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
流
の
代
議
制
へ
の
肯
定
的
な
態
度
は
、
後
の
ル
ソ

ー
の
否
定
的
な
態
度
と
い
ち
じ
る
し
い
対
照
を
な
す
と
と
も
に
、
や
が
て
、
革
命
に
お
い
て
終
局
的
に
は
成
果
を
収
め
た
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

基
本
的
な
態
度
が
、
『
百
科
全
書
』
全
体
を
貫
い
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の
証
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
桑
原
氏
ら
の
研
究
で
、
こ
の
項
が

デ
ィ
ド
ロ
の
執
筆
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
こ
の
路
線
と
い
う
点
で
は
デ
ィ
ド
ロ
の
も
の
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
桑
原
編
前
掲

書
、
一
四
七
頁
以
下
、
お
よ
び
巻
末
の
項
目
一
覧
参
照
。
ル
ソ
i
の
思
想
と
『
百
科
全
書
』
の
そ
れ
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
桑
原
編
、
『
ル
ソ

l
研
究
』
、



河西

二
九
五
一
年
)
三
八

t
四
四
頁
参
照
。

閉
そ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、

ω。
巻
目
の
巻
末
の
同
町
。
鳴
&
吋
足
-
P
N
V
M
A
S
h内S

H

b
足
。
ミ
三
官
民
S

が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
『
趣
味
』
の
項
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

凶
『
カ
ル
テ
ジ
ア
ニ
ス
ム
』
の
項
は
、
開
の
記
号
で
指
示
さ
れ
る
ク
ー
ル
テ
ベ
神
父
の
分
担
項
目
で
あ
っ
た
が
、
同
神
父
の
書
い
た
部
分
の
後
に
、

ρの
記

号
で
指
示
さ
れ
る
ダ
ラ
ン
ベ
l
ル
執
筆
の
一
頁
分
ほ
ど
の
補
足
が
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
興
味
が
あ
る
の
は
明
ら
か
に
後
の
部
分
で
あ
る
。

な
お
、
『
百
科
全
書
』
で
は
、
常
連
の
執
筆
者
は
普
通
、
そ
の
項
目
の
終
り
に
、
た
と
え
ば
間

l
イ
ヴ
オ
ン
神
父
、
問

l
マ
レ
神
父
の
よ
う
に
、
記
号
で
指

示
さ
れ
て
お
り
、
寄
稿
の
論
文
は
お
お
む
ね
項
目
の
終
り
に
そ
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
常
連
の
執
筆
者
で
も
ジ
ヨ
ク
ー
ル
の
よ
う
に
、
そ
の
名
が

(
U
-
N
)
の
よ
う
に
記
号
化
さ
れ
る
他
に
、

NVuaミ
片
町
内
丸
、
』
h
・
内
向
。
hv同
で
品
目
除
、
丸
町

β
N
b
R
3
5
4

の
よ
う
に
明
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た

デ
ィ
ド
ロ
の
よ
う
に
、
そ
の
執
筆
項
目
が
主
と
し
て
項
目
の
は
じ
め
の
星
印
令
)
で
指
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た
多
く
の
無
印
の
記
事
を
書
い
て
い
る

旨
が
こ
と
わ
っ
て
あ
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
執
筆
者
の
記
号
は
、
第
三
版
(
北
大
文
学
部
収
蔵
)
の
も
の
で
は
、
第
7
巻
の
巻
頭
の
足
号
q
R
g
b旬

k
F
H
S
3
が
と
く
に
詳
し
く
指
示
し
て
い
る
。

間
デ
ィ
ド
ロ
執
筆
の
同
昌
ミ
町
内
。
、
丘
一
た
の
項
。
こ
の
項
の
始
め
の
部
分
で
デ
ィ
ド
ロ
は
『
百
科
全
書
』
の
目
的
と
、
そ
の
企
画
を
貫
く
精
神
を
は
っ
き
り
と

規
定
し
て
い
る

(
t
h
s
g
N
U
叫

J2寄
与
。
な
夕
、
・
∞
h
N
t
の
た
切
ら
た
宮
、
の
項

N
U
5
4
R
p
b
bミ
司
ミ
)
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
当
然
、
ダ
ラ

γ
ベ
ー
ル
に
よ
る
『
序
論
』
と
、
デ
イ
ド
ロ
が
一
七
五

O
年
に
、
刊
行
に
先
立
っ
て
書
い
た

d
v
E也
R
H
2
3
も
関
連
を
持
っ
て
く
る
が
、
上
記
の
項
で
の

叙
述
が
企
画
の
目
的
と
精
神
と
い
ち
点
で
は
も
っ
と
も
端
的
で
あ
る
。
(
ベ
・
見
守
b
R
n
r
h口町・町民
HU
也、・

H
。
H)

附
へ
l
ゲ
ル
の
『
哲
学
的
百
科
全
書
』
の
理
念
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
リ
ボ
ー
が
触
れ
て
い
る

B
N
d
b
R
丸
山
芯
丈
・
切
、
、
-
b
p
H
。
4
a
p
)

m
『
百
科
全
書
』
全
体
が
、
デ
カ
ル
ト
の
理
性
H
良
識
の
哲
学
の
展
開
と
い
う
面
を
持
つ
。
こ
の
観
念
は
、
デ
ィ
ド
ロ
の
書
い
た
『
哲
学
』
、
『
哲
学
者
』
の

項
に
も
は
っ
き
り
現
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ソ
プ
ー
ル
も
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
(
句
。
E
R
h
な円
-
Q
F
w
h
v、
-
H
∞∞
t

)
。
こ
の
こ
と
は
、
哲
学
史
的
項

目
中
の
重
要
部
分
の
一
つ
、
『
折
衷
主
義
』
の
項
か
ら
も
は
っ
き
り
読
み
と
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
面
で
は
『
百
科
全
書
』
と
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
と
の
関
連
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。

N
U
3
5ど
な
円
・
円
NHuhv-MV・
い
出
U
t
u
-
w
言
、
円
。
RHwhN~whu・

附
『
百
科
全
書
』
の
刊
行
に
当
っ
て
果
し
た
ジ
ヨ
ク
ー
ル
の
役
割
、
彼
が
『
百
科
全
書
』
全
体
の
う
ち
で
占
め
る
位
置
は
、
一
つ
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

NN
ミ
-
h
p
p
g
b
r
叶
r
s
i
H
S
H
A刊
、
む
宮
内
。
足
立
旬
。
。
詰
マ
b
F
2
H
N
S
芯
り
え
号
。
H
w
h
N
N詰
円
辺
氏
。
?
ミ
-
h・0
・

M
M
M
U
W
な
ど
の
研
究
が
あ
る
が
、
桑
原
氏
ら
の
研
究
で
は
、
ジ
ヨ
ク
ー
ル
は
、
ロ
カ
フ
ォ
ー
ル
の
言
葉
を
借
り
て
、
『
ま
っ
た
く
独
創
性
の
な
い
と
こ
ろ
が

そ
の
独
創
的
な
と
こ
ろ
』
と
さ
れ
、
『
無
理
論
の
代
表
』
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
同
書
二
七

O
頁
な
ど
)
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
い
わ
ば
一
般
的
な
も
の

19 
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だ
が
、
在
野
で
、
教
養
、
思
想
傾
向
な
ど
多
く
の
点
で
デ
イ
ド
ロ
と
近
い
ジ
ヨ
ク

l
ル
の
協
力
な
し
に
は
、
少
く
と
も
『
百
科
全
書
』
の
刊
行
が
ス
ム
ー
ズ

に
は
行
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

附
た
と
え
ば
、
ソ
ヴ
イ
エ
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
版
、
世
界
哲
学
史
、
第
2
巻
、
五
九
八
頁
な
ど
。
ま
た
、
同
g
b
R
丸
山
内
。
円
・
円
p
u
M
V
-
p
u
・

制
デ
ィ
ド
ロ
が
迷
信
と
宗
教
的
フ
ア
ナ
テ
イ
ス
ム
へ
の
闘
い
の
た
め
に
書
い
た
代
表
的
な
項
目
と
し
て
、
入
山
崎
5
2
め
G
N
P
叫
町
民
h
v
k
t
w
p
w
h
h
h
E
H
M
h
b
町
内
な
ど

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
と
、
ジ
ヨ
ク

i
ル
の
匂
R
h
v
q
h
h
N
.
及
。
z
u
叶
え
今
晶
司
町
内
な
ど
の
項
と
を
比
べ
る
と
き
、
彼
等
の
こ
の
方
向
へ
の
力
の
入
れ

方
と
ー
そ
の
基
本
姿
勢
が
よ
く
分
る
。
こ
れ
ら
の
諸
項
目
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
ソ
ブ
ー
ル
の
解
説
が
役
に
立
つ
。
句
。
E
R
N
h
目
。
円
・
円

F
』
守
、
・
4
u
t
h
お
u

h
N
4
u
l
w・

20 

四

凶
こ
の
こ
と
は
、
ブ
ル
ー
ス
ト
も
、
桑
原
氏
ら
も
み
な
認
め
て
い
る
o
N
V詰
2
h
a
u
r
円
・
円
p
u
h
F
毛
・
て
L
R
E
ミ
。
宮
子
、
-
M
ω
h
v
u
M
守
-
h
w
u
w
u
w
桑
原
編
前
掲
書

二
一
一
良
な
ど
。
『
百
科
全
書
』
の
刊
行
に
先
立
つ
、
デ
ィ
ド
ロ
の
第
二
番
目
の
著
作
、
『
懐
疑
論
者
の
散
歩
』
(
一
七
四
七
年
)
で
の
宗
教
に
対
す
る
態
度
な

ど
の
う
ち
に
も
、
そ
の
痕
跡
は
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
H
N
・
同
・

3
1
3
に
よ
る
ベ
ー
ル
の

A
)片
足
。
誌
と
之
と

E
、
ト
山
宮
町
内
同
町
、
詮
室
内
ョ
の

抜
翠
英
訳
の
E
3
岳
町
H
S
F
お
よ
び
守
主
。
の
項
(
ミ
-
H
U
4
l
)
を
も
参
照
。

凶
こ
こ
で
の
引
用
は
、
さ
き
に
触
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
『
神
聖
家
族
』
の
『
フ
ラ
ン
ス
の
唯
物
論
に
対
す
る
批
判
的
戦
闘
』
の
部
分
か
ら
と
っ
て
い
る
。
『
百

科
全
書
』
の
『
哲
学
』
が
、
『
懐
疑
論
』
と
『
折
衷
主
義
』
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
結
局
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
項
目
自
体
の
叙
述
に
よ
っ
て
明

ら
か
だ
が
、
ブ
ル
ー
ス
ト
は
こ
の
点
を
明
確
に
指
摘
し
た
。
~
U
3
5
H
U
E
円
・
町
民
同
-
w
〔

UMN阜、.戸、iHHuhv・、-MhRHUMUVぬミ円・

間
前
註
、
お
よ
び
、
吋
E
N
丘
町
一
N
F
N
札
"
、
・
h
N
~
w
u
w
a
円
・
ま
た
す
で
に
、
彼
の
最
初
の
著
作
『
哲
学
的
思
索
』
の
断
片
、
一
七
、
二
四
、
二
八
、
三

O
、一一一一

等
々
に
お
い
て
も
、
理
神
論
へ
の
肯
定
的
態
度
と
い
う
代
価
を
払
っ
て
で
は
あ
る
が
、
ピ
ロ
ニ
ス
ム
へ
の
否
定
的
な
態
度
が
一
万
さ
れ
て
い
る
。

凶
『
神
聖
家
族
』
の
中
の
前
記
の
部
分
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
の
源
泉
と
し
て
デ
カ
ル
ト
と
ロ
ッ
ク
を
挙
げ
て
い
る
が
、
サ
ル
ト
ル
も
、
そ

の
『
弁
証
法
的
理
性
批
判
』
の
序
論
の
う
ち
で
、
十
八
世
紀
を
デ
カ
ル
ト
哲
学
の
大
衆
化
の
時
期
と
し
て
把
え
て
い
る
。
切
お
ミ
ミ
山
内
「
む
企
宮
町
民
同

N
b

E
N
.
E昌
弘

N
.
E
N
R
H
N
.
Q
5
u
M
守
、
.
H
u
l
H
U
J
a
=
。
H
S
丸
町
、
.
H
U
u
丸
町
、
.
H
。
・

旧
公
円
。
F
旬
、
足
円
相
同
コ
同
な
芯
え
ぬ
町
三
色
町
お
』
守
宮
内
2
4
F
&
同
・
ブ
ル
ツ
カ

I
の
史
観
と
、
各
哲
学
に
対
す
る
扱
い
方
は
、
全
面
的
に
『
百
科
全
書
』
の
う
ち
で
再

生
産
さ
れ
で
い
る
と
さ
れ
る
。
『
百
科
全
書
』
の
哲
学
史
関
係
の
諸
項
目
中
に
は
、
プ
ル
ツ
カ
l
の
当
該
部
分
の
翻
訳
に
近
い
も
の
が
か
な
り
多
い
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
(
可
否
R
h
H
一
向
。
円
・
円
m
N
W
M
守
・
h
N
U
U
ミ
こ
そ
し
て
哲
学
史
に
お
け
る
プ
ル
ツ
カ

I
の
方
法
は
、
基
本
的
に
は
デ
カ
ル
ト
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い



河西

わ
れ
る
。
(
川
、
・

N
V
E
R旬
h
u
s
k口氏
-w
、
.
ぬ
い
。
)

従
っ
て
、
デ
イ
ド
戸
が
究
極
的
に
は
ブ
ル
ツ
カ
l
の
方
法
を
は
み
出
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。

刷
り
ヴ
ォ
ー
は
、
『
百
科
全
書
』
の
『
哲
学
的
諸
観
念
の
基
礎
は
、
コ
ン
デ
イ
ア
ツ
グ
を
通
じ
て
、
ロ
ツ
グ
か
ら
や
っ
て
来
た
。
』
と
、
述
べ
て
い
る
。

同
州
凡

dbNh丸山

hq円・

R.N-ukv・
H
。
hw-

m
前
註
一
、

ωお
よ
び
凶
を
も
参
照
。
見
守
b
R
丸
山
を
.
子
、
.
、
・

~whNhvtωHd
ミ
・
円
、
間
同
ミ
山
町
ひ
円
。
守
司

b
h
L「に
h
G
h
h
R
3
N
S
S
N可号、同町内
w
H・
LRi

』守・

ω。
MM・

附

H
U
E
R
h
h
二
。
町
-
a
-
u
h
v
-
H
h
p
a
k
E
W
H
R門町

HMM守、
-
U
H
H
t
h
N
M
U
・
ま
た
、
桑
原
氏
一
続
前
掲
書
、
二
七
頁
以
下
。
執
筆
者
や
協
力
者
に
つ
い
て
の
研
究
を

主
と
し
て
『
二
十
世
紀
ラ
ル
l
ス
』
の
リ
ス
ト
に
よ
っ
た
桑
原
氏
ら
に
比
し
て
、
ブ
ル
ー
ス
ト
の
研
究
は
よ
り
前
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ュ
ベ
ー
ル
が
指

摘
し
た
基
本
的
な
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
『
貴
族
も
(
剣
の
貴
族
も
法
服
の
貴
族
も
て
聖
戦
者
も
、
金
融
業
者
も
、
さ
ら
に
は
な

h
g詰
&
町
旬
。

R
Q
Eひ
史
"
と

呼
ば
れ
う
る
よ
う
な
人
々
も
』
、
『
百
科
全
書
』
で
は
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
事
業
へ
の
協
力
者
の
重
要
部
分
は
、
第
三
身

分
か
ら
、
中
で
も
と
く
に
、
『
学
識
あ
る
中
産
階
級
、
弁
護
士
、
医
師
、
教
授
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
実
業
家
、
工
場
主
た
ち
』
か
ら
成
っ
て
い
た
と
い
う

事
実
は
揺
が
な
い
。

削
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
桑
原
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
研
究
』
第
五
章
の
二
の

1
、

切
R
H
b
g
H
H
J
n
官、
.
N
N
H
H
-

と
く
に

2
参
照
。

ベ-HNN，d
b
R丸
山
内
。
円
・
門
社
v

『フランス・ 1百科全集』の基本的立場

五

山
岡
・

(
u
b
b
S
F
G
3
u
の
い
て
町
内
ミ
号
、
位
。
、

s

q
昌

e
q
-
-
a
h
N
)
宮
3

g
ミ

4

b

s

g

丸
め
Q
.
2
5
w
H
u
d
∞w
ト
S
礼
S
-

こ
の
辞
典
の
翻
訳
計
画
が
、
ふ

く
れ
上
り
変
質
し
て
、
後
の
『
百
科
全
書
』
の
企
画
の
第
一
歩
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
同
・

~
-
h
-
N
W
3
ら
s
u
同

J
t
h
g・
e
河内町内、
H
N
S

A
『，

N
U込
内
炉
心
¥
h
b
S
F
b
H
2
4品
目
吐
き

(
H
W
H
。
t
H
U
1
ω
ω
)
w
足
・
ミ
A
K
E
K洲
町
b
h宮
内
・
に
よ
れ
ば
、
チ
エ
ン
パ
l
ス
の
辞
典
中
に
は
パ
l
p
リ
l
の
『
人
知
原

理
論
』
の
思
想
に
依
拠
し
た
い
く
つ
か
の
項
目
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
(
、

~
W
A
1

ミ
・
)
従
っ
て
、
こ
の
成
功
し
た
辞
典
の
翻
訳
者
と
し
て
白
羽
の
矢
を

立
て
ら
れ
た
デ
ィ
ド
戸
、
が
、
パ
ー
ク
リ
!
の
思
想
を
充
分
に
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
な
い
。
一
七
五
一
年
よ
り
は
じ
ま
っ
た
『
百
科
全
書
』

に
先
立
っ
て
、
一
七
四
七
年
に
書
い
た
『
懐
疑
論
者
の
散
歩
』
の
う
ち
に
お
い
て
、
す
で
に
デ
ィ
ド
ロ
は
は
っ
き
り
と
パ
l
p
リ
l
主
義
へ
の
批
判
を
表
明

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
当
の
『
百
科
全
書
』
に
お
い
て
も
、
『
内
部
感
覚
』
(
匂
S
H
N
.
3
N
S
H
S
H民
吉
、
)
の
項
な
ど
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
バ
l
p
リ
l

批
判
も
見
う
け
ら
れ
は
す
る
。
そ
れ
故
、
問
題
は
、
デ
イ
ド
ロ
の
他
の
著
書
か
ら
帰
納
し
て
で
は
な
く
て
、
『
百
科
全
書
』
の
諸
項
目
そ
の
も
の
か
ら
見
て
、

21 
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デ
ィ
ド
ロ
や
ジ
ヨ
ク
ー
ル
や
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
が
、
パ
ー
ク
リ

l

(
や
ヒ
ュ

I
ム
)
を
ど
う
見
て
い
た
か
、
ま
た
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
コ
ン
デ
イ
ア
ツ
ク
を

ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
で
あ
る
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
抽
象
』
の
項
ゃ
、
『
感
覚
』
、
『
経
験
』
の
項
な
ど
、
調
べ
て
ゆ
け
ば
何
ら
か
の
解

答
に
行
き
当
り
う
る
よ
う
な
項
目
も
少
く
な
い
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
く
と
も
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
さ
き
の
『
内
部
感
覚
』
の
部
分
を
除
い
て
鮮
明
な
叙

述
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

久
a
b
v
F
S
N
U
向。円・門社

-uhv・、
-
M
4

。thNV
ま
た
、
小
場
瀬
氏
『
デ
ィ
ド
ロ
研
究
』
上
巻
、
五
七
頁
以
下
、
と
く
に
、
六
二
頁
参
照
。

間
『
哲
学
的
思
索
』
、
断
片
ご
ニ
等
。
デ
イ
ド
ロ
の
哲
学
活
動
の
第
一
歩
は
、
シ
ヤ
フ
ツ
ベ
リ
l
の
書
物
の
自
由
訳
、
(
同
ロ
ミ
言
、
な
足
弘
、
氏
、

R
E
Sミ
民
)

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
著
作
で
す
で
に
試
み
ら
れ
て
い
る
宗
教
批
判
の
基
本
線
は
ベ

l
ル
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
(
小
場
瀬
氏
、
前
掲
書
、
四
四
頁
以
下
〉

ペ
・
白

Res-ぬ2
1お
位
向

h
b
N
X
U丸町、。
HU
叫

]
a
s
s
-
S
M
Mマ
岳
、
、

5
1ミ
b
B
n
E
A
2
h
c
n
q廷
内
コ
氏
、
s
h
h
a
E帆
NSC主
企
宮
内
hwuMQNH弘
、
.

H
4
t
M
U・

な
お
、
こ
れ
ら
の
初
期
の
著
作
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
パ
ス
カ
ル
や
モ
ン
テ
l

ニ
ユ
へ
の
言
及
も
、
『
百
科
全
書
』
の
う
ち
で
は
潜
在
化
し
て
し
ま
う
。

た
と
え
ば
、
パ
ス
カ
ル
に
つ
い
て
も
、
発
見
し
え
た
の
は
、
わ
ず
か
に
『
ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ア
ー
ル
』
の
項
で
の
一
行
足
ら
ず
の
叙
述
の
み
だ
っ
た
。
し
か

し
、
モ
ン
テ

l

ニ
ユ
の
場
合
に
は
と
く
に
そ
う
な
の
だ
が
、
『
モ
ン
テ
l

ニ
ユ
』
と
い
う
項
目
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
思
想
の
浸
透
と
、

そ
れ
へ
の
関
心
が
、
明
瞭
に
読
み
と
ら
れ
る
よ
う
な
い
く
つ
か
の
項
目
が
存
在
す
る
。
パ
ス
カ
ル
に
つ
い
て
も
他
に
同
様
な
項
目
が
な
い
と
は
決
し
て
言
い

き
れ
な
い
。
た
だ
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
研
究
書
中
に
も
、
そ
の
よ
う
な
指
摘
は
存
在
せ
ず
、
関
連
の
あ
り
そ
う
な
項
目
中
に
も
、
明
瞭
な
言
及
は
見
出
し
え

な
か
っ
た
。

同
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
に
対
す
る
デ
イ
ド
ロ
の
批
判
は
、
両
者
が
協
力
関
係
を
断
っ
た
一
七
五
八
年
以
後
そ
う
経
た
な
い
時
期
に
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

『
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
夢
』
や
、
『
ダ
ラ

γ
ベ
ー
ん
と
デ
ィ
ド
ロ
と
の
対
話
』
は
い
ず
れ
も
、
一
七
六
九
年
代
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中

で
デ
イ
ド
ロ
は
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
風
の
自
然
観
に
対
し
て
、
自
己
の
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
的
な
自
然
観
を
対
立
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

少
く
と
も
、
『
百
科
全
書
』
そ
の
も
の
に
即
し
て
見
る
と
き
は
、
デ
ィ
ド
ロ
と
ダ
一
フ
ン
ベ
ー
ル
と
の
後
年
の
疎
隔
は
、
そ
の
諸
項
目
の
う
ち
に
は
ほ
と
ん
ど

見
出
さ
れ
な
い
。
、
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
『
序
論
』
の
線
に
、
両
者
の
考
え
方
は
統
一
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

凶

デ

ボ

I
リ
ン
、
永
田
訳
『
唯
物
論
史
』
、
第
五
章
、

5
、
と
く
に
、
一
六
八
頁
以
下
。

問

、

E
S
H
U
N。町
-QFvhv-MNUN-
て
ミ
ミ
守
兵
向
。
円
・
町
民
同
・
了
、
、
・

hN4uluuw

附
後
年
の
デ
ィ
ド
ロ
が
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
へ
の
傾
斜
を
見
せ
た
根
本
の
理
由
と
し
て
は
、
後
に
へ

l
ゲ
ル
に
至
っ
て
そ
の
意
味
が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
機

械
論
的
自
然
観
か
ら
超
え
出
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
を
一
度
は
通
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の



河西

だ
が
、
さ
し
あ
た
り
は
、
人
間
観
の
う
ち
か
ら
機
械
論
的
な
も
の
を
で
き
る
だ
け
駆
遂
し
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
自
身
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
物
活
論
的
な
見
方
を
と

り
入
れ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
見
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
百
科
全
書
』
中
の
デ
ィ
ド
ロ
が
執
筆
し
た
『
人
間
』
の
項
は
、
全
体
の

う
ち
で
も
重
要
な
項
目
の
一
つ
だ
が
、
そ
こ
を
貫
く
根
本
的
な
人
間
観
は
極
め
て
生
理
学
的
で
あ
る
。
ラ
・
メ
ト
リ
ー
ら
の
機
械
と
し
て
の
人
体
と
い
う
観

念
は
、
デ
ィ
ド
ロ
の
そ
れ
と
は
か
な
り
異
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
医
学
を
重
視
し
、
生
理
学
に
人
間
の
情
念
解
明
の
基
礎
を
求
め
た
デ
カ
ル
ト
の

『
情
念
論
』
の
原
則
は
、
デ
イ
ド
ロ
の
う
ち
に
も
そ
の
名
残
り
を
留
め
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ト
vN
刊誌町、町内。
h
v
h
n
h
G

ミ
N
町
、
き
旬
、
b
h
礼
2

h
町民、司町内
h
w
a

n
N
E
N
n
h
p
三
宮
内
h
u
M
V
-
q
・~
1・
M
M
U
U
h
N
u
、.、
-
H

。l・
戸
、
・

N
N
S
N
h
出
丸
山
ト
白

E

E
町内、
H
N
.
2
b

言
。
言
語
♂

h
G
N
S

旬
、
NHuh忠
良
h
a
R
P
=
U
N
b
3
p
a
h
u
b
下

H
b町
内
内
、
ミ
-

P

苦
h
吉町

b
R
R
S
J
也、.、
-
M
U

。tw
り
に
町
、
。
同
氏

h
b
r
r崎
町
内
・
お
よ
び
、
小
場
源
氏
、
前
掲
書
、
五
、
人
間
論
、
一
七
=
二
向
月
以
下
o
N
N
・
。
b
N向。
H
U

H
Q
h
マF
N
N
E
-

丸
町
内
b
d
N
K
Q
R
N
戸、
N
N
H
。
hN.b
円F
H
M
u
q
u
u
〈

U
h
v
b
h
y

て
HU
』守、・

h
N
4
u
t
-

な
ど
を
参
照
。

問

ト

l
ラ
ン
ド
を
想
定
す
る
に
し
て
も
、
ま
た
、
ヴ
エ
ル
ニ
エ

l
ル
の
よ
う
に
メ
リ
エ
を
想
定
す
る
に
し
て
も
、
減
れ
ば
結
局
ス
ピ
ノ
ザ
を
想
定
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
デ
ィ
ド
ロ
が
『
盲
人
に
関
す
る
手
紙
』
(
一
七
四
九
年
)
の
中
で
、
決
定
的
に
唯
物
論
に
移
行
し
た
際
に
、
ロ
ッ
ク
と
ス
ピ

ノ
ザ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
小
場
瀬
氏
の
考
え
方
も
(
同
書
、
七
七
頁
)
結
局
は
同
様
の
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の

よ
う
に
考
え
る
場
合
で
も
、
後
の
『
自
然
の
解
釈
に
関
す
る
思
索
』
の
う
ち
で
頂
点
に
達
し
て
い
る
よ
う
な
、
当
時
の
自
然
科
学
の
水
準
に
対
す
る
デ
イ
ド

ロ
の
洞
察
が
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
移
行
は
あ
り
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
小
場
瀬
氏
が
註
で
触
れ
て
い
る
ヴ
エ
ン
ツ
リ
の
考
え
方
の
方
が
妥

当
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
寸
S
H
2
λ

旬、・
u
H
n
w

。
ミ
笠
宮
川
人
民
~
h
u
N
川書リ匂町内。日
vqh同
N目b
u
H
M
W
4門
戸
~
昌
司
法
門
N
G
Q
H
弘
、
品
、
見
守
品
位
丸
山

N
O
円・

2
F
v

h
守

H

。ω・)

『フランス・百科全集』の基本的立場

.... ーノ、

山

N
N
N
d
b
R
R
片山内。円・円
N
H
-
M
守-huuw.

凶
桑
原
編
、
前
掲
書
、
第
二
章
、
宗
教
思
想
、
と
く
に
、
一
一
ム
ハ

t
七
頁
。
『
百
科
全
書
』
で
の
、
ま
た
、
初
期
に
お
け
る
デ
イ
ド
ロ
の
宗
教
思
想
は
ロ
ツ

ク
の
そ
れ
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
る
。
『
理
性
的
な
キ
リ
ス
ト
教
』
と
い
う
の
が
そ
の
基
本
的
な
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
初
期
お
よ
び
『
百
科

全
書
』
で
の
デ
ィ
ド
ロ
は
、
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
流
の
理
神
論
に
組
し
な
い
。
ベ
ー
ル
流
の
懐
疑
論
に
も
と
ず
く
宗
教
批
判
に
対
し
て
も
、
初
期
の
デ
ィ
ド
ロ

は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
一
線
を
画
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

間
エ
ル
グ
エ
シ
ウ
ス
と
デ
イ
ド
ロ
と
の
対
立
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
河
口
h
H
Q
突
出
の
論
文
参
照
。
ま
た
、
小
場
瀬
氏
、
前
掲
書
、
一
九
三
頁
を
も
参
照
。

凶
『
百
科
全
書
』
の
最
大
の
敵
が
ジ
エ
ジ
ユ
イ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
支
持
者
層
が
、
当
時
の
、
反
ジ
エ
ジ
ユ
イ
ッ
ト
勢
力
、

ジ
エ
ジ
ユ
イ
ッ
ト
嫌
い
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
実
際
、
マ
ダ
ム
・
ド
・
ポ
ン
パ
ド
ゥ

l
ル
を
は
じ
め
と
す
る
上
層
階
級
の
人
々
の
、
『
百

科
全
書
』
へ
の
ひ
そ
か
な
、
し
か
し
絶
大
な
支
持
の
一
因
は
ジ
エ
ジ
ュ
イ
ッ
ト
と
の
そ
の
対
立
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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資

料

I 
ロ

ツ

哲

史2
¥ーノ

A主L，.
寸ニ

の

r、
近

哲

戸斗l与

づー

世

ク

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
、
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
七
、

八
マ
イ
ル
の
リ
ン
ト
ン
コ
旬
、

sm芯
お
)
に
、

一
六
三
二
年
八
月
二
十
九
日
に
生
れ
た
。

彼
の
父
は
内
戦
の
時
期
に
、
議
会
側
の
軍
隊
に
勤
務
し
た
。
戦
争
騒
ぎ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
自
分
の
息
子
の
教
育
に
心
を
配
っ
た
。

初
歩
的
な
勉
強
を
す
ま
せ
て
か
ら
、
彼
は
息
子
を
オ
γ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
や
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
息
子
は
あ
ま
り
進
歩
を
み
ぜ
な
か

っ
た
。
カ
レ
ッ
ジ
で
の
修
業
は
彼
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
見
え
た
の
で
、
も
し
、
偶
然
に
も
、
デ
カ
ル
ト
の
著
作
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が

彼
の
前
に
現
わ
れ
て
、
今
没
頭
さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
ず
っ
と
満
足
の
で
き
る
学
説
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ま
た
、
生
来

の
無
能
の
故
と
彼
の
思
っ
て
い
た
学
問
嫌
い
が
、
実
は
、
自
分
の
師
た
ち
へ
の
ひ
そ
か
な
軽
侮
の
念
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
彼
に
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
優
れ
た
精
神
も
、
恐
ら
く
何
も
産
み
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
見
。
彼
は

デ
カ
ル
ト
哲
学
の
研
究
か
ら
医
学
の
そ
れ
へ
と
移
っ
て
行
っ
た
。

つ
ま
り
、
彼
は
、
解
剖
学
、
博
物
学
、

お
よ
び
化
学
の
知
識
を
得
、
人

聞
を
極
め
て
多
く
の
興
味
あ
る
観
点
の
も
と
に
考
察
し
た
。
形
而
上
学
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
永
い
間
医
学
を
実
地
に
習
っ
た
人
に
の

と
い
う
の
は
、
人
間
の
諸
現
象
を
、
平
静
だ
っ
た
り
狂
暴
だ
っ
た
り
、
弱
々
し
か
っ
た
り
元
気
が
よ
か
っ

み
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

健
康
だ
っ
た
り
傷
つ
い
て
い
た
り
、

て
い
た
り
、
愚
か
だ
っ
た
り
、
騒
々
し
か
っ
た
り
、
も
の
を
言
わ
な
か
っ
た
り
、
不
精
だ
っ
た
り
活
動
的
だ
っ
た
り
、
生
き
て
い
た
り

た
り
、

錯
乱
し
て
い
た
り
正
常
だ
っ
た
り
、

ず
っ
と
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
り
、

頭
、
が
は
っ
き
り
し



死
ん
で
い
た
り
す
る
、
こ
の
人
間
と
い
う
機
械
を
実
際
に
見
た
こ
と
の
あ
る
の
は
そ
う
い
う
人
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
、
つ
い
で
、
ド
イ
ツ
と
プ
ロ
シ
ヤ
に
旅
行
し
た
。
そ
し
て
、
情
念
と
利
害
と
が
人
々
の
性
格
に
及
ぼ
し
う
る
影
響
を
吟
味
し

た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
帰
っ
て
か
ら
、
彼
は
引
き
こ
も
り
、
世
に
隠
れ
て
、
自
分
の
研
究
に
専
念
し
た
。
人
が
学
者
と
な
り
、
か
っ

貧
し
い
ま
ま
で
い
る
の
は
こ
の
よ
う
に
し
て
な
の
だ
が
、

ロ
y

ク
も
そ
の
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
気
に
か
け
て
い
な
か
っ

た
。
後
に
シ
ヤ
フ
ツ
ベ
リ
l
の
名
で
あ
の
よ
う
に
有
名
に
な
っ
た
ア
シ
ュ
リ
l
勲
爵
土
が
、
そ
の
提
供
し
た
年
金
を
通
じ
て
よ
り
も
、
む
し

ろ
、
尊
敬
と
、
信
頼
と
、
友
情
の
念
を
通
じ
て
、
こ
の
哲
学
者
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
は
ロ
ッ
ク
か
ら
真
に
価
値
あ
る
人
を
得

た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
金
で
買
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
自
分
の
黄
金
を
全
て
の
尺
度
と
す
る
金
持
ち
た
ち
が
、
恐
ら
く
イ
ギ
リ

ス
で
の
ほ
か
は
知
っ
て
い
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
貴
族
が
学
者
の
忘
恩
に
不
平
を
言
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は
稀
れ
で

あ
る
。

ま
た
、

ア
シ
ユ
リ
l
卿
に
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
公
爵
に
、

わ
れ
わ
れ
学
者
は
愛
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
の
だ
が
、

ロ
y

ク
は
ま
さ
に
、

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
卿
に
愛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
の
称
号
よ
り
は
む
し
ろ
自
ら
の
明
智
を
熱
望
し
て
、
彼
ら
は
ロ
ッ
ク
と
肩
を

並
べ
よ
う
と
し
て
果
さ
な
か
っ
た
。

ロ
ッ
ク
は
ノ

l
サ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
伯
爵
と
そ
の
妻
に
随
行
し
て
、

フ
ラ
シ
ス
ル
}
イ
タ
リ
ー

つ
い
で
、

に
で
か
け
た
。

ア
シ
ュ
リ
l
卿
の
息
子
の
教
育
に
当
っ
た
の
で
、
こ
の
貴
公
子
の
両
親
は
、
彼
に
、
そ
の
教
え
子
の
結
婚
に
つ
い

ま
た
、

て
の
配
慮
を
委
ね
る
に
至
っ
た
。

か
か
る
敬
意
の
し
る
し
に
対
し
て
、
黄
金
入
り
の
財
布
を
贈
ら
れ
た
時
ほ
ど
に
も
感

こ
の
哲
学
者
が
、

動
し
な
か
っ
た
と
は
と
て
も
思
わ
れ
な
い
。

そ
の
頃
彼
は
三
十
五
歳
に
な
っ
た
。
彼
は
、
人
が
真
理
の
探
究
で
な
し
と
げ
う
る
一
歩
一
歩
は
、
そ
の
手
段
が
よ
り
よ
く
知
ら
れ
え
な

い
限
り
、
常
に
不
確
実
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
人
間
悟
性
に
つ
い
て
の
彼
の
試
論
を
企
て
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
以
来
、

ロックの哲学

彼
の
運
命
は
幾
多
の
変
転
を
こ
う
む
り
、
そ
の
保
護
者
た
ち
の
好
意
に
よ
っ
て
彼
が
就
任
し
た
多
く
の
職
を
た
て
つ
づ
け
に
失
っ
た
。
彼

は
肺
結
核
に
冒
さ
れ
、
自
分
の
国
を
離
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
や
っ
て
来
た
が
、
そ
こ
で
、
最
も
高
貴
の
人
々
に
迎
え
ら
れ
た
。
彼
は
ア

シ
ュ
リ
l
卿
に
随
行
し
て
、
好
境
も
不
遇
も
卿
と
と
も
に
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
彼
は
永
く
は
そ
こ
に
留
ら
な
か
っ
た
。

25 
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彼
は
オ
ラ
ン
ダ
に
安
住
の
地
を
求
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
そ
こ
で
そ
の
偉
大
な
著
作
を
完
成
し
た
。
権
力
者
た
ち
と
い
う
も
の

26 

は
全
く
首
尾
一
貫
し
な
い
も
の
で
、
彼
ら
は
、
そ
の
才
能
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
支
配
す
る
国
に
栄
光
を
も
た
ら
し
た
人
々
を
迫
害
し
た

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
カ
レ
y

ジ
の
名
簿
か
ら
彼
の
名
を
削
除

せ
し
め
た
。
そ
の
後
、
彼
を
惜
し
む
人
々
が
赦
免
を
請
願
し
た
が
、
当
の
ロ
ッ
ク
は
、
自
ら
の
犯
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
罪
を
認
め
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
恩
赦
を
激
し
く
拒
絶
し
た
。
激
怒
し
た
国
王
は
、
施
政
へ
の
不
満
か
ら
モ
ン
マ
ス
公
爵
と
結
び
つ
い
て

り
す
る
。

イ
、
ギ
リ
ス
国
王
も
ま
た
ロ
ヅ
ク
の
引
退
に
心
を
傷
げ
ら
れ
て
、

謀
叛
を
企
て
た
八
十
四
人
の
人
々
と
と
も
に
、

ロ
ッ
ク
を
も
国
会
に
告
発
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。

ロ
ッ
ク
は
そ
の
企
て
に
は
深
入
り
し
て

い
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
彼
は
モ
ン
マ
ス
公
爵
を
あ
ま
り
重
ん
じ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
彼
の
計
画
も
ロ
ッ
ク
に
は
危
険
を
は
ら
ん
で

い
る
と
と
も
に
、
撞
着
を
含
ん
で
い
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
た
か
ら
で
あ
る
。
。
そ
こ
で
彼
は
公
爵
と
別
れ
て
、

ユ
ト
レ
ヒ
ト
へ
、

つ
い
で
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら

(
6
)
 

ユ
ト
レ
ヒ
ト
か
ら
ク
レ
l
ヴ
へ
と
逃
れ
、
そ
こ
で
し
ば
ら
く
隠
れ
て
暮
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
国
の
動
乱
も
や
み
、
彼
の
無
実
も
判
明
し
た
の
で
、
彼
は
呼
び
も
ど
さ
れ
て
、
不
当
に
も
剥
奪
さ
れ
て
い
た
ア
カ
デ
ミ
ー
で

の
栄
誉
を
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
重
要
な
地
位
を
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

て
、
彼
は
租
国
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

オ
レ
ン
ジ
公
妃
を
運
ん
だ
の
と
同
じ
艦
隊
に
乗
っ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
宮
廷
に
使
い
す
る
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
彼
の
仕
事
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の

休
息
と
冥
想
へ
の
好
み
か
ら
公
的
な
仕
事
を
離
れ
て
、

一
六
九
七
年
に
い
た
っ
て
や
っ
と
日
の
目
を
見
る
に
至
っ
た
、
そ
の
人
間
悟
性
論

の
仕
上
げ
に
と
り
か
か
っ
た
。

政
府
が
ロ
ッ
ク
の
赤
貧
と
無
名
に
恥
ぢ
入
っ
た
の
は
そ
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

通
商
、
植
民

彼
は
、

地
、
農
園
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
委
員
会
に
入
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
弱
っ
て
い
た
彼
の
健
康
は
、
こ
の
よ
う
な
重
職
に
長
期
間

従
事
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
、
彼
は
そ
の
職
に
附
随
す
る
報
酬
を
何
ら
失
う
こ
と
な
く
そ
こ
か
ら
脱
け
出
し
て
、

マ
l
シ
ヤ
ム
伯
爵
の
領
地
に
隠
退
し
た
。

ロ
ン
、
ド
ン

彼
は
、
市
民
の
支
配
に
つ
い
て
の
小
著
(
丸
町
民
送
、
q
t
c
Rミ
S

を
公
け
に
し
て
、
そ
の
中
で
、
専
制
と
暴
政
の
不
当
と
不
都
合
を
あ
ば
き
出
し
た
。
ま
た
、
そ
の
田
舎
の
地
で
、
児
童
の
教
育
に
つ
い
て

の
論
説
、
宗
教
的
寛
容
に
関
す
る
手
純
、
貨
幣
に
つ
い
て
の
書
物
ピ
ど
を
書
き
、
ま
た
合
理
的
キ
リ
ス
ト
拠
と
題
す
る
風
変
り
な
著
作
を

か
ら
二
五
マ
イ
ル
ほ
ど
の
、



著
し
た
が
、
そ
の
中
で
宗
教
と
聖
な
る
書
物
の
一
切
の
神
秘
を
追
い
払
い
、
宗
教
改
革
者
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
仰
し
、
自
然
法
を

実
践
す
る
人
々
に
永
生
へ
の
門
を
聞
い
て
や
っ
て
い
る
。

こ
の
著
作
は
彼
に
対
す
る
憎
し
み
と
争
論
を
惹
き
起
し
、
そ
の
た
め
彼
は
仕
事

ひ
た
す
ら
休
息
と
聖
書
を
読
む
こ
と
と
に
没
頭
す
る
に
至
っ
た
。
彼
は

を
嫌
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
上
健
康
も
悪
化
し
て
い
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
、

し
か
し
、
こ
の
た
び
は
こ
の
季
節
も
彼
に
そ
の
よ
う
な

い
つ
も
夏
が
近
づ
く
と
元
気
を
と
り
も
ど
し
て
い
た
。

効
果
を
生
み
出
す
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
彼
は
自
分
の
命
の
終
り
を
推
察
し
た
が
、
こ
の
推
測
は
余
り
に
も
真
実
で
あ

り
す
ぎ
た
。
両
の
脚
が
膨
れ
あ
が
り
、
彼
は
周
囲
の
人
々
に
自
分
の
死
を
予
告
す
る
に
至
っ
た
。
急
速
に
力
の
衰
え
て
ゆ
く
病
人
た
ち

は
、
あ
る
期
間
に
自
分
、
が
失
っ
た
も
の
か
ら
し
て
、
自
分
の
う
ち
に
な
お
残
る
力
で
い
つ
ま
で
生
き
て
ゆ
か
れ
る
か
を
予
感
し
て
、
そ
の

計
算
を
ほ
と
ん
ど
誤
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

一
七

O
四
年
一
一
月
八
日
、
こ
の
思
想
の
巨
匠
ロ
ッ
ク
は
、
あ
た
か
も
目
覚
め
て
い
て
、
も
は

や
再
び
目
覚
め
る
こ
と
の
な
い
と
き
ま
で
時
折
ま
ど
ろ
む
人
の
よ
う
に
、
肱
掛
椅
子
に
か
け
た
ま
ま
で
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
最
後
の
日

は
、
わ
れ
わ
れ
の
ふ
だ
ん
の
生
活
と
全
く
似
た
も
の
だ
っ
た
。

彼
の
人
柄
は
、
才
気
が
あ
っ
て
誤
る
こ
と
な
く
、
冗
談
を
い
う
が
苦
味
は
な
く
、
秩
序
の
受
好
者
に
し
て
、
争
論
の
敵
で
あ
り
、
進
ん

で
他
人
に
相
談
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
方
で
も
他
人
に
助
言
し
、
人
々
の
気
質
と
性
格
と
に
自
分
を
適
合
さ
せ
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
啓

発
さ
れ
た
り
教
育
し
た
り
す
る
機
会
を
見
つ
け
出
し
、
技
術
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
好
奇
心
を
持
ち
、
怒
る
の
も
早
け
れ
ば
平
静
に

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
と
い
う
よ
り
も
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
え
る
の
も
す
早
く
、
紳
士
で
あ
り
、

ロックの哲学

ロ
ッ
ク
は
、
感
覚
の
う
ち
に
予
め
存
在
し
な
か
っ
た
い
か
な
る
も
の
も
、
悟
性
の
う
ち
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
古
い
公
理
を
復
活
さ

せ
、
そ
こ
か
ら
、
ど
ん
な
思
弁
的
な
原
理
も
、
ま
た
、
道
徳
上
の
生
得
観
念
も
存
在
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
引
き
出
し
(
問
。

そ
こ
か
ら
ま
た
彼
は
、
次
の
よ
う
な
他
の
極
め
て
有
益
な
結
論
を
も
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
全
て
の
観
念

は
最
後
ま
で
分
解
し
て
ゆ
け
ば
感
覚
的
表
象
に
解
消
さ
れ
る
筈
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
の
悟
性
の
う
ち
に
あ
る
も
の
は
全
て
感
覚
と

ま
た
、

27 
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い
う
通
路
を
経
て
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
の
悟
性
に
由
来
す
る
も
の
は
い
ず
れ
も
み
な
、
架
空
の
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も

同
じ
途
を
湖
っ
て
我
々
の
外
に
、
そ
れ
と
結
び
つ
け
ら
る
べ
き
感
覚
的
対
象
が
見
出
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
るそ
の
こ
と
か
ら
哲
学
に
お
け
る
、
あ
る
重
大
な
原
則
が
生
じ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
も
の
と
結
び
つ
け
ら
れ
う
る
よ
う
な
感
覚
的
対

象
を
わ
れ
わ
れ
の
精
神
の
外
に
見
出
し
え
な
い
全
て
の
表
現
は
、
意
味
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
、
観
念
で
な
い
も
の
、
ま
た
そ
の
原
理
上
観
念
で
あ
り
え
な
い
も
の
が
観
念
と
見
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
寒
さ
や
暑
さ
、
快
や
苦
、
記
憶
、
思
考
、
反
省
、
睡
眠
、
意
志
等
々
が
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
、
わ

れ
わ
れ
が
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
記
号
を
作
り
出
し
た
諸
状
態
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
ら
を
経
験
す
る
こ
と

を
も
は
や
や
め
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
何
の
観
念
も
持
つ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
あ
る
人
に
、
彼
が
楽
し
ん
で

ま
た
、
苦
し
ん
で
い
な
い
と
き
に
、
苦
痛
と
い
う
語
で
意
味
す
る
も
の
を
尋
ね
て

み
る
。
白
状
す
る
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
そ
の
吟
味
は
無
駄
で
あ
り
、
私
は
自
分
の
う
ち
に
、
あ
る
対
象
を
求
め
た
り
、
ま
た
は
避
け
た
り

す
る
た
め
の
し
る
し
と
な
る
言
葉
し
か
覚
知
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
そ
れ
ら
は
そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
と
こ

い
な
い
と
き
に
、
快
と
い
う
語
で
意
味
す
る
も
の
を
、

そ
れ
ら
が
そ
れ
以
外
で
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
不
幸
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
、
発
音
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は

思
い
浮
べ
ら
れ
た
快
と
い
う
語
が
、
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
何
ら
か
の
感
覚
、
何
ら
か
の
観
念
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て

ろ
で
、

も
し
、
そ
れ
が
単
な
る
音
声
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
語
が
わ
れ
わ
れ
に
快
を
与
え
る
分
だ
け
そ
れ
だ
け
、

そ
の
た
び
ご
と
に
、
幸
福
に
な
り
う
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、

わ
れ
わ
れ
の
観
念
の
記
号
に
つ
い
て
書
い
た
全
て
の
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は

こ
の
問
題
を
全
く
新
た
な
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
認
識
が
、
精
神
と
い
う
名
の
機
械
を
大
い
に
単
純
化
し
セ
、
文
法
と
い
う

名
の
学
聞
を
大
い
に
複
雑
化
す
る
と
こ
ろ
の
、
無
数
の
真
理
の
手
つ
か
ず
の
源
泉
と
考
え
て
い
る
。
亘
(
の
論
理
学
と
い
う
も
の
は
極
め
て

ロ
ッ
ク
や
他
の
人
々
が
観
念
に
つ
い
て
、

ま
た
、



いわ
もず
のか
との
な頁
る数
Uこ Iこ
至縮
るめ
だら
ろれ
うきう
。る

で
あ
ろ
う

し
か
し
ま
た
、
こ
の
研
究
が
短
縮
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
だ
け
、
言
葉
の
研
究
は
そ
れ
だ
け
長

熱
心
に
省
察
し
た
な
ら
ば
、
人
は
お
そ
ら
く
次
の
こ
と
を
発
見
す
る
だ
ろ
う
。

念
の
連
結
と
呼
ぶ
も
の
は
、
単
に
、
自
然
に
お
け
る
諸
現
象
の
併
存
の
記
憶
に
他
な
ら
ず
、

ま
た

わ
れわ
われ
れわ
がれ
悟が
性悟
の性
うの
ちう
でち
ので
日夜、 の
応、観、

つ
ま
り
、
第
一
に
、

と
呼
ぶ
も
の
も
、
自
然
に
お
け
る
諸
結
果
の
連
鎖
あ
る
い
は
継
起
の
記
憶
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
全
て
の
悟
性
の
働
き
は
、
記
号
あ
る
い
は
音
の
記
憶
に
か
、
そ
れ
と
も
、
形
と
図
柄
の
想
像
か
記
憶
に
か
に
帰
着
せ
し
め
う

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
、
幸
福
で
あ
る
た
め
に
は
、
良
き
精
神
を
享
受
す
る
だ
け
で
は
な
お
不
充
分
な
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
健
全
な
身
体
を
持

こ
こ
に
ロ
ッ
ク
を
し
て
、
悟
性
論
を
公
刊
し
た
後
に
、
教
育
論
を
書
く
こ
と
を
決
心
さ
せ
た
理
由
が
あ
っ
た
。

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
子
供
を
そ
の
生
れ
た
時
点
で
把
え
て
い
る
。

し
か
し
、
私
に
は
、
彼
は
も
う
少
し
湖
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
で
は
ど
こ
ま
で
か
と
い
え
ば
、
人
間
の
産
出
を
規
定
す
る
規
則
と
い
う
も
の
が
あ
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
分
の
庭
の
樹
が

繁
茂
す
る
こ
と
を
望
む
人
は
、
季
節
を
選
び
、
土
壌
を
整
え
、
多
く
の
予
防
措
置
を
講
ず
る
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
大
方
、
樹
よ
り
も
ず
っ

と
重
要
な
自
然
物
に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、

父
親
と
母
親
が
健
全
で
、
彼
等
が
満
足
し
て
い
て
、
晴
朗
な
気
分
で
あ

る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、

ま
た
、
彼
等
が
子
供
に
生
を
与
え
よ
う
と
す
る
時
は
、
自
分
た
ち
の
生
に
最
も
満
足
を
覚
え
て
い
る
時
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
も
し
妊
娠
し
た
婦
人
の
日
々
が
苦
渋
で
満
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
胎
内
で
芽
生
え
、
生
長
す
る
柔
ら

ロックの哲学

か
な
若
木
に
も
影
響
な
し
に
す
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
あ
な
た
方
が
自
分
の
庭
に
若
木
を
植
え
た
場
合
に
は
、

日
に
一
度
だ
け
そ
れ
を
激
し
く
ゆ
す
ぶ
っ
て
み
る
が
い
い
。
そ
う
す
れ
ば
そ
の
木
に
ど
ん
な
こ
と
が
起
る
か
が
分
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

妊
娠
中
の
婦
人
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
夫
に
と
っ
て
も
、
周
り
の
人
々
に
と
っ
て
も
神
聖
な
存
在
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
問
。

そ
の
婦
人
が
そ
の
果
実
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
と
き
に
も
、

そ
の
子
に
着
せ
す
ぎ
も
せ
ず
、

ま
た
着
せ
な
す
ぎ
も
し
な
い
よ
う
に
し
よ

29 



人文科学論集

ぅ
。
そ
し
て
、
彼
を
何
も
か
ぶ
ら
ず
歩
く
こ
と
に
馴
れ
さ
せ
て
、
裸
足
で
も
平
気
で
い
る
よ
う
に
し
よ
う
。
そ
の
子
を
簡
単
な
、
普
通
の

食
料
で
育
て
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
眠
り
を
短
か
く
し
て
、
そ
の
い
の
ち
を
長
く
す
る
よ
う
に
し
よ
う
。
そ
の
注
意
と
感
受
性
を
全
て

30 

の
も
の
に
向
け
さ
せ
て
、
そ
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
や
ろ
う
。

不
時
の
躍
鉄
に
も
平
気
で
あ
る
よ
う
に
し
て
、
偶
然
に
対
す
る
抵
抗
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
子
を
理
性
と
い
う
権
威
以
外
に
は
服
従
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
、
偏
見
に
対
し
て
具
え

さ
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。

ま
た
も
し
、
あ
な
た
が
た
が
彼
の
心
の
中
に
、
秩
序
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
観
念
を
し
っ
か
り
と
固
め
う
る
な

ま
た
も
し
、
彼
の
心
中
に
、
恥
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
観
念
を
し
っ
か
り
と
固
め

ら
ば
、
彼
は
善
を
愛
好
す
る
よ
う
に
た
る
だ
ろ
う
し
、

う
る
な
ら
ば
、
彼
は
悪
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
あ
な
た
が
た
が
彼
の
最
初
の
視
線
を
偉
大
な
事
物
へ
と
引
き
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
彼
は
高
貴
な
魂
を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
彼
が
単
純
で
高
貴
な
趣
味
を
持
つ
こ
と
を
望
む
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
彼
を
自
然
の
景
観
に
馴
れ
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。
自
然
は
常
に
高
貴
か
つ
単
純
だ
か
ら
で
あ
る
。
健
気
な
行
為
の
物

語
に
親
た
ち
の
一
夜
が
流
さ
れ
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
不
幸
で
あ
る
。
ま
た
、
他
人
の
悲
惨
な

様
に
親
た
ち
の
涙
が
流
さ
れ
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
子
供
ら
に
と
っ
て
不
幸
で
あ
る
。
寓
話
で
は
、
デ
ユ
ー
カ
リ

オ
ン
と
ピ
ラ
は
自
分
た
ち
の
背
後
に
小
石
を
投
げ
て
、
人
々
を
ふ
た
た
び
繁
殖
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
感
じ
や
す
い
魂
の

モ
V
キ
ュ
ー
ル

う
ち
に
は
、
そ
の
最
初
の
源
か
ら
受
け
継
い
だ
一
つ
の
分
子
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
の
を
認
識
し
て
、
柔
軟
に
す
る
よ

う
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
ロ
ッ
ク
が
、
そ
の
人
間
悟
性
論
の
う
ち
で
、
物
質
が
思
考
す
る
と
い
う
こ
と
は
何
ら
不
可
能
だ
と
思
わ
な
い
と
言
っ
て
い
(
問
。

臆
病
な
人
々
は
こ
の
よ
う
な
断
定
に
恐
れ
を
い
だ
く
だ
ろ
う
。

だ
が
、
物
質
が
思
考
し
よ
う
と
し
ま
い
と
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
は
い
え

ま
た
霊
魂
の
不
滅
や
、
政
治
上
の
、
あ
る
い
は
、
宗
教
上
の
全
て
の
体
系
的
真
理
に

対
し
て
も
、
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
正
義
と
不
正
と
に
、

も
し
、
感
性
が
思
考
の
最
初
の
萌
芽
で
あ
る
と
し
て
も
、

ま
た
も
し
、
そ
れ
が
物
質
の
一
般
的
性
質
で
あ
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
、

さ
ら



に
は
ま
た
、
自
然
の
全
て
の
産
物
の
間
に
不
均
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
組
織
の
多
様
さ
に
応
ず
る
大
小
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
て
こ
の
感
性
が
働
く
も
の
で
あ
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
か
ら
ど
ん
な
憂
う
べ
き
結
論
が
引
き
出
さ
れ
う
る
と
い
う
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
倶
れ
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
人
聞
は
常
に
現
に
あ
る
通
り
の
も
の
で
あ
り
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
持
て
る
諸

能
力
の
良
き
あ
る
い
は
悪
し
き
使
用
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

註
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山
こ
の
項
は
、
同
誌
町
、
町
内
。
、

hsnv
ミむ
S
F
い
わ
ゆ
る

N
U
G
N
P
H

版
の
、
本
文
三
六
巻
、
図
版
三
巻
か
ら
な
る
、
北
大
・
文
学
部
辞
書
資
料
室
所
蔵
の
も

の
の
、
第
二

O
巻
、
二
二
六

l
二
二
九
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
部
分
の
全
訳
で
あ
る
。
こ
の
項
を
と
く
に
選
ん
だ
主
た
る
理
由
は
、
そ
れ
が
、
デ
イ
ド
ロ
の

執
筆
に
な
る
も
の
で
、
哲
学
史
関
係
の
う
ち
の
主
要
な
項
目
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
が
、
同
時
に
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
に
も
そ
の
理
由

の
一
部
が
あ
る
。
『
百
科
全
書
』
の
第
一
に
訳
出
す
べ
き
項
目
は
、
恐
ら
く
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
『
序
論
』
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
既

に
い
く
つ
か
の
訳
が
試
み
ら
れ
、
ま
た
現
に
企
画
さ
れ
て
い
る
。
(
例
え
ば
、
河
出
書
一
房
、
『
世
界
の
名
著
』

γ
リ
I
ズ
の
第
二
九
巻
と
し
て
な
ど
。
)

こ
こ
で
は
、
デ
カ
ル
ト
と
な
ら
ん
で
、
『
百
科
全
書
』
の
哲
学
思
想
に
極
め
て
多
く
の
影
響
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
ロ
ッ
ク
そ
の
も
の
を
、
『
百
科
全
書
』

が
ど
の
よ
う
に
抱
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
項
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。
『
デ
カ
ル
ト
哲
学
』
の
項
は
、

p
l
ル
テ
ベ
神
父
が
分

担
し
て
お
り
、
そ
の
叙
述
は
や
や
冗
長
で
あ
る
と
と
も
に
、
内
容
的
に
も
興
味
が
薄
い
。
そ
の
終
り
に
附
け
加
え
ら
れ
た
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
執
筆
の
部
分
を

と
っ
て
み
て
も
、
こ
こ
で
の
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
叙
述
に
く
ら
べ
て
重
要
さ
の
度
合
は
低
い
も
の
に
思
わ
れ
る
。

同
・
む
な
苫
九
が
作
っ
た
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ

1
、

ha
喜一色
Hhミ町内丘町内同
¥EWHhむ
な
丸
町

H
u
d
。
b

H

∞
。
。
・
(
岡
、
丈
芯
ま
札
G

N

凶異常同¥(リ
b
b
h一
な
戸
、
お
ミ
h
w
H
M
v
q
u
・)

で
も
、
こ
の
ロ
ッ
ク
の
項
の
後
半
の
部
分
が
他
の
重
要
項
目
の
部
分
と
な
ら
ん
で
抜
き
出
さ
れ
て
い
る
。
な
も
-
H
U
4
l
・)

こ
こ
で
の
デ
イ
ド
ロ
に
よ
る
ロ
ッ
ク
の
と
ら
え
方
は
、
た
と
え
ば
、
リ
ヴ
ォ
ー
や
、
プ
レ
イ
エ
や
、
さ
ら
に
は
、
パ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
哲
学
史

な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
、
普
通
の
ロ
ッ
ク
の
像
と
比
べ
て
、
著
し
い
差
違
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
本
文
で
も
ふ
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
で

デ
イ
ド
ロ
が
ロ
ッ
ク
の
思
想
と
し
て
と
ら
え
、
展
開
し
て
い
る
諸
思
想
、
が
、
通
常
デ
ィ
ド
ロ
そ
の
人
の
思
想
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
と

重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
惹
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
デ
ィ
ド
ロ
の
ロ
ッ
ク
観
、
そ
の
ロ
ッ
ク
の
読
み
方
が
正
し

い
も
の
か
ど
う
か
に
は
こ
こ
で
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
デ
イ
ド
ロ
が
な
に
を
通
じ
て
ロ
ツ
グ
の
思
想
を
知
っ
た
の
か
、

31 



人文科学論集

32 

直
接
に
ロ
ッ
ク
の
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
を
通
じ
て
か
、
あ
る
い
は
、
他
の
た
と
え
ば
コ
ス
ト
に
よ
る
仏
訳
の
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
か
な
ど
を
も
、
全
体
的
な

調
査
の
中
で
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
デ
イ
ド
ロ
の
、
従
っ
て
ま
た
、
『
百
科
全
書
』
に
見
ら
れ
る
ロ
ッ
ク
像
と
い
う

も
の
に
は
、
通
常
の
そ
れ
と
比
べ
て
か
な
り
の
偏
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
ロ
ッ
ク
と
い
う
も
の
が
、
デ

イ
ぷ
ロ
と
、
ま
た
同
時
に
『
百
科
全
書
』
と
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
足
り
る
。

凶
ロ
ッ
ク
が
デ
カ
ル
ト
の
何
を
読
ん
だ
か
は
分
ら
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
受
け
て
い
た
教

育
は
、
主
と
し
て
ス
コ
ラ
哲
学
、
そ
れ
も
オ
ツ
カ
ム
風
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
彼
が
そ
こ
で
得
た
友
人
ボ
イ
ル
に
影
響
さ
れ
て
、
ス
コ
一
フ
の
手
の

こ
ん
だ
論
議
を
一
徳
し
た
デ
カ
ル
ト
の
簡
明
な
方
法
に
魅
力
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
よ
く
分
る
。
ミ
一
対
N
.
d
Q
N
h
n
r
H
h
H
.
S
号、
b

h

b

、
と
N
D
h
-
L
-

NN-Nu

』官、.ω
∞u
t
u河
内

H
円・

周
知
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
は
、
デ
カ
ル
ト
の
生
得
観
念
説
に
対
立
し
た
の
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
、
通
常
の
、
ホ
ッ
プ
ス
と
ヒ
ュ
1
ム
の
橋
渡
し
役
と
し
て

の
ロ
ッ
ク
と
い
う
系
譜
の
他
に
、
ベ
イ
コ
ン
|
デ
カ
ル
ト
|
ロ
ッ
ク
と
い
う
も
う
一
つ
の
系
譜
も
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
系
譜
を
、

ロ
ッ
ク
の
あ
と
引
き
つ
ぐ
も
の
を
バ

l
p
リ
ー
で
は
な
く
て
、
コ
ン
デ
ィ
ア
ッ
ク
と
考
え
て
み
れ
ば
、
デ
イ
ド
ロ
に
至
る
一
つ
の
線
を
か
な
り
は
っ
き
り
と

思
い
浮
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

間
一
六
六
五
年
の
旅
行
を
さ
す
。

凶
こ
の
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
1
伯
一
世

(
S
G
H
h
N
N
N
広
之
久
忌
晶
、
S
F
Rミ
)
l
l
l
ロ
ッ
ク
を
受
け
継
ぐ
道
徳
哲
学
者
と
し
て
有
名
な
シ
ヤ
フ
ツ
ベ
リ

l
伯
三
世

の
祖
父
に
当
る

l

|と
ロ
ッ
ク
と
の
交
友
関
係
は
、
一
六
六
六
年
に
は
じ
ま
り
、
友
人
と
し
て
、
ま
た
侍
医
と
し
て
の
関
係
が
、
七
五
年
の
伯
の
死
ま
で
つ

づ
い
た
。

間
有
名
な
ロ
ッ
ク
の
『
人
間
悟
性
論
』
は
一
六
七
一
年
か
ら
書
き
は
じ
め
ら
れ
、
九

O
年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
完
成
し
た
。

刷
こ
の
亡
命
は
一
六
八
三
年
末
と
さ
れ
て
い
る
。

m
こ
の
帰
国
は
一
六
八
九
年
と
さ
れ
て
い
る
。

剛

一

七

O
O年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ヵ
ッ
ド
ワ
l
ス
の
娘
で
あ
っ
た
、
マ

l

シ
ヤ
ム
伯
夫
人
の
縁
で
ロ
ッ
ク
は
そ
こ
に
寄
寓
し
た
。

間

一

六

六

O
年
の
手
稿
、
な
同

1
2
E
H
3
S
S伐
の
な
ぬ
足
白
h
w
h
マ
ミ
、
J

を
さ
す
も
の
か
、
一
六
九

O
年
に
匿
名
で
出
た
、

R

叫
]
足
。
叫

J3bHS
ミ，

c
s
q
b
E

言

SNuu
を
さ
す
も
の
か
は
こ
こ
で
は
分
ら
な
か
っ
た
。
後
者
に
ロ
ッ
ク
の
政
治
哲
学
の
中
核
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
二
つ
の
部
分
を
含
み
、
ロ
パ
ー

ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
の
た
り
町
、
白
マ
S
3
Fヘ
へ
の
反
論
を
主
と
す
る
第
一
論
文
と
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
政
治
思
想
に
対
す
る
批
判
を
含
む
第
二
論
文
か
ら
成
っ
て

い
て
、
そ
の
中
で
ロ
ッ
ク
は
、
ォ
レ
ン
ヂ
公
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
立
憲
制
を
基
礎
づ
け
る
と
も
に
、
ス
チ
ユ
ア

I
ト
朝
の
支
持
者
た
ち
に
対
し
て
も
、
ま
た
共
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和
制
の
支
持
者
た
ち
に
対
し
て
も
反
対
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
(
A
n
N
N
S
同
町
内
ご
H
H
N
.
h
H
。
ミ
弐
S
S
R
3
H
N
U
F
向
。
h
d
の
宮
、
M
円
~
メ
h
R
t
w
h
M
守
之
さ
げ
と

k
v
F
b
N
g
w
』
守
、
。
屯
M
l
u
J
N
耐
を
お
足
丸
山
N
O
円
・
ミ
.
H
-
w
M
守
、
・
ω
h
u
h
W
I
M
F
お
よ
び
、
ソ
-
ア
カ
デ
ミ
ー
版
、
世
界
哲
学
史
、
第
二
巻
、
四
八
一
頁
な
ど
。
)

側
公
旬
。
遣
。
吋
E
R
見
H
H
h
円
S
R
3
H宮
内
凶
作
片
足
S
H
N
.
。
詰
J
H
。
M
M
A
切
を
さ
す
。

間
食
同
町
、
足
。
~
a
b
h
N
同
J
。
町
内
、
b
w
N
H
N
.
白
J
H
q
∞
M
W
w
お
よ
び
そ
の
英
訳
H
。
∞
M
Y
E
b
匂
町
内
。
R
N
h
R
H
内
1
u
u
u
H
。
M
W門戸

R
b
H
F
号
、
円
、
m
w
H
同
町
、
u
H
。
M
Mぬ
u
R
h
N
可
。
R
W
4
F

h
a
H
内
コ
H
U
W
。
。
・

間
品
。
言
。
。
s
h
札
口
以
内
M

・S.
g
h
A
『
a
s
n
D
2
3
宮
内
出
町
内
h
A刊

H
F
。
同
。

5.詰
h
A
『
，
i
y
H
S
B
内
h
p
b
司
、
h
b
N
.
h
m
持
久
H
F
内
て
白
N
R
G
A
¥
ミ
S
ミ
J
H
。
M
W
H
t
h
N
W

氏
、
R
H
h
q
の
S
S
出
向
、
E
H
N
6
2
円
S
R
3
3
h
a
M
N
白
m
h
h
z
h
H
F
ぬ
て
た
号
、
ミ
ミ
S
ミ
J
ト
S
M
W
U
-

間
n
R
J
g
G
知
器
話
連
H
F
N
s
a
h
。
¥
(
川
守
な
H
t
D
O
E
-
守
号
、
内
向
を
ぬ
誌
に
3
H
F
同
匂
町
、
品
、
H
R
ミ
h
w
u
w
H
q
h
u
u
・
基
本
的
に
は
理
神
論
の
線
に
近
く
、
従
っ
て
ま
た
、

そ
の
寛
容
の
態
度
も
、
ト
無
神
論
者
と
カ
ト
リ
ッ
ク
(
つ
ま
り
、
共
和
主
義
者
と
ス
チ
ユ
ア
l
ト
朝
の
支
持
者
)
と
に
対
し
て
は
制
限
を
加
え
た
ロ
ッ
ク
の
宗
教

上
の
立
場
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
そ
の
『
ル
イ
・
ボ
ナ
バ
ル
ト
の
ブ
リ
ユ
メ
l
ル
一
八
日
』
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
結
局
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
態
度
の
理
論
的
表
現
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ロ
ッ
ク
が
、
そ
こ
で
述
べ
て
い
る
思
想
は
、
根
本
的
に
は
、
『
百
科
全
書
』
の
、
デ
イ
ド
ロ
執
筆
の
『
キ

リ
ス
ト
教
』
の
項
に
示
さ
れ
る
立
場
と
違
わ
な
い
が
、
た
だ
名
誉
革
命
を
通
り
過
ぎ
た
イ
ギ
リ
ス
と
、
こ
れ
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
迎
え
る
フ
ラ
ン
ス
と

の
相
違
が
そ
こ
に
は
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
意
味
で
は
、
デ
ィ
ド
ロ
の
『
理
性
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
』
の
路
線
の
う
ち
に
は
、
む
し
ろ

ロ
ッ
ク
の
そ
れ
を
、
ロ
ッ
ク
自
身
も
望
ま
な
か
っ
た
あ
る
方
向
に
展
開
し
て
行
っ
た
、
ト
l
ラ
ン
ド
の
訟
の
ト
ミ
~
S
Q
S
G
誌
包
遣
い
ま
同
司
3
8
J
N
G
M
U
h
叫
の

考
え
方
に
近
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
(
ソ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
世
界
哲
学
史
、
第
二
巻
、
四
八
O
t
四
八
三
頁
な
ど
。
ま
た
、

見
守
き
丸
一
宮
内
p
w
F
E
H
4
ω
S
t
さ
ド
ベ
・
)

な
お
、
本
文
の
う
ち
で
も
触
れ
て
お
い
た
の
だ
が
、
デ
イ
ド
ロ
と
ト

1
ラ
ン
ド
と
の
閑
に
推
定
さ
れ
る
親
近
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
時
の
唯
物
論
者
た

ち
の
主
要
な
仕
事
は
宗
教
批
判
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は
彼
ら
は
何
よ
り
も
先
ず
無
神
論
者
に
他
な
ら
な
い
。
唯
物
論
は
さ
し
あ
た
り
無
神
論
と
し
て
機

能
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
、
ま
た
ト

I
ラ
ン
ド
や
デ
イ
ド
ロ
の
み
な
ら
ず
ジ
ヤ
ン
・
メ
リ
エ
で
さ
え
も
、
そ
の
宗
教
批
判
の
根
底
に
は
あ
る
種
の

自
然
哲
学
が
あ
っ
た
。
メ
リ
エ
の
場
合
に
は
そ
の
自
然
観
は
な
お
デ
カ
ル
ト
的
で
あ
る
が
、
ト
l
ラ
ン
ド
と
デ
イ
ド
ロ
が
そ
の
宗
教
批
判
を
徹
底
し
て
行
い

え
た
の
は
、
デ
カ
ル
ト
流
の
機
械
論
的
自
然
と
唯
心
論
的
精
神
と
い
う
二
元
論
を
克
服
し
た
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
思
想
の
お
か
げ
で
あ
る
。
ベ
ー
ル
が
は
っ
き
り

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
前
後
の
全
て
の
無
神
論
者
の
背
後
に
は
ス
ピ
ノ
ザ
哲
学
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
、
『
神
学
政
治
論
』
で
の
聖

書
研
究
に
は
じ
ま
っ
で
、
ト
l
ラ
ン
ド
、
デ
ィ
ド
ロ
ら
に
至
る
あ
る
宗
教
批
判
の
形
式
が
あ
り
、
こ
れ
と
ベ
l
ル
ら
の
懐
疑
論
的
な
形
で
の
宗
教
批
判
と
の
合

流
が
、
『
百
科
全
書
』
の
宗
教
批
判
の
骨
組
み
を
な
し
て
い
る
。
た
だ
、
『
エ
チ
カ
』
を
中
心
と
す
る
ス
ピ
ノ
ザ
の
形
而
上
学
が
、
単
に
無
神
論
に
の
み
帰
着
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し
き
れ
な
い
宗
教
的
性
格
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、
そ
の
形
而
上
学
の
構
想
の
萌
芽
を
示
し
て
い
る
『
短
論
文
』
の
う
ち
に
も
は
っ
き
り
と
一
万
さ
れ
て
い

る
。
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
北
大
・
教
養
部
、
人
文
科
学
論
集
3
所
収
の
拙
稿
な
ど
参
照
。
)
ま
た
、
『
百
科
全
書
』
に
お
け
る
宗
教
批
判
に
つ
い
て
は
、

ベ
イ
ル
の
巨
大
な
影
響
を
低
く
見
積
る
こ
と
も
正
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
デ
ィ
ド
ロ
と
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
と
の
関
係
は
彼
の
思
想
の
全
体
を
覆
う
も
の
と
は
な
り

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
『
百
科
全
書
』
の
哲
学
史
関
係
の
項
目
で
は
、
そ
の
思
想
家
の
生
涯
に
か
な
り
の
頁
数
を
費
す
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
『
ポ
ッ
プ
ス
哲
学
』
、
『
ニ
ュ
ー

ト
γ
の
哲
学
』
、
『
ガ
リ
レ
イ
の
哲
学
』
な
ど
の
場
合
に
も
、
同
様
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
『
百
科
全
書
』
は
そ
の
後
の
類
似
の
辞
典
と

同
じ
形
式
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

間
ロ
ッ
ク
の
『
人
間
悟
性
論
』
の
第
一
巻
は
、
主
と
し
て
デ
カ
ル
ト
の
生
得
観
念
説
へ
の
反
駁
に
当
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ロ
ッ

F

が
認
識
の
出
発
点
と
し
て
選
ん
だ
『
直
覚
的
認
識
』
と
い
う
も
の
の
性
格
は
、
デ
カ
ル
ト
の
明
証
的
直
観
に
極
め
て
近
い
も
の
だ
っ
た
。
必
ず
し
も
判
明
に

は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
こ
と
の
真
の
意
味
は
、
そ
の
第
四
巻
に
至
つ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。

間
ロ
ッ
ク
が
、
『
直
覚
的
認
識
』

(FEN-H3b)
や
、
数
学
な
ど
の
『
論
証
的
認
識
』

(bhsg守
ミ

tg)
に
比
し
て
、
『
感
覚
』
(
匂

S
S
E
S
)
に
あ
ま
り
重
要

で
な
い
役
割
を
振
り
当
て
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
外
的
対
象
に
つ
い
て
の
認
識
も
、
ロ
ッ
ク
で
は
、
不
充
全
な
(
ざ
晶
、

35NG)
な
認
識
で

あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
(
ロ
ッ
グ
の
『
実
体
』
に
つ
い
て
の
ひ
か
え
め
な
論
議
を
想
起
せ
よ
)
、
デ
イ
ド
ロ
が
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
ロ
ッ

ク
に
対
す
る
不
満
を
も
ら
し
て
い
る
の
も
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

間
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
諸
学
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
、
自
然
哲
学
と
実
践
的
な
学
、
お
よ
び
、
知
識
の
手
続
的
、
技
術
的
側
面
を
扱
う
、
記
号
と

言
葉
に
関
す
る
学
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
各
々
は
伝
統
的
な
、
、
phま
お
お
』
マ
ミ
』
伊
H
S
n
r
h匙
町
ま
た
は
お
言
。
e
N
S
m
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
言
葉
』
の
研
究
に
は
主
と
し
て
、
第
三
巻
、
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

間
観
念
の
起
源
と
本
性
は
、
主
と
し
て
『
人
間
悟
性
論
』
第
二
巻
の
テ
ー
マ
と
見
な
し
う
る
が
、
そ
こ
で
の
ロ
ッ
ク
の
考
え
方
は
、
外
的
感
覚
の
み
に
由
来

し
な
い
、
思
惟
、
意
士
山
等
々
の
観
念
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
、
コ
ン
デ
イ
ア
ツ
ク
の
感
覚
一
論
を
継
承
し
て
い
る
デ
ィ
ド
ロ
の
不
満
が
述
べ
ら

れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
デ
ィ
ド
ロ
の
構
想
も
、
コ
ン
デ
イ
ア
ッ
ク
の
『
感
覚
論
』
で
の
そ
れ
を
う
け
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
物
体
の
『
第
一
性
質
』
と
『
第
二
性
質
』
を
区
別
す
る
ロ
ッ
ク
の
考
え
方
は
、
い
ず
れ
は
乗
り
越
え
ら
る
べ
き
、
ロ
ッ
ク
哲
学
の
欠
陥
な
の

で
あ
っ
て
、
た
だ
、
そ
の
乗
り
越
え
の
方
向
に
バ

l
p
リ
!
と
コ
ン
デ
イ
ア
ッ
ク
と
の
二
つ
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
コ

γ
デ
イ
ア
ッ
ク
や

デ
イ
ド
ロ
も
ま
た
、
ロ
ッ
ク
の
立
場
の
徹
底
で
あ
る
と
い
え
る
。

側
こ
れ
ら
の
論
議
の
う
ち
に
は
、
デ
イ
ド
ロ
の
思
惟
の
特
徴
で
あ
る
日
常
性
と
、
生
理
学
主
義
的
傾
向
を
見
て
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。



捌
ロ
ッ
ク
は
思
惟
能
力
を
人
間
に
個
有
の
も
の
と
認
め
、
一
言
語
や
記
号
を
要
す
る
反
省
的
思
惟
を
動
物
と
人
聞
を
分
つ
一
つ
の
目
じ
る
し
と
さ
え
考
え
て
い

る
。
従
っ
て
動
物
に
も
記
憶
な
ど
の
能
力
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
植
物
は
一
切
の
表
象
作
用
を
拒
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
デ
ィ
ド
ロ
が
こ
こ
に
述
べ
る

よ
う
な
理
解
を
ロ
ッ
ク
の
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
は
、
に
わ
か
に
は
推
定
が
不
可
能
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
デ
イ
ド
ロ
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
ロ
ッ

F
の
う

ち
に
読
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
。

ロックの哲学
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判
〈 覧表『百科全書』主要項目

II 資料

項目の選定に当って，

桑原武夫編『フランス百科全書の研究J](1954)の巻末の「重要項目一覧J]，および，

A. Soboul; Textes choisis de I'Encycloρ>tdie. (Edition Sociales， 1962) 

よ Voilquin;L'Eηcyclopedie. (Extraits) (Classiques Larousse， 1934) 

A. Pons; Encyclopedie. (Edition de“J'ai lu l'essentiel" 1963) 

e. J. Varloot; Diderot， Textes choisis， t. II (Edition Sociales， 1953) 

などに挙げられている諸項目を参考としたが，そのいずれにも長短があり，またとくに哲学関係のものについて

は不備を感ずるものも多かったので，もとのテクスト自体に当って，独自のリストを作成することにした.

上記のうち，桑原氏編のものは事の性質上，最も多数の項目を収めているが，なぜ、か，哲学関係の主要項目の

うちのいくつかが落ちているのが目についた.

Classiques Lαrousseのそれは，わずか 82頁の小冊子のうちに，d' Alembertの有名な『序論』の全文を収め

ている関係上，他の項目はそえものの感を免れえないが，しかし選ばれている項目はいずれも重要なものばかり

である.

A. Ponsのそれは，約 450頁にわたり，上記の抜卒集のうちで、は，最も多くの項目を収めているが，その選

択の基準が必ずしも明らかでなく，また最重要項目と思われるもののうちのいくつかが欠けている.

内容的に見て最も充実しているのは A.Soboulによるもので，そこには一貫した基準と， 深い研究に根ざし

た，最重要項目の指摘があるように感ぜ、られる.

(1) 

a. 

c. 

d. 

b. 



t、
σコ

よ Varlootによるテクストは，Diderotの執筆にかかる項目のみを，しかも，他のテクストの後に，ごく一部

を挙げているに止るため，はじめからその選択には大きな制限が課せられていた.しかしその限りで、は，そこに

挙げられているわずか 17項目は，ほぼ妥当なものということができょう.

なお，b， c， d， eの各テクスト集には，その時期の研究の方向と水準とを示す，いずれも注目するに足る重要な

序文が附け加えられており，とくに，Soboulの短いそれは，重要な観点を含むものとして注目される.(本文参照)

(2) このリストの作成に当り使用した原著は，北海道大学・文学部・辞書資料室所蔵のもので，四つ折版の，各々本

文 36巻，図版 (Planches)3巻，計 39巻から成っている，いわゆる Pellet版，第 3版である. その正式の呼

称は

“Encyclopedie ou Diction1J，aire raisonne des sci・'ences，des arts et des metiers， par une Societe de Gens de 

Lettres， mis en ordre et publ必 parM. Diderot; quantδla partie M叫ん，ematique，par M. D'Alembert.-

Troi・'siemeedition-A Geneve， chezみan・LeonardPellet， lmprimeur de la Reμbli・que，-ANeufchatel， chez la 

Soαiete Typographique.-M. DCC. LXXVIII."となってし、る(なお，全 39巻中， 1778年中に第 1巻-13巻

が，次の 79年中に残りの第 14巻-39巻が刊行されている.)

この版を，他の版，とくに，初版 (Textesoriginal)， Paris， chez Briasson， 1751-1780，35 vols.， in fol必.

および，その第二版 (Deuxi初leedition) 1758-1771， 28 vols.， in folio. 

と比較すれば，

Nouvelle edition， Geneve， Pellet， 1778-1781， 45 vols.， in quarto. 

および，Editi・onde Lauet， Berne， chez les Societes Typographiques， 1780-1782， 45 vols.， in quarto. 

により近く，初版の本文 17巻，図版 11巻 (1772年までに完了)， および Marmontelの手になる補巻

(Supplement) 4巻 (1776-77)，図巻 4巻 (1780)，索ヲI(Tables) 2巻 (1780)という数字を考慮に入れると

き，とくに図版の圧縮されているのが目立った特徴といえる. なぜ、図版をとくに 3巻のみに圧縮したかについて

は，図版の第 3巻目，全体の 39巻目の巻頭の Avertissementで，編者はその主たる理由を，本文と重複した部

保
組
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宮3分を省いたためだと述べているが，恐らく，図版そのものも大幅に削られているものと推定され，この図版の部分

を初版と同じ，あるいは，それに近い形にすれば，全 39巻という数字は 45巻に近いものとなったにちがし、ない.

それ故，本文の部分だけをとれば，北大の版は他の第三版と極めて近いものだったと思われる.とにかく，初版そ

のもの，とくにその図版の部分の現物を見ることができなかったので，北大の版および，他の研究書の披述などか

ら上記のように推定しうるのみである.

なお，北大所蔵の版の図巻では，その第 I巻は Sciencesmathematiques関係の図版を中心とし，第 2巻は全

体が Anatomieの図版に当てられ，第 3巻は，Mathemati・'que，Algebre， Mechanique， 0ρ，tz・'que，Astronomie， 

Physiqueなどに関するごく少数の図版と Musi・'que，Architecture関係の図版からなり，各々の図版には，それ

に先立って簡単な説明文もつけ加えられている.本文中には，いくつかの表はあるが，図版は殆んどなく，ただ

36巻の巻末に Horlogeの説明図が見られるのみである.

(3) 以下のリストでは，左から

イ.原項目名

戸.その訳名

ハ.北大・文学部所蔵の第 3版の巻数，

が示されており

ニ.備考欄のO印は，それぞれ，それが該当する記号，桑， S， L， J， V， ATによって指示されるテクストの中

に，その項目の一部または全部が載せられていることを示している.

ホ.桑， S， L， よ~V は，それぞれ上記の (1) で示しておいた， α， b， c， d， eの下線を施した部の略号で、あり，

それぞれ，各テクストを指示するものである.

へ.ATなる記号は， Assezat-Tourneux版の illuvrescompl，企tesde Diderot， 20 vols.， 1875-77.を指し，

該当するO印はその，t. XII1 (A-B)， t. XIV (C-E)， t. XV  (F-L)， t. XVI (L-Q)， t. XVII (R-Z)に

収められている項目であることを示す. これらについては，よ Proust;Diderot et L' Encyclopedi・6 による決

および頁数

叫
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定的な考証があり，この全集に載っているということは，それが極めてわずかの例外を除いて，Diderotその

人の執筆した項目であることを意味するものである.

Encyclopedieの原テキストでは，Diderotの執筆項目は*印(星標)によって指示され，またしばしば，

全く執筆者の署名等のないもので彼の書いたものもある.なお，Diderot についで多くの重要項目を分担した

d' Alembertの執筆項目は (0)なる記号で，その項目の末尾に指示され，ゐucourtの場合には，執筆項目の

末尾に，それが l'article du Chevalier deゐueourtであることが明瞭に示されていることが多く，また，

(Dよ)の記号で指示されている場合もある，他の執筆者の場合にも，d' Alembertのようにあらかじめ定めら

れた記号で、か， あるいは署名入りで，その執筆項目が明らかになっている.無印，無署名のものの多くは，極

めて短いものか，または Christianismeなどの項のように，弾圧に対する配慮によるものと考えられる項目か

である.

ト.S， J， L， Vに収められている項目の多くは，当該項目中の編者が重要と考えた一部分のみである. 項目の

全文が戴っている場合は稀れである.(執筆の分担については，Discours preliminaire， t. 1， p.ρ. lxxiij""'，お

よび，t. 1および t.7の巻頭の Marquesdes Auteursによってほぼ判明するようになっているが，一部は

後の研究によって明らかとなって来ている).
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~ 
原 項 目 名 |同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 Is I J I L I V IAT 

Discours preliminaire des editeurs 編集者の序 1 i ，..，lxxxj O 
(d'Al仰 bert) 論

Absolu 絶対 1 167，..， 8 O 
Abstraction 抽象 1 179，..， 88 

Action (moral，め 行為 1 458，..， 61 O 
Agriculture 農業 1 659-88 O O 
Algebre 代数学 2 86，..， 92 O 

AJ(fAmJzfaemgnaE nds) ドイツ 2 169，..， 79 O O 
(ドイツ人)

Ame 霊魂 2 294，..，340 O 
Amour propre 自愛心 2 407，..， 19 O O 
Analogie 類推 2 479，..， 83 O 
Analyse 分析 2 485，..， 8 O 
Anatomie 解剖学(同 2 511，..， 58 O 

図表と解説) 2 558，..， 94 

Angleterre イギリス 2 657，..， 8 O 
Animal 動物 2 671，..， 84 O 
Application d'une science a l'autre 科学の応用 3 66，..， 71 O 
Architecture 建築 3 252，..， 61 O 
Argent 銀 3 295，..，306 O O O 

戦
相
幅
制
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寵
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...... 
咽

Aristotelisme アリストテ 3 334-68 
レス哲学

Arithmetique 算数 3 369-88 

Art 技術 3 474-81 O O O O O 

Art (Beaux-arts) 芸術 3 481-503 O 

Association d' idees 観念連合 3 698- 9 O 

Astre 星 3 715-30 

Astronomie 天文学 3 740-62 

( 1) Astrologie 占星術 3 735-40 O 

Athee， Atheisme 無神論(者) 3 777-829 O O 

Atomisme アトム論 3 855- 6 O O 

Attention 注 意 3 895- 9 O O 

Augustin， Augustinien アウグステ 4 51- 3 
イヌス，の

Automate 自動機械 4 116- 8 

( 2) Autorite politique 政治的権威 4 120- 5 O O O O O 

Axiome 公理 4 139-44 

Baconisme ベイコン哲 4 191- 3 O 
ゴ企主4ー

Beau 美 4 608-36 O O 

Bible パイプ、ル 5 7-15 O 

Bien 善 5 42- 5 O 

wm
紙
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原 項 目 名 |同訳名|第3版，巻数，頁数(桑 Is I J I L I V IAT 
Bon 善 5 250- 5 O 
Bonheur 幸福 5 260- 2 O O O O 
Bourg， Bourgeois ブルジョア 5 390- 1 O O 
Caffe コーヒー 5 749-53 O 
Calvinisme カルピン主 5 883- 4 O 
Campanella 義

ヵγパネルラ 6 44- 7 

Canal 運河 6 95"，114 

Canon 法典 6 151'" 60 O O 
Caractere 性格 6 263-66 O 

&286-98 

Cartesianisme デカルト哲 6 409"，  27 
A寸'4一

Categorie カテゴリー 6 540- 1 O 
Catholicite カトリック 6 545- 6 O 

性

Cause 原 因 6 568-75 O 
Certitude 確実性 6 712-41 O O 
Chaldeens (Philos. de) カルデア人 6 779-804 O O 

(の哲学)

Chaleur 拶h 7 1"，  31 O O 

叫
判
担
情
動
中
仏
U

帆
〈



。。
叩

Change， (-ment) 変化 7 215-25 O 
Chanson シャンソン 7 237-42 O 
Charbon 炭素 7 293-307 O 
Charge 官職(合図 7 322-83 O O 

表)

Charles IV シャノレル4 7 399-411 O 
世

(3) Chri・'stianisme キリスト教 7 831-40 O O 
Chimie 化学 8 12-63 O 
Cite 都市 8 172- 4 O O 
Citoyen 市民 8 181- 3 O O O O 
College 学院 8 490~500 O 
Comedie 喜劇 8 560-80 O 
Commete 著星 8 581-97 

Commerce 商業 8 919-34 O O 

Communaute 共同体 8 671- 7 O 
Cωηmune 地域団体， 8 682- 6 O 

共同権，下院

Conception 概念 8 799-80 O 
( 4) Connoissance 認識 8 964-79 O 
Conscience 意識(良心) 9 14-18 O O 
Constitution 憲法 9 150-66 

Construction 構造 9 167-213 

鴨
川
臥

l
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郎
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剛
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|同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 Is I J I L I V IAT 原 項 目 名

Contemplation 冥想 9 233"，  4 

Continuite 連続性 9 242'" 4 

Contradiction 矛盾 9 247 '" 8 O O 
Copernique (Systeme de) コベルニク 9 372- 5 

ス(の体系)

Corps 物体 9 514"，  8 O 
Corps (humain) 身体 9 520"，  7 O 
Corがlsculaire 粒子的 9 537"，  40 O 

Cosmologie 宇宙論 9 593-600 

Courbe 曲 線 9 757-77 

Creation 創造 9 865'" 75 O 
Crime 犯罪 9 916"，  22 O 

(5) Cri・'tique 批判 10 1，..， 22 O O O 
Decouverte 発見 10 456，..， 8 O 
Deduction 演緯 10 502，..， 3 O 
Dえがnition 定義 10 533，..， 40 O 
Deisme， (Deistes) 理神論(者) 10 586，..， 8 O 
Democratie デモクラシ 10 667，..， 71 O O 

一
Demonstration 証 明 10 679，..， 81 O 

(6) Desir 欲求 10 817"，817 O 
Dialectique 弁証法 10 910"，  3 O 

総
指
幅
叫
貯
十
時

M
R
〈



ばコ
てが

Dictionaire 辞典 10 963-83 O 

Dieu， Dieux 神，神々 10 996-1011 O O 
Droit 法 11 385-99 

Droit civil 民法 11 399-401 O 

Droit francois フラ γス法 11 402- 9 O 

Droit prive 私法 11 415-20 

Droit naturel 自然権 11 424- 9 O O O 

( 7) Dynamique 動力学 11 507- 9 O O 

Eau 11 528-62 

( 8) Eclectisme 折衷主義 11 670-712 O O O O O 

Eclijう'se 食 11 712-40 

( 9) Ecole (Philos. de) 学院哲学 11 749-50 

(10) Economie 経済 11 807-28 O O O 

Education 教育 11 929-40 O 

Editeur 編集者 11 917- 8 O 

Effet 結果 11 946- 7 O 

Egalite naturelle 自然的平等 11 962- 4 

Eglise 教会 11 975-85 O 

Egoisme エコーイスム 11 996- 7 O O O 

Egyptiens (Philos. de) エジプト人 11 1004-12 O 
(の哲学) O 

Elasticite (Elastique) 弾 {生 11 1022-31 O 

制
紙

l
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原 項 目 名 |第3版，巻数，頁数|桑 Is I J I L J~IAT 

Eleatique エレア派 12 6-14 O O 

(11) Election 選挙 12 17-42 

Electricite 電気 12 43-59 O 

Elemens des sciences 諸科学の原 12 86-98 O 
理

EmPirique， Empirisme 経験的，経 12 276-80 
験論

(12) EncycloPedie 百科全書 12 361-410 O O O O O 

Ennui 倦怠 12 492- 4 O 

Entendement 悟性 12 537- 8 O 

Epicureisme (-risme) エピクロス 12 662"" 72 O 
哲学

Equation 方程式 12 786-836 

Erreur 誤謬 12 945"" 6 O O 
Esclavage 隷属 12 990，....， 9 O 

Espace 空 間 12 1107，....， 22 O 

Est企印 種 13 1，....， 33 O 
O 

ESlうrit 精神 13 36，....， 41 O 

Essence 本質 13 78，....， 9 

(13) Esthetique 美学 13 90- 2 O 

Etats 国家 13 154"" 66 O O 

報
担
佃
叫
併
寵
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判
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む、
寸4

Etat de nature 自然状態 13 147"，  51 O 

Ether エーテル 13 210'" 4 

Ethiolうiens(Phi・'[os.de) エチオピア 13 217 '" 9 O O O 
人(の哲学)

Evangeli・ste 福音主義者 13 350"，  60 O 

Evidence 明 証 13 411'" 31 O 
Excommunication 破門 13 481"，  91 O 

Existence 存在 13 559"，  71 O 

Exjぅerience 経験 13 625'" 6 O 
Experimental 実験的 13 626"，  33 O O 

Faculte 能 力 13 767"，  84 O 

Fait 事実 13 807"，  9 O O O 

Eamille 家族 13 822- 5 O 

Fanatisme 狂信 13 826 O O O 

Femme 女性 13 949'" 64 O 

Fer 鉄 13 994"，1003 

Ji'erme 小作地 14 6"，  17 O 

(14) Fermiers 小作農 14 37"，  58 O O O 

Feu グく 14 162"，  85 O 

Finance 財政 14 519"，  24 O O 

Fluides 液体 14 648，...， 65 

版
以

l
出
陣
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原 項 目 名 |同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 Is I J I L I V IAT 
Foi 信仰 14 767-97 O 

Foible (-esse) 弱い(ーさ) 14 803-16 O O 

Force 力 14 958-84 O 

France フラ γス 14 320- 3 O O O 

Francois ou Francais フランス人 15 338-57 O O O 
Futur 未来 15 603- 9 

Gali・lee(Philos. de) ガリレイ 15 691- 8 
(の哲学)

Gazette 新聞 15 869-71 O 
Generation 世代 15 918-47 O O O O 

(15) Geneve ジュネーヴ 15 959-67 O O 
Genie 天才 15 976-83 O 
Geographie 地理 15 5-36 O 
Geometrie 幾何学 16 42-57 

Gourmandise 美食 16 325- 6 O 
Gout 趣味 16 332-57 O 

Gouvernement 政府 16 388-94 O O 

Grains 穀物 16 433-68 O O 
Gravitation 重力 16 545-56 O 

叫
判
担
縮
刷
併
寵

M
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σ3 
寸4

Grecs (Philos. de) ギリシャ人 16 575--88 O 
(の哲学)

Guerre 戦争 16 757，...，808 O O 
Haine 憎しみ 16 907 O O 
Harmonie 調和 17 74--85 O O 
Harmonie preetabli・6 予定調和 17 85-- 7 

Heros 英雄 17 396--403 O 
Heureux 幸福な 17 427-- 9 O O 
Hierarchie 階層 17 443-- 6 O O 
(16) Histoire 歴史 17 576--85 O O O 
Histoire naturelle 自然史 17 585--93 O 
Hobbisme ホップス哲 17 597--612 O O O O 

A寸'4ー

Homme 人間 17 668--707 O O O 
Honneur 名誉 17 722-- 7 O 
Humain (Espece) 人類 17 840-- 5 O O O 
Hypothese (-tique) 仮設(的) 17 994--1001 O 
ldeal 理想 18 152--61 O 
Idee 観念 18 161--70 O 
ldentite 同一性 18 171-- 4 O 
lmagination 想像力 18 371-- 7 O O 

術
紙
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原 項 目 名 |同訳名 i第3版，巻数，頁数|桑 Is I J I L I V IAT 

Immaterialisme (ou Spiritualismめ 非唯物論 18 391- 9 O O 
(または唯
d心論)

lmpot 租税 18 447-52 O O O 
Imprimerie 印刷所 18 458-86 

Indifference 無記 18 604- 5 O O 
Indigent 貧乏人 18 605 O O O 
Induction 帰納 18 634- 9 O O 

Industrie 産業 18 647- 9 O O O 
Infaillibilite 無謬性 18 651- 2 O 

Infini (一同 無限(性) 18 675-86 

In.βuence 影響 18 727- 8 O O 
Interet 利子 18 932- 5 O O 
Insensibilite 無感動 18 828- 9 O O 

(ストアの)

Intolerance 不寛容 18 976- 9 O O O 
Intelligence 知性 18 889 O 
Irreligieux 非宗教的 19 92 O O 
Jalousie 嫉妬 18 44 O O 
Jansenisme ジャンセユ 18 60- 3 O O 

スム

叫
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指
幅
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...... 
L.Q 

Japon 日 本 18 68-72 O 
Japonais (Philos. de) 日本人(の 18 72- 7 O 

哲学)

Jesuite ジェジュイ 18 258-65 O O O 
y ト

Jesus-Christ イエス・キ 18 265-73 O O 
リスト

Journal 新聞 19 57-68 O O O 
Laine (Manufacture en Laine) 羊毛(製造) 19 445-58 O 
Langue 号に三コ子 三ロ五ロ 19 559-88 

Lecteur 読者 19 727- 9 O 
Legislateur 立法者 19 769-79 O O O O 
Leibnitzianisme ライプニッ 19 790-807 O 

ツ哲学

Lettres 文字 19 873- 9 

Liberte (morale) 自由(道徳 19 979-96 O O O 
的)

civile 市民的自由 19 996- 7 O O O 
naturelle 自然的自由 19 996 O O O 
ρolitique 政治的自由 19 997 O 
de penser 思想の自由 19 997-1000 

Litterature 文学 20 164- 5 O 

w
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"' 原 項 日 名 |同 訳名 |第3版，巻数，頁数 |桑 1 s 1 J 1 L 1 1' IAT 
Locke ロック 20 226- 9 O 
Logiquc 論理学 20 252- 9 O O 
Loi 法 20 269- 73 O 
Loi..;向Jldamclltal 基本法 20 292 O O 
Loi lIaturelle 自然法 20 300- 2 O O 
Lumiere 光 20 455- 66 

LUllC 月 20 471-501 

Lllxe 寺普修 20 544- 58 O 

1I1achiavelisme マキアヴェ 20 616- 7 O O O 
リスム

l¥1achillc 機械 20 619- 30 

Ma.gie (ーciell) ほ術 (土) 20 706-12 O 
Magnetisque (-tisme) 磁気 20 723_ 41 

Mal EE 20 851- 6 

Malad陪 病気 20 874- 89 
Malebrallchisme マーノレプラ 20 899-901 O 

γ γ ュ哲学

lVfalhcm 不卒 20 904- 札5 O 
l¥1mfIcheisme マユ教 20 964- 80 O 
(17) Mamifac川町 マニ ュプア 20 1031- 5 O O O 

タチ ャー

Man'age 結婚 21 74-102 O 

町
時
鍾
朴
寵
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包

Nlaterialiste 唯物論者 21 241 

Nlathematique 数 学 21 231~ 2 

(18) M叫 iere 物 質 21 244~ 50 O 
A1echallique 力 学 21 332~ 9 O 
Nledeci1le 医 学 21 337~ 63 O O 
lvled山ltWJl 兵想 21 415~ 6 O O 
l¥IIegarique メガラ学派 21 425~ 8 

l¥IIemoire 記 憶 21 471~ 7 O 
Me11diallt (-cite) 乞食(生活) 21 482~ 8 O 
Mer 海 21 536~ 47 O 
M出sw メシア 21 630~ 41 O 
Metal 金 属 21 687~ 94 

Metallllrgie 冶金学 21 695~702 O 
Metaphyique 形而上学 21 710 O O 
Meteere 気象学 21 719~ 20 

Methode 方 法 21 721~ 49 O 
(19) Metie， 手工業 21 754~ 7 O O 
M.山田co1>e(-co1>ique) 顕微鏡(的) 21 828~ 36 

M;11;..I，-e (d'etnt) 大 l主 21 942~ 8 

M，出 l/.1"S rn官[ 22 45....... 59 O O O O 

町
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苫

|第3版，巻数，頁数|桑 Is I J I L I V IAT 
モリナ主義 22 91'"'-' 2 

君主制(絶 22 103'"'-' 6 O O O 
対，制限)

世界 22 111'"'-' 2 

貨幣 22 118'"'-' 25 O 
道徳(性) 22 234'"'-' 43 O 

死 22 272'"'-' 88 

モーゼ、の 22 313'"'-' 20 O O 01 
またはキリ

ス学ト教)の
(哲

運動 22 463'"'-' 81 

音楽 22 601'"'-' 12 O 

神秘思想 22 649'"'-' 50 O 

出生 22 679'"'-' 80 

国 民 22 747 O O O 

自 然 22 753'"'-' 6 O O 

自然の 22 764'"'-' 75 O 
必然性 22 819~ 20 O 
ニュートン 22 947'"'-' 52 O 
哲学

名

Molinisme 

Monarchie (absolue， limit制

目項原

戦
相
備
が
蕊
U
R
〈

Monde 

M仰 noie

Morale (Moralite) 

Mosaique ou chretien (Philos.) 

Mouvement 

(20) Musique 

Mystique 

Na"Itre 

Nation 

(21) Nature 

Naturel 

Necessite 

Neωtonisme 

Mort 



11) 
Uコ

Noblesse 貴族 23 7-33 O 
Nombre 数 23 75-80 

Notaire 公証人 23 128-53 

Notion 概念 23 161- 2 O 
Nouveaute 新しさ 23 185- 6 O 
Objet 対象 23 269 O 
Observation (-teur) 観察(測) 23 287-313 

(者)

Obligation 責務 23 271- 5 O 
白 conomiepolitique 経済学 23 415-57 O 
但 il 眼 23 415-57 

α~uvres 作品 23 533- 4 O 
Olympiade オリシピッ 23 618-36 

ク(附図表)

Ombre 影 23 660-84 

Ontologie 存在論 23 724- 6 O O 
Opera オペラ 23 740-59 O 
Operati・on 手術 23 759-68 O 
Opression (-sieur) 抑圧(者) 23 794- 5 O O O 
Optimisme オプティミ 23 796- 7 O 

スム

Optique 光 A寸ミ4一 23 797-802 O 
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出
原 項 目 名 |同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 Is I J I L I V IAT 

Or 金 23 803-10 

Ordonance 命令 23 921-41 O 
Ordre 秩序 23 942-60 O 
Organe 器官 24 1- 2 

Organisation 組織 24 2 O 
Orphique オルフイツ 24 61- 7 

ク教

Oscillation 振動 24 97- 9 O 
Pair (de France) 廷臣 24 271~ 89 

Paix 平和 24 293~ 6 O O O O 
Pape 法王 24 431~ 44 O 
Papier・ 手兵 24 475~ 98 O 
Paradis (terrestre) 天国(地上 535~ 8 O 

の) 24 

Parallelisme 併行論 24 567~ 73 

(22) Paris ノ、。 リ 24 633~ 61 O 

(23) Parlement 高等法院， 24 668-786 O 
議会

Parmenideenne (Philos.) パルメニデ 24 789 O 
スの(哲学)

Parole 言葉 24 801- 2 O O 

級
相
個
叫
併
本
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〈
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Passage 軌道 24 873，....， 85 

Passions 情念 24 931，....， 9 O O 

Patrie 祖 国 24 1000- 3 O O O 

Patriote (-tisme) 愛国者(心) 24 1004，....， 6 O 

Peche 罪 25 37，....， 9 O 

Peine 罰 25 82，....， 9 O 

Peinture， Peintre 絵画(家) 25 93，....，134 O O 

Pendule 振子 25 171，....， 90 

Pensee 思想 25 219，....， 23 O 

Pepin ベパン 25 241，....， 70 

Perception 知覚 25 276，....， 9 

Percussion 衝突 25 283，....， 91 

Pere 父 25 298，....，300 O 

Pere de l' eglise 教文 25 300，....， 18 O O 

Perfection 'フ==ロ・ 全 25 322，....， 3 O O 

ロ4)Perilう'atheticienne ベリパトス 25 351，....， 65 O 
学派の

Perpetuel 永久の 25 407，....， 9 O 

Personne (-nalite) 人格(性) 25 473，....， 6 

Perspective 展望 22 479，....， 91 

Pesent，仰 7・ 重 さ 25 503，....， 12 

側
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原 項 自 名 |同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 1 s 1 J 1 L 1 V IAT 
Peste ベスト 25 525，...， 37 

Peuple 人民 25 572，...， 4 

Pheniciens (Philos. de) フェニキア 25 625，...， 6 、O O 
人(の哲学)

Phenomene 現象 25 626，...， 32 

(25) Philosophe 哲学者 25 667，...， 70 O O O 
Philosophie 哲学 25 670，...， 8 O O 
Physico-mathematique 物理数学 25 736，...， 7 

Physiologie 生理学 25 737，...， 9 O 
Physique 物理学 25 740，...， 2 O 
Pierres 石 25 806，...， 40 

Pierre Precieuse 宝石 25 855，...， 63 

Piete 敬度さ 25 868，...， 70 

Plaisir 快楽 26 59，...， 64 O O 
Plan 平面 26 64，...， 75 

Planete 惑星 26 85，...， 99 

Platonisme プラトン哲 26 195，...，209 O O 
A寸U与与

Poeme 詩 26 326，...， 80 O 
Poete 詩人 26 388，...，406 O 

叫
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o'l 
uコ

Point 点 26 451"，  3 

Police 警察 26 547"，  62 O 

Politiqte 政治学 26 579"，  87 O O 
(26) Polytheisme 多神論 26 104 O O 
POlりulation 人 口 26 816"，  47 O O O 
Port-Royal ポール・ロ 26 909"，  10 

ワイアーノレ

Pouvoir 権 力 27 193"，  5 O O O 
Predestination 予定 27 228"，  37 O O 
Predetermination 前定 27 237"，  44 O 
Premotion physique 前動 27 260'" 4 O 
Preoccu pation 先入見 27 266"，  8 O O 
Pressentiment 予感 27 326"，  30 

Pret a interet 利息附貸借 27 348"，  52 

(27) Pretres 僧侶 27 360"，  5 、O O O O 
Pr・仰M 証 明 27 388"，  95 

Principe preJηier 第一原理 27 424"，  6 O O 

Privilege 特権 27 450"，  6 O O O O 

Probabilite 蓋然性 27 459"，  70 O 
Probleme 問題 27 473"，  7 

Profit 利益 27 522- 3 O 
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原 項 目 名 同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 Is I J I L I v IA~I 

Production 生産 27 515"，  6 O 

(28) Progres 前進(進歩) 27 526 O O 

Progアession 級数 27 526"，  35 

Prophetie (-phete) 予言(者) 27 584"，  8 O O 

Proportion 比例 27 596"，  9 

Proposition 命題 27 606"，  14 O O 
Propriete 所有権 27 640"，  2 O O O O 

Prostituer (-tution) 売春 27 664 O O O 

Protestant プロテスタ 27 672 
ント

Providence 摂理 27 681'" 92 O O 

Prudence 慎重さ 27 712'" 25 。 O 

Puissance 強 さ 27 791'" 4 O 
グ 権力 27 794"，  6 O 

// papale 法王権 27 798"，801 O 
グ paternelle 父権 27 801"，  5 O 
Puritain ピューリタ 27 859"，  61 O O 

ン

Pyramide (d' Egypte) ピラミ y ド 27 885'" 91 O 

Pyrrhonienne ou Scepti・que(Philos.) 
懐(哲疑学論)の

27 916"，  26 O 
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Pythagorisme ピタゴラス 27 931，....， 59 O 01 
哲学

Qualite 質 28 34，....， 6 O 

Quantite 量 28 38，....， 43 

Raison 理性 28 264，....， 6 O O O 
Raisonnement 推論 28 270，....， 2 O O 
Rayoll 光線 28 414，....， 7 

Realiste 実在論者 28 421 

Reaux et N ominaux 実在的と名 28 422，....， 3 
目的

Reduction 帰結 28 515，....， 8 O 

Reflexion 反省，反射 28 525，....， 33 O 
Reformation 宗教改革 28 525，....， 6 O 

Regale 王権 28 567，....， 72 

Regime 体制 28 583，....，605 

Regle 規則 28 609，....， 15 O 

Relatif 相関的 28 692，....，708 

Relation 関係 28 709，....， 12 O 

Religi，ωz  修道士 28 738，....， 40 O 

Religion 宗教 28 740，....， 60 O 
Repos 静止 28 850，....， 2 
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原 項 目 名 [同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 IS I J I L I V IAT 

(29) Representant 代議士 28 858--65 O O O O 
Reproduction 再生産 28 869"，  76 O 
Relうublique 共和制 28 877"，. 92 O O 
Respiration 呼 吸 28 936--60 

Revelation 啓示 29 64-- 7 O 
Revolution (d' Angleterre) 革命(イギ 29 97，....， 8 O 

リスの)

Rhetorique 修辞学 29 151-- 2 O 
Richesse F昌=と. 29 201--17 O 
Roberval ロヴェノレヴ 29 281 

アーノレ

Roi 国王 29 316-- 7 O 
Romain (Empire) ローマ(帝 29 347--56 

国)

Romains (Philos. des) ローマ人 29 363-- 7 O 
(の哲学)

Rotation 回転 29 444-- 8 

Russie ロシア 29 575--81 O 
Sacrement 秘蹟 29 636--41 

Sacrifice 犠牲 29 641--52 O 
Sage 賢者 29 670，....， I O 
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Sagesse 知恵 29 673- 4 

Sang 血液 29 923-56 

Sarrasins ou Arabes (Philos. des) サラセン人 30 44-71 O O O 
(の哲学)

Satellite 衛星 30 80-92 

Scepticisme (ou Sceptique) 懐疑論(者) 30 238-40 O 

Scholastique スコラ哲学 30 274-88 O 

Science 科学 30 306- 9 O 
グ de Medaille メダル学 30 313-66 

Secretaire (de Roi) 書記 30 512- 8 

Sectes 宗派 30 532- 3 O 

Senateur (romain) 元老院議員 30 720- 4 

(30) Sens 感官 30 739-71 O O 
Sensation 感覚 30 773-80 O O O 
Sensibilite 感受性 30 780-810 O O 
Sentiment (intime) 感情 30 823- 5 O O O 

Serf 農奴 30 868-71 O 
Sexe 性 30 1001- 3 O 
Siaka シャカ 30 6- 8 

Siecles d'ignorance 無知の世紀 30 51 O 
Signe 記号 30 81- 4 
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原 項 目 名 [第3版，巻数，頁数|桑 IS I J I L I V IAT 
Societe 社会 31 217-30 O O 

Socratique (Phi・los.) ソグラテス 31 236-45 O O 
の(哲学)

Soleil 太陽 31 332- 8 O 

Sophisme 詑弁 31 443- 7 O 

Souverainete 主権 31 573- 8 O O O 

S戸rlOza(-ziste) スピノザ 31 656 O O 
(主義者)

S戸'ritualite 精神性 31 667 - 8 

Stoicisme ストア哲学 31 759-72 O 

Substance 実体 31 867 - 70 O 

Suffisante (Raison-) 充足理由 31 970- 2 

Suicide 自 殺 32 2- 6 O O 
Suisse スイス 32 15-37 O 

(31) Superstition 迷信 32 71-86 O O O 
Surnaturel 超自然 32 129-30 O 
Syllogisme 三段論法 32 192-202 O 
Symbol 象徴 32 203-217 

Sympathie 同 情 32 219-28 O 

Synagogue ユダヤ教会 32 233- 7 O 

叫
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Synthese 綜合 32 268，...， 71 O 

Systeme 体系 32 297，...，310 O 

Tabac タノミコ 32 349，...， 54 

Table 表 32 369，...，457 

Tactique 権謀 32 503，...， 8 

Talent 才能 32 596，...， 8 

Taxe 税 32 749，...， 52 O 

Telescope 望遠鏡 32 821，...， 45 

Tems 時間 32 925，...， 41 

Testament 遺言 33 134，...， 44 

Theatre 演劇 33 215，...， 53 

Theisme 有神論 33 262，...， 81 O 

Theologie 神学 33 291，...， 6 O 

(32) Theocratie 神権政治 33 287~ 9 O O O 

Theor，初ze 定理 33 297，...，310 

Theosophes 接神術者 33 310，...， 23 O O 

Thomas トマス 33 367，...， 72 

Thomasius トマジウス 33 372"，  90 O 

Thomiste トマス主義 33 390，...， 2 
者

Tolerance 寛容 33 591"，600 O O O 
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原 項 目 名 |同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 Is I J [ L I V [AT[ 

Tradition 伝統 33 812- 5 il 0 

Tragedie 悲劇 33 826-59 O 
(33) Traite de Physiologie 生理学 33 889-926 

Tranquillite 平静さ 33 940- 3 

Trinite 三位一体 34 195-207 

Tycho (Systeme de) チコ(の体 34 467- 8 
系)

Tyran (-nie) 暴君(政) 34 489-93 O O O 
Valeur 価値 34 575- 7 O 
Vanite 虚栄 34 601- 2.10 

Variation 変化 34 616-25 

Vegetal 野菜 34 666-90 

Venerie 犬猟術 34 769-836 

Venise ヴェニス 34 840-58 

Veracite 誠実 35 13- 4 

Verite 真理 35 58-72 O O O 
Verre (Verrerie) ガラス(製造) 35 110~213 

Vertige めまい 35 251- 6 

Ver・tu 徳 O O 
Vibration 振動 35 1351- 8 
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Victoire 勝利 35 381"，  5 

Vie 生命 35 391"，406 O O 
Ville (fondation de) 都市(の建 35 448"，  54 O 

設)

v:仇 酒 35 459"，  84 

Virginite 処女性 35 547"，  50 

Vision 視覚 35 578"，  96 

Unitaire 唯一神教徒 35 666"，  90 

Unite 単位 35 690"，703 O 
Univers 宇宙 35 704 

Universel 普遍的 35 705"，  8 

Voix 声，投票 35 754"，  71 

Voler 盗み 35 787"，  92 

Volonte 意志 35 800"，  2 O 
(34) Vraissamblance 真実らしさ 36 8"，  26 O O 
Usage， Coutume 習慣 36 79"，  88 

Vue 視 力 36 154"，  64 

Vuide 真空 36 177"，  81 O 
(35) Wolstrope ウォーノレス 36 277"，.86 

トローフ

Zenda Vesta ゼシ夕、、・ヴ 36 398"，404 O O 
ェス、タ
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|同訳名|第3版，巻数，頁数|桑 Is I J ¥ L I V IAT 名目項原

404，....， 5 36 

36 

禅思想Zendicisme 

475，.，.， 9 ゾロアスト
ノレ

Zoroastre 

514，....， 36 36 キ
讃
ス
の
一
ア
ヘ
ン
一モュ
辞

Eloge de M. le President de Montesqui，ω 

537，....， 55 36 ド・マルセ

ーへの讃辞
Eloge deβ1. de Marsais 

555，....， 60 36 ラングレと
マレへの讃
辞

契

Eloge de MM. Lenglet et MaZZet 

1010，....， 11 36 約Contrat 

36 家

仰

1016，....， 8 

1019，....， 20 36 

国

信

(36) Etat 

Foi 



cn に。

註

1)桑原氏編の一覧表では，Astronomieと Astrologieとが混同されている.Astrologieは占星術で，重要なのはダランベーノレの執

筆した前者である.

2) この項は備考欄のO印からも分るように，各テクストがいずれもとりあげている.ディドロの書いた項目中でも最も有名なものの

一つである.ただ Soboulのテクストでは，この項が落ちて，かわりに“Autoritedans les discours et dans les ecrits"とし、う

項が代りに収められている. これは Soboulのテクスト選択の基準が，"Critique dans les sciences"の項に示されているような，

科学にもとづく批判的な精神を IF百科全書』全体を貫く一つの重要な柱とみなして，この項に関連する項目をとくに意識的にと

りあげていることから来ている.Autorite politiqueが多くのテクストに収められているのは，この項目自体の重要さによること

はもとよりだが，それが比較的短いものであることにもよるだろう.

3) この項目は，他のデイドロ執筆の項のように星標(*印)も附けられておらず，全く無記名のものとなっているが，デイドロの執筆

したものであることが明らかとなっている. IF百科全書』全体の根本志向の一つに，その宗教への批判があると考えられるので，

その点から見てこの項目は全体の中で非常に重要である. 内容にわたる点については本文を参照されたい (よ Proust;Diderot 

et l'Encyclopedie， p. 530 et p. 532) 

4) 認識乃至知識の問題については， IF百科全書』家たちは，ベイコンの学問論から強い影響をうけている. IF百科全書』第 1巻の巻頭

には，とくにベイコンの学問分類にならった学問分類表と説明が加えられている. (t. 1， p.p. 1 ~ 10， Systeme figure des connois・

sances humai・'nes，et Explication detaillee.含む，Systeme de Bacon) 内容上の問題については，同じく本文で触れておいた.

5) マノレモンテノレ執筆. その中心部分，すなわち

人間的事象に適用して， 現存するものの不合理を鋭くえぐり出してゆこうというこの方向は， ずイドロ執筆の“Aなleヘ“Agnus

scythicus" ，“Alcatraceヘさらには“naitre"，“Corruption"等の項目のうちにもはっきりと認められる.

6) Encyclopedie第3版にはときどき頁づけの誤りが見出されるが， この部分もその一例である. この場合， 817頁が二枚あるわけ

である. 他にも， 1JiJえば“Hobbisme"の場合にも，その項目の終りの頁づけは 592頁となっているが，実質的には 612頁でなけ

ればならない.

7) この項の筆者はダランベーノレで，彼の (Traitede dynamique， 1743)と全く同じ内容を圧縮して述べたものと見なしうる. 夕、ラ

資料 11
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o r、ンベーノレの力学思想の意義は，それがはじめてニュートン物理学をフランスに持ちこんだ点にあるとされている. (桑原編，前掲書

第七章一，二，とくに 227頁以下参照.)

8) この項目は『百科全書』中の重要項目のーっと見なされる.デイドロの哲学上，宗教上の立場の基本的な側面がここで語られてい

る. 内容的な問題については本文参照 “Thomasius"の項に，他の類似の項に比してとくに多くの頁がさかれているのは， トマ

ジウスが折衷主義的な神学者であったためである. 桑原氏編の研究がこれに(同書 199頁でのわずかな論及を除いて)殆んどふ

れていないのは理由がわからない. そこでの論議の包括性から見ても，この項には『百科全書』の思想をとく鍵の一つが隠され

ていると思われる. 多くのテクストがこの項を，部分的にではあるが収めているのもこのために他ならない (Soboul;Textes 

choi・sisp. 78 cf) 

9) ダランベーノレ執筆.ダラ γベーノレの分担は自然科学関係が主体で，その領域では圧倒的な分量を占めているが，これは彼の数少な

い哲学史関係の項目の一つで，ここでのスコラ哲学批判は有名であり，さすがダランベ{ノレと思わせる鋭さを持っている.同じく

ダヲンベーノレ執筆の“College"についても同様のことが言える. このスコラ哲学批判におけるダランベーノレはまさにデカノレトの

弟子である.(cf J'ai， lu l'essentiel， Textes choisis par A. Pons; p.p. 169-75) 

10) ノレソーの執筆.経済的事象を政治的視野の中でとらえてゆくというルソーの特徴はここでもすでによく現われているように思われ

る.ノレソーの[j'百科全書』への参加は限定されたものであり，また，中途にしてデイドロらと決を分ったことはよく知られている.

百科全書家とノレソーとの思想上での異同は大きな問題点の一つだが，一応両者を区別するのが妥当でもあり，また『百科全書』自

体の理解のためにも必、要と考える.(cf Hubert; Rousseau et l'Encyclopedie， 1928.とくに，Chap. !I， VI!Iおよび，桑原氏編

前掲書， 157-8頁など参照，) (本文でもこれらの点には若干ふれておいた.)

11) この項目自体についての専門的な評価はできないが，当時のフラ γスの選挙の形態，また各地方ごとの議員定数などのくわしい資

料がもりこまれているこの項目は，同様，革命前の各地の高等法院についての詳細な叙述を含んでいる“Parlement"の項などと

ともに資料的な価値をも持ちうるであろう.勿論，百科全書家たちの，イギリス議会制度その他についての政治的見解をとらえる

上にもこれらは重要である.

12) ディドロ執筆のこの項目は，夕、ランベーノレ執筆の“Dictionaire"の項，さらにデイドロの“Editeur・"の項などとならんで， 百科

全書家たちの百科全書というものに対する基本的態度をうかがわせる叙述を含んでいる.このテクストは多くの抜率集におさめら

れており[j'百科全書』中の最も有名な，また最も重要な項目の一つであるといえよう.ディドロはこの中で，百科全書の企画の
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目的と，それを貫く根本的な精神を明確に描き出している.

13) IF百科全書』の芸術論上の立場を考える際に，ディドロとならんで重視されているス)レツエノレ (Sulzer)の執筆項目とされている.

とくに，マノレモンテノレ編集の補巻では，彼の寄稿論文の比重は大きい. これらの点について， またズノレツエノレの思想、の特徴につい

ては，桑原氏編の研究のうちに比絞的評組!な叙述がある. (桑原氏編，前掲書，30，41，267-9，とくに 274-80の各頁参照. デ

ィドロ執筆の“Bωu"J‘Imitation"などの項目との比較は一つの重要テーマとなるだろう.

14) ケネー執筆. この項目および“Grains"の項目等を通じて示されている重農主義的傾向は，ケネーを通じてディドロにも強い影響

を及ぼし(ディドロの書いた“Agri・'culture"，"Homme politique"などの項参照)， IF百科全書』全体の経済思想、の主流をなしてい

るとされている. これらの論文は， IF経済表』に至るまでのケネーの思想の発展を把える上でも極めて重要な資料である. (桑原氏

編，前掲書， 157頁参照.) なお，ケネーはこの他に“Evidence"という項目も執筆している.(cf. Soboul; Textes choisi・S，p.p・
96-8， 113， 128-9.) (c五H.Denis; Deux collabor叫 eurseconom叩 lesde l'E:ηcycl.， Quesnay et Rousseau， Pensee 1951) 

15) ダラ γベーノレ執筆. この項目での演劇， とくに喜劇の地位をめぐってのダランベーノレの教会批判が，ノレソーの反論をまねき，やが

てノレソーの脱退にまで発展し，さらには， これに嫌気のきしたダラ γベーノレ自身の脱退にまで発展して行く端緒となったことは有

名なエピソードである.(Soboul; ibid. p.p. 110-2.および，桑原氏，前掲書， 25頁，および， ，“Comedien九“Theatre"などの関
連項目参照，一-J'ailu l'essenti孔 Texteschoisis par A. Pons，ρ. 179 cf.) 
この結果， 1757年の初版第 7巻の刊行後， デイドロはジョクーノレとともに孤立状態に立たされることとなった. ノレソーのダラ

ンベーノレへの手紙が 1758年， ダランムミーノレの脱退が 59年であり， この聞には， エノレベシウスの弾圧をうけた書物“Del'e学rit"

が刊行されている また，初版では，この巻以後，すなわち第 8巻からは，一時編者の名が匿されることとなったのである.なお

第 3版，少なくとも北大所蔵の版では，編者が名が anonymeの巻は見当らない.

16) ウ、オノレテーノレ執筆の項目中の代表的なものの一つ. ヴオノレテーノレとデイドロとは互いに相手を嫌い合っており， ダランベーノレが間

に立って苦心しながらこれらの項目の執筆にこぎ、つけたと言われている. このような違和感が単に感情的な次元に止るものでなか

ったことは， この項目と，ダランベ ι ノレの『序論』での叙述，および，ディドロの書いた歴史関係の諸項目を比べれば明らかであ

る.それらの聞には少くともその歴史観の類的同一性とともに，その種差が感じられる.なおデイドロの歴史観の有力な手掛りと

して，桑原編，前掲書 (202頁以下)で援用されている“Luxe"の項は，Proustの研究によって Sa仇t-Lambertのものであるこ

とが明らかとなっている.(J. Rドoust;loc. cit.ρ. 586 cf.) IF百科全書』の歴史観は，もっとも統一的にとらえにくに側面の一つ
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r、.となるであろう.それを解く鍵は，自然と人間についての彼らの考え方を根本的に検討することによってのみ与えられるだろう.

言いかえれば自然の歴史と人間の歴史についての彼等の把握を解明してゆくことからしか，その真の姿はつかみえないのではなか

ろうか.

17)桑原氏編，前掲書では，この項がデイドロの書いたものとして扱われているが(同書， 68， 170頁など)， しかし，Proustの研究で

も，この項はデイドロ執筆の分とは認められておらず， また，そもそもアツセザ版の全集中にも入れられてはいない.Soboulの

テクストでも，Ponsのそれでも，この項はディドロのものとしては扱われていない. それ故，桑原氏編同書のうちで，デイドロ

のこの方面での思想をうかがわせる代表的な項目“Art"などと，この項目の観点とのずれが指摘されているのも，いわば当然の

結果であるにすぎない. (同書 172頁註参照)この項目が特に有名なのは，一つには， のちの『資本論』での， マノレタスのマニユ

ファクチャー論に引用された有名な文章の骨子がそこに見出されるからである.Soboulによれば，“Manufacturereunie" (集合

マニユフアクチャー)に対して，“M仰 ufacturedi・ψersee"(分散マニユフアクチャー)の利点を主張するこの項目の立場は，その

限界に，執筆者の timiditeにむしろ注目すべきだとされている. (Soboul; loc. cit. p.p. 158-9) 
18) ダランベーノレ執筆. この項および“Nature"の項， また，多くの自然科学関係の項目のうちに見出されるダランベーノレの哲学上

の立場と，デイドロの立場との差違は，百科全書そのもののうちでは必ずしも目立つてはいない. ~ダランベーノレの夢』や， ~ダラ

ンベーノレとの対話』などを通じて述べられた，ディドロ自身のダランベーノレへの批判，また，前者の唯物論と後者のそれとの差違

も，後に至って顕在化したような姿では， ~百科全書』の諸項目のうちには読みとりえなかった. 全体として言えば， ~百科全書』

の諸項目に関するかぎりでは，たとえば『序論』でのダラ γベーノレがきわめて控え目に，穏健に論じているのと同様に，ディドロ

もその宗教批判等においてかなり控え目であること， またペイノレをうけ継ぐような懐疑論的な，ironiqueな tonがその論調にう

かがえる点が自につく. そして，二人のうちではダランベーノレの方が， デカノレト主義の伝統により近いように見える. これらの

点については，Rivaud; Histoire de la philos. t. IV. Chap. V. p.p. 62-73，とくに，Chap. VII， P.lう.96-105参照.
19) この項目は，桑原氏編の前掲書でも，また Ponsの Textesでもデイドロの書いたものとされているが Proustの研究でははぶ

かれている.(Proust ;loc. cit. p. 536 cf.) しかし，ここでの手仕事と，それに従事する手工業者の重視などは，“Art"の項など
のディドロの思想とも対応している. ディドロは白ら職人の子として，このような仕事に人一倍の理解を持っていたことは確かで

ある. ~百科全書』はその表題の諮っているとうり，科学，技術ともに，この“Métier" のための辞典でもあろうとしているので

ある.
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20)ノレソー執筆の項目.

21) 11百科全書』全体の自然主義的傾向から見て，ダランベーノレの書いたこの項目は重要項目のーっと見てよいだろう.そして『自然』

や『物質』をダランベーノレが， 11人間』を結局はデイドロが書いたという， この分担の仕方のうちに，両者の協力の形態が白から

示されているとはL、L、えないだろうか.

22) ジョクーノレ執筆の項目. 11百科全書』が“France"についてさいた頁数のほぼ 10倍の頁数を“Paris"のために費しているのはい

かにもフラ γス的である.

23)すでに註 11)でも触れたように，この項目についてのここでの詳しい叙述は，

院の政治的役割からみても，恐らく貴重な資料となるものと思う.

24) デイドロ執筆. この項目は，既に書かれた“Aristotelisme"の項への補足として書かれたものである. なお，若干の例外を除い

て，哲学史関係の項は殆んどデイドロによって書かれている.その中には，哲学史的な叙述を通じて，同時に，自己の哲学上の立

場を述べているものも多く， デイドロの哲学思想解明の重要な手掛りとなるような項目が多い. “Eclectおme"をはじめ，“時rr-

honienne"，“乃thagorismeヘ“Ethyopi切に“Hobbismeヘ“Sarrasinsou A rabes"などはその一例である. 桑原氏編著は，こ

れらの項目を全体として軽視している. “Cartesianisme" ，“Locke"などの項目も一覧リストから落とされており， また文本での

言及もこれらについては一般に少ないように見うけられる.(cf R. Desne; Vapparition du mot <::;philosophe;;， dans l'auvre 
de Diderot. Annales historiques de la Revolution Francaise 1963.) 

25) この項目と次の項目はデイドロの執筆.ディドロの『百科全書』に臨む姿勢は全体として，哲学的であり，その企画自体が，

“EncycloPedie"の項での発言によれば， この『哲学の世紀』の確認のために立てられたとさえ言えるほどである. 従って， 11哲

学j]，および『哲学者』はいわばいい意味の言葉として使われており，自ら圧迫に会いながら， 11百科全書』の形而上学部門を分担

して，多くの項目を執筆し， しかもあまり好遇されることなし ときにはディドロからさえその凡庸さを笑われた Yvonの立

場に象徴されるような『形市上学』の不透とは対照的に， 11哲学』は，丁度今日の『科学』のような好い待遇を『百科全書』では

受けているわけである.しかし，ここでも強調されるのはやはり合理的精神(理性)と批判的精神であれしりぞけらるべきものは

権威とドグマと，固化した体系の精神であるとされる. (Soboul; loc. cit. 1う.p.183~9， Proust; loc. cit. p. 537， note (127) cf) 

26) ここでディドロは宗教の起源論を行なっている.彼は『万物の第一原因』への礼拝は，そこからの墜落の諸形態のーっとしてのギ

リシヤ的多神論や， 11偶像への礼拝』よりもむしろ歴史的に先行するものと考え，したがって，多神論から『唯一の神』の観念への

革命にさき立ち，また革命の勃発に当つての高等法
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℃、進展は必然的であるとともに正当でもあると説く. (IF神の唯一性の観念は極めて自然で，また正しい理性に大変よく適合していて

……』と，彼はこの項目の中で云っている) ここにも，後のディドロのスピノザ主義的，汎神論的自然観と，また理神論的，自然

宗教的傾向を見出すことができるだろう. なお，ここでも EncycloPedie第 3J仮は頁づけを誤っており，実質的にはこの項の頁

づけは，t 26の 952頁のはずである.

27) アツセザ阪には載っているが，Proustも指摘しているように (Proust;loc. cit. p. 538， note (128J)， ドソレパック執筆のもので，

重要項目の一つである. ここに見られるのは， IF百科全書』全体の基調をなす宗教批判の，最も過激な形での現われの一例である.

この項目は，はじめディドロのものと考えられていたが，彼の温和で皮肉な宗教批判から見て，これは明らかに過激すぎる.

(Pons; loc. cit.ρ.479をも参照)

28)のちに，チユノレゴ， コンドノレセによって明確となったような進歩の史観は IF百科全書』の底流をなす思想、のーっと見なしてさし

っかえないが，この項目の叙述からはその点は全くうかがえない. ここでは Progresは物理的な意味，せいぜい学問研究におけ

る『前進』でしかない.(cf Soboul; loc. citρ.p.200-1) 
29) アツセザl仮に所収の項目だが， ドノレバックの執筆したものであることが判明している. ここでは，他の多くの場合と同様に，非常

に穏健な政治哲学が語られている.後のノレソーによる批判のかげすらない，代議if，IJと，制限君主制への全面的肯定がここには見出

される.

30) IF百科全書』全体の認識思想、には， コンデイアックの感覚論が影を落しているといえる. 後のディドロの感覚についての物活論的

なとらえ方は， レーニンらによってとりあげられて重要な意味を与えられることになったが， ここおよび次の“Sensation"の項

などでの論議はむしろ全体として古典的であれ唯物論の基本的立場(客観的実在の優先)は守っているが，同時に，Soboulもい

うように，著しく機械論的である.むしろ，デカルトの bonsensの展開としての“senscom1nun"の部分の方が生彩があるとさ

えいえるだろう.

31) ジョクーノレ執筆の項目前述したように，百科全書家たち， とぐに，デイドロやジョクーノレらの背後にはベーノレがいるのであり，

そのベーノレはモンテーニユの懐疑主義的個人主義の系譜の上に立っている. IF百科全書』では，直接，ベーノレ，モンテーエユを論

ずるための項目は見出されないが，諸項目のいたるところでベイノレからの引用が見られ，その影響のなみなみならぬことを思わせ

る.迷信の批判はデイドロらの住事の重点の一つであったが，ここでジョクーノレは，モンテーニュを全面的に援用しつつそれを行

なっている 迷信の批判は“Toutexces de relなionen general"への批判であり，一切の宗教的 Fanatismeへの批判であった.
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『独創性の全くない点がその唯一の独創的なところ』と評されたジョクーノレは， その執筆項目数において， また終始デイドロと行

を共にした少数の人々の一人として，百科全書家中ではもっとも注目すべき人の一人であるが， “Atheisme"などの項でのイウ、オ

ン神父ほどではないにしても，その議論の平板さはかくせない.ただジョクーノレの場合は，イヴオンとことなり，根本的な考え方

がデイドロと共通である点にその論議の特徴がある.デイドロから，その天才の高揚を引き去ったものが，ジョクーノレなのである.

32) ドノレパック執筆.最も攻撃的な宗教批判の項目の一例である. 1762年のジエジュイットによる攻撃の一因となった.

(Soboul; loc. cit.ρ.247. cf) 

33) t.25の“Physi・'ologie"の項への補足として書かれた項目で，百科全書家たち，とくにデイドロの生理学の重視の現われと見てよ

いだろう. 11百科全書』を貫く『生理学主義~ (桑原氏編，前掲書，第八章， 255頁参照)は，その図版での生理学，解剖学関係の重

視にもはっきり現われている. ディドロの唯物論の根底には，生理学的人間観があることは明らかだ. そのことは，“Homme"

の項を一見しただけで、もすぐ分ることである (L'EncycloPedieet le progres des sciences et des techniques， 1952所収の，よ

Rostand論文，p.p.10~ ， および， p.p. 150-をも参照.)

34) この項は桑原氏編のリストではマノレモ γテノレのものとなっているが，Proustではデイドロのものとなっている.(Proust; loc. cit. 

ρ538) 

35) ニュートンの生地の名で，この項目は“Neωtonisme"への補足と Lて書かれている.Newton重視の現われの一つであろう

36) この三つの項は 36巻の巻末に附加された初版の本文 (t.I-XVII)への“AdditionsII"所収のものである.上の 3つの“Eloge"

が“Additions1"を形成している. ここでの“Etat"の補足はベイコンの国家思想、についての，また“Contrat"はノレソーの観念

の説明である.州
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制
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